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　導師イマームバシュラは、泣いてばかりいる王様にこう仰おつしやいました。




「まこと、人の上に立つ者には栄光と危き難なんが等しくつきまとう。

　人は褒ほう賞しよう者しやカドルによって命みちを定められるが、ひとたび権けん威いや類たぐいまれな力を授さずかり生まれたならば、その責任から逃のがれることはできない。背を向けたところで、天命は必ず汝なんじに追いつくだろう。

　襲おそいくる運命の波を、屈かがみ込んで躱かわしていても同じこと。

　立ち上がり受け止めなさい。

　そうすれば自分が何者かが分かり、きっと、どうすればいいのかも見えてくるだろうから」
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　薄はつ荷かの香りがする──。

　最初はそう思ったが、少し違ちがった。

　それは薄荷よりも複雑で、甘い花を混ぜたような、だが胸にすっと入り込んでくる涼すずやかな香りだった。

　嗅かぎ慣れない微かすかなそれに、眠っていた少年の意識が目覚めていく。

（誰か、いるの……？）

　ぼろぼろと崩くずれた土つち壁かべに、立て掛けただけの破れた木の扉とびら。隙すき間まから砂と風の舞い込む粗そ末まつな家の中で、薄うすく目を開いた少年ファリドはハッと息を詰つめた。

　枕まくら元もとに、黒い大きな影がうずくまっていたのだ。

　細い月明かりしかない闇やみの中、暗い影はファリドと並んで眠る姉に手を翳かざす。

（……!?）

　呼吸を止めて凍こおりつくファリドの目の前で姉、ファリザードの姿が空気のようにかき消えた。

　空からになった敷しき布ふの上から、黒い影が何かを拾い立ち上がる。

「──待って!!」

　出ていく気だ、と悟さとったときには叫さけんでいた。

　影はファリドの声に大きく身体からだを震ふるわせ、すぐさま開け放たれたままの木の扉から走り去っていく。

「お姉ちゃんッ！」

　恐きよう怖ふも忘れ、ファリドは裸足はだしのまま外へ飛び出した。

　その間は一秒もなかったに違いない。

　それなのに姉を連れ去った黒い影はすでになく、闇に包まれた貧まずしい町並みが続くばかりだった。




　訴うつたえは出したものの、貧ひん民みん街がいの少女が一人消えたぐらいで警けい備び隊たいは動いてくれない。

　朝が来て、捜そう索さくに疲れきったファリドを養よう母ぼは涙ながらに抱きしめてくれた。

「ファリド！　ああ、可か哀わい想そうに……！　今お父さんが太たい守しゆ様の館やかたに行っていますから、もう少しお待ちなさいね。きっとファリザードは見つかりますとも」

　優しく励はげまされても、ファリドは希望を持つ気にはなれなかった。法などあってないようなシルワンの町で、太守や警備隊が貧しい子供相手に動いてくれるわけがない。

　その落らく胆たんが伝わったのか、年老いた養母は頰ほおを流れるファリドの涙を拭ぬぐった。

「ファリザードは魔ジ神ンに攫さらわれてしまったのかもしれないわね。あなた達二人はとても可か愛わいらしいから」

　魔神、鬼神イフリート、妖霊ジヤン──。この世界には、唯ゆい一いつ神しんカドルによって創られた精せい霊れい達が生きており、彼らは気に入った美しい人間を攫っていくという。

　ファリドは未いまだかつて精霊を目にしたことはない。

　魔神、だったのだろうか。

　だが魔神とは、あのように静かに人を攫っていくものなのだろうか。

　まるで人ひと目めを忍しのぶように、音も立てずに、声を掛けられたら逃げ出すような──。

「太守様だ。ファリド、太守様がいらしてくださったよ」

　養母が驚きよう愕がくと歓かん喜きの入り交まじった声を上げ、ファリドも驚おどろいて顔を上げた。

　貧しいあばら家やが立ち並ぶ通りを、赤と黒の制服を着た一団が足音高く進んでくる。

　先頭に立つのは、黒い大だい外がい套とうを頭からすっぽりと被かぶった一人の男だ。背後には緑の縁ふちなし帽を被った警けい備び頭がしら、そして太守らしきターバンをつけた男が従したがっている。

　黒い大外套は砂漠の遊ゆう牧ぼく民みんが纏まとう物に似ていた。頭に幾いく重えにも巻きつけられ、そのまま踝くるぶしまで落ちて全身を隠している。口くち許もとも鼻も黒い布で覆おおわれ、険しくひそめられた濃こい茶色の目だけがファリドを見下ろしていた。

「これが攫われた娘むすめの弟か」

　大外套の男がくぐもった声で尋たずね、太守が背後からへりくだった調子で肯こう定ていしている。

　ここまで太守を案内した、ファリドの養父がその前に平へい伏ふくした。

「この子の姉が魔神に攫われてしもうたのです。どうか行方ゆくえを追ってやってくださいませ」

　養母も膝ひざをつき、ファリドもそれに倣ならう。

　額ひたいを地につける間も、ファリドは大外套の男の視線が自分の上に注そそがれるのを感じていた。

　面おもてを上げれば、侮ぶ蔑べつと嫌けん悪おの色を浮かべた鋭するどい眼まな差ざしが突き刺さる。

「あの売女ばいたが。他の男と子を作ったか」

　母のことだ、という以外意味はよく分からない。

　だが、ファリドは全身の血が燃えるような怒りを感じた。

　──大切な母さんが侮ぶ辱じよくされた。

　それだけは感じ取れたからだ。

　男は興味を失くしたかのようにファリドから目を逸そらし、苛いら立だちも露あらわに背を向ける。

「すぐに娘の行方を捜さがせ！　情報を持つ者は全て私のもとに集めろ！　隠す奴やつは腕を切り落とせ！」

　警備隊が怯おびえたように動き出し、男は激げつ昂こうに任まかせ忌いま々いましげに叫んだ。

「魔神に攫われるだと？　いったいどうなっている!?」

　怒りだけを残して去りゆく男も、太守も、警備隊も。偉い人達の誰も彼も、ファリドにはもう目もくれない。

　ファリドの耳に「よかったねぇ、ファリド」「太守様が捜してくださるそうだ」という養父母の喜ぶ声が聞こえたが、全く頭に入ってこなかった。

　一つだけ、確信できることがある。




　姉はきっと、見つかればあの男に取られてしまうのだろう──。




　そう、思った。
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　地図上で一番西に存在する町、シルワンのそのまた西には〝果はての砂さ漠ばく〟と呼ばれる大だい砂さ海かいが広がっている。

　そこはオアシスも木もまばらにしかない、一切の生を拒こばむかのような死の世界だ。

　名の通り果てがなく、もしそこを越えることができれば、魔ジ神ンや鬼神イフリートなど精せい霊れい達の棲すむカフ山に辿たどり着けるという。

　魔神の城は数えきれないほどの財宝に溢あふれ、多くの冒険者が一いつ攫かく千せん金きんを夢見て果ての砂漠へと入っていった。しかし宝を手に入れ帰き還かんした者はなく、誰もが飢うえと渇かわき、隊商カラヴアンなどを一飲みにする砂嵐、棲みついた妖霊ジヤンや鬼神にその身を喰くわれ命を落としている。




　そんな過か酷こくな果ての砂漠だが、最近、おかしな噂うわさがシルワンの町に広まっていた。

　住む人などいないはずの砂漠の中に、いつの間にやら広大なオアシスと宮殿が現れたというのだ。

　滾こん々こんと湧わき出る清し水みずの泉。周囲は緑豊かな木々に溢れ、巨大な三日月の陰いん影えいを描えがく砂の丘には真しん珠じゆのように麗うるわしい宮殿が建っている。

　そこには魔神の王と呼ばれる強大な魔神が棲み、世にも美しい姫君や無類の剣士、力ある魔ま術じゆつ師しが多くの妖霊に囲まれ暮らしているという。

　普段は陽かげ炎ろうに隠かくされて見ることはできず、辿り着けるのは、砂漠を彷徨さまよい生命の危機に瀕ひんした者のみ。不思議なオアシスは砂漠の半なかばで迷った者の前にも、奥地で倒たおれた者の前にも等しく現れ、彷徨い人を迎え入れてくれるのだ。そして気力を取り戻し宮殿から出たときには、なぜか砂漠の入り口近くに戻っているという。

　最初はただの噂話としてシルワンでささやかれていたが、ここ数か月あまりにも果ての砂漠から帰還する者が多く、話が信しん憑ぴよう性せいを帯おびてきた。

　戻って来た者の全てが口をそろえて宮殿とオアシスの素晴らしさを語り、持ち帰った世にも珍めずらしい宝を披ひ露ろうする。人々は宮殿へ招まねかれた旅人の話を聞きたがり、いつしかそこはオアシスと宮殿をひっくるめて〝月つきの丘おか〟と呼ばれるようになっていた。

　だが月の丘で多くの妖霊を見ても、主あるじである魔神の王や姫君が姿を現すことはない。

　いったいどんな人物が暮らしているのか。

　シルワンの町では毎日のように皆が噂をし、想像や夢を交まじえて語り合っていた────。
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「うん」

　そんな、シルワンで噂の〝月の丘〟の一角。

　水すい晶しようや雪花石膏アラバスターで輝かがやく白い宮殿の奥では、二人の人物が額をくっつけて竈かまどを覗のぞき込こんでいた。

　何本か薪まきの火を消し、紺こん青じようの長ちよう衣いを纏まとった少女──ライラはにっこり微笑ほほえんで竈の蓋ふたを閉じる。

「大丈夫、少し外側が焦こげただけよ。火を小さくしてもう少し焼きましょう」

　背中まで真まっ直すぐに伸びた艶つややかな黒髪、瞳ひとみはおとなしい羚羊かもしかのように黒く澄すんでいる。

　どんな頑かたくなな心も解いてしまいそうな優しい微笑みを前に、菱形菓子ハルワの様子を見てもらっていた二は十た歳ちほどの美女が、恥ずかしそうにうつむいた。

「お手を煩わずらわせてしまい、本当に申し訳ありませんわ。私、お料理はしたことがなくて」

　すらりと伸びた若木のようなしなやかな肢し体たいに、波打つ黒髪。褐かつ色しよくの肌はだと琥こ珀はくの瞳を持つマルジャーナは、尊そん敬けいの眼まな差ざしでライラを見つめる。

「ライラ様は本当に料理がお上手じようずですもの」

「マ、マルジャーナ、お願いだから私をライラ様なんて呼ばないで！」

　元は女おんな奴ど隷れいという身分のマルジャーナだが、彼女は最近まで教主カリーフアの後宮ハリムにいた上じよう﨟ろうである。教主の手がつかなかったとはいえ、妃きさきとなるべく教育を受けてきた女性なのだ。

「あなたみたいに綺き麗れいな人に『ライラ様』なんて呼ばれては困ってしまうわ。それに、あなたはもう教主様から自由を与えられているんでしょう？」

　マルジャーナは主人である教主の娘むすめ、ジャスミンの取とり成なしによってすでに奴隷の身分から解放されている。村娘のライラに敬けい意いを払はらう必要はどこにもないのだ。

　しかし、マルジャーナはとんでもないと美しい眉まゆを上げる。

「いいえ、ライラ様。あなた様は私達にとって恩おん人じんであり、とても大切なお方ですもの。友人のように振る舞うなど私には恐おそれ多く」

「恐れ多いのは私の方なのよ……」

　困り果てて肩を落としてしまった。

　小さな貧まずしい村で育ったライラがなぜ魔ジ神ンの宮殿で暮らしているかというと、そこには世にも不思議な出で逢あいがある。

　今より三み月つきほど前。カドル神を信しん仰こうする民たみの長、教主アクバルが治おさめる大都バスラムで一つの事件が起こった。

　絶世の美少女である教主の娘ジャスミンが、女奴隷のマルジャーナと共に婚こん礼れいの途中で獰どう猛もうな鬼神イフリートに攫われてしまったのだ。

　救出に立ち上がったのが、マルジャーナの恋人であるエルサム王国の王子シャールカーン、その従じゆう者しやである剣士ザイン、ジャスミンの夫であり契けい約やく者しやであるランプの魔神ルーダイナ。そして、その三者に魔術の力を見込まれた村娘のライラだった。

　四人は旅の途中で鳥を操る帝スル王タンに出逢い、その力を借りて無事にジャスミンとマルジャーナを救い出す。そして、短い間とはいえ結ばれた絆きずなを断ちがたく、こうして六人で共に暮らすことになったのだ。

「せっかく友達になれたんだもの、普通にライラでいいわ」

「ですが……」

「お願い、マルジャーナ」

　ね？　と哀あい願がんすれば、困ったように視線を逸そらされてしまう。それでも目で訴うつたえれば、マルジャーナは観かん念ねんしてくれたのかこほんと咳せき払ばらいをした。やや恥じらいながらささやく。

「では……、ライラ？」

「ありがとう、マルジャーナ！」

　実は一緒に暮らす六人のうち、一番ライラと会話の少なかったのがマルジャーナだった。

　男性三人は一緒に旅をしてきた仲だし、明るい気性のジャスミンは物もの怖おじせずライラに懐なついてくる。しかしマルジャーナは違った。彼女は常つねにジャスミンに従したがい、ライラが相手でも一歩退ひいて接してくる。

「私、もっとマルジャーナと仲良くなりたいと思っていたのよ。二人きりで留る守す番ばんだなんて初めてだし、ドキドキしてしまって……」

　上う手まく話せるだろうかと少し不安だったが、こうして友人のように名前を呼んでもらい、まずは一歩前進だ。

　ライラははにかんだ笑顔でマルジャーナを見上げた。

「すごく嬉うれしいわ。あなたはとても素敵な人だから」

「………………」

「どうかした？」

「……いえ、さすがにあのザイン様を空からまわらせるだけあると思って……。一瞬、私ってば好かれているのかしらと思い上がりそうになりましたわ」

「もちろん好きよ？」

「こ、これはすごい！　ザイン様の苦労が身に沁しみますわ……！」

　胸を押さえて壁かべに向かってしまったマルジャーナに首を傾かしげ、ライラは聞こうと思っていた疑問を口にした。

「でもマルジャーナ、あなた本当にバスラムに行かなくてよかったの？」

　今、なぜマルジャーナと二人で台所にいるかといえば、他の四人が留守なためだ。

　ライラ以外の五人は幼おさな馴な染じみともいえる間柄だが、その内情は少々複ふく雑ざつである。

　この宮殿の主は過去に世界を焼き、伝でん承しようによってその悪行が広く知られている魔神の王ジオロジロス。改心した彼にルーダイナという名前を与え、生しよう涯がいの伴はん侶りよとなったのが教主の姫ジャスミンだ。しかしジャスミンの公的な婚約者はシャールカーンであり、シャールカーンはマルジャーナに恋をしている。

　鬼神との戦いが終わり、ジャスミンとルーダイナの結婚は無事に教主に認められたが、エルサムの帝王やシャールカーンの母ぼ后こうが納なつ得とくしていないらしい。

　そのため、ジャスミン、シャールカーン、ルーダイナ、ザインの四人はバスラムへ旅立っているのだ。おそらくエルサム王国からも使者が来て、話し合いになっているだろう。

　そんな大切な場に、当事者であるマルジャーナが不在というのも不思議な話だった。

「あなたはシャールカーンの恋人だし、ジャスミン姫はどこに行くにもあなたを連れていたのに」

「私はいない方がいいのですわ。今回の話し合いで大切なのはシャールカーン殿でん下かと姫様の婚約解消で、私のことを持ち出しては話がまとまらなくなりますもの」

「どうしてなの？　あなたは身分を気にしているけど、それは重要ではないでしょう？」

　この世の国々で女奴隷が王おう妃ひになることなど珍しくもなんともない。子を産めばその子を帝王にすることもできるし、そうなれば当然国母となれるのだ。

　そんなことは村娘のライラでも知っているのに、エルサムでは通用しないらしい。

「それに、エルサムの帝王様はあなたを妃にするなら出て行けとシャールカーンに言ったんでしょう？　こうして出て来たんだからもういいと思うんだけど」

　いったい何の不満があるのかとむくれれば、マルジャーナは困ったように笑い、琥珀色の瞳を伏ふせた。

「エルサムの帝王様はシャールカーン殿下を太たい子しにとお望みなのですわ。そのためには姫様との結婚が必要なのです」

「そうなの？」

　その辺あたりは王族の事情というものだろうか。あまり深く尋ねるのはためらわれ口を閉ざすと、大きな窓の外から声が聞こえた。

「ライラ様～」

　ライラを呼ぶのは、のんびりとした男の声だ。

　窓の外を見下ろせば、広い湖から真っ青な肌の精霊がふよふよと浮き上がってくる。

　下半身が角のたったクリームのように絞しばられた彼は、水の魔神ダハナシュだ。

　太い茶色の眉ともじゃもじゃの髪、髭ひげに覆おおわれた口くち許もと、背せ丈たけは人の二倍はあろうかという大きな魔神だが、瞳だけはやけに円つぶらで愛くるしい。どこか愛あい嬌きようのある顔立ちで、性格はかなりのほほんとしている。

　魔神の王と謳うたわれたルーダイナがカフ山に帰還すると、王を慕したって多くの妖霊ジヤンや魔神が馳はせ参さんじてきた。ダハナシュはその中でも一番に駆かけつけた魔神であり、ルーダイナが住居を果ての砂漠に移して以降、六人の生活を助けてくれている。

「どうしたの、ダハナシュ？」

「水辺で子供が倒れてますよ～。旅人みたいだから柘榴石ガーネツトの宮へ戻しますか？」

「え？」

　ライラは驚おどろき、目を瞬またたいた。

〝柘榴石の宮〟とは宮殿の棟とうの一つであり、この月の丘の門ともいえる大きな建物だ。そこは砂漠で迷った旅人達のために開放されており、ライラ達の暮らす奥の宮とは魔術の力で完全に分かたれている。

「珍しいですわね、旅人が奥おく宮みやへ入ってくるなど。妖霊達は気づかなかったのでしょうか」

「迷い込んでしまうことってあるのかしら？　ダハナシュ、その人をここへ連れて来てもらってもいい？」

　ライラの言葉にダハナシュは「はいはい～」と軽く返事をして飛んで行く。

　マルジャーナの言う通り、迷った旅人の世話はルーダイナの配はい下かである多数の妖霊が担になっている。普段なら外で倒れたまま放置などありえないのだが。

「もしかすると柘榴石の宮でなにかあったのかも…………まあ！」

　やがてダハナシュの腕に抱かかえられ運ばれてきた少年を見て、ライラは声を上げた。

「驚いた、本当に子供だわ！」

　果ての砂漠に入るのだから、どれだけ子供といっても十代半ばぐらいだと思っていたのだ。

　しかしぐったりとした男児はまだ十とおになるかならないかで、魔神に運ばれても意識を戻す気配がない。

「すぐに身体からだを冷やすものをお持ちしますわ」

「お願い、マルジャーナ！」

　ライラは少年を抱えたダハナシュを居間に案内し、長なが椅い子すの上に寝かせた。

　熱は高くないため、もしかすると疲ひ労ろうや空くう腹ふくで倒れたのかもしれない。

　擦すり切きれた頭ず巾きんを取り去った途と端たん、蜂はち蜜みつ色いろの髪にたまった砂が零こぼれ落ちる。帯を緩ゆるめ、衣服をくつろげたライラは少年の瘦やせた身体に目を見張った。

　日焼けした胸には鎖さ骨こつがくっきりと浮き、閉じられた目元には隈くまが影を作っている。マルジャーナが用意してくれた濡ぬれた布で首や脇わきを冷やし、ライラはそっと砂で汚れた顔を拭ふいてあげた。

（こんなに小さな子が果ての砂漠へ入るなんて……）

　何か、よほどの理由があったのだろう。

　と、少年がうっすらと目を開いた。

　澄んだ鳶とび色いろの瞳がゆっくりと豪ごう奢しやな居間を見渡し、乾いた唇くちびるがわずかに動く。

「ここは……？」

「ここは月の丘の宮殿よ。果ての砂漠のね」

　意識が戻ったことにほっとしてライラが答えたそのとき、少年の視線がダハナシュを捉とらえた。

「魔神の王様！」

　突然少年が跳はね起き、勢いきおいよく長なが椅い子すから飛び下りたのだ。

　ダハナシュの前に両手をつき、床に額を擦こすりつける。

「魔神の王様！　お願いします、僕のお姉ちゃんを助けて！　誰かに姿を変えられて連れて行かれたんだ！」

　叩こう頭とうで懇こん願がんした後は、必死の形ぎよう相そうでダハナシュの透すける下半身に縋すがりつく。抱きつかれそうになり、ダハナシュはぎょっと海え老びのように足を跳ね上げ退たい避ひした。

「わたしは違いますよぉ、さ、さらばっ！」

「あっ！」

　水が蒸じよう発はつするような音を残してダハナシュの姿が消えてしまう。泣き出しそうな顔をした少年に、ライラは慌あわてて声を掛かけた。

「待って、あの魔神はこの宮殿の王ではないの。王様は留守よ」

「え？」

　少年は初めてライラの存在に気がついたようだ。

　利り発はつそうな鳶色の瞳と視線を合わせ、ライラは優しく微笑んだ。

「あなたが宮殿の外で倒れていたから、あの魔神が連れて来てくれたの。大丈夫？　気分は悪くない？」

　いつの間に用意したのか、マルジャーナが檸檬れもんで香りづけした清涼水ジユラーブを差し出す。

　まずは少年をクッションの上に座らせ、ライラは硝子ガラスの杯はいを手渡した。

「はじめまして、私はライラよ。こっちのお姉さんはマルジャーナ。さっきの魔神は王様の配下でダハナシュというの。あなたのお名前は？」

　ゆっくりと語りかければ、少年もやっと落ち着いたのか居住まいを正した。ぺこりと頭を下げる。

「お姉さん達の平安をお祈いのりいたします。僕はシルワンの町に住むファリドといいます」

「ファリドね。あなたの上にも平安と、カドル神の祝福がありますように。まずは飲み物を口に入れなさい。喉のどが渇かわいたでしょう？」
















　ファリドはおずおずと硝子の杯を受け取る。安心させるように微笑むと、よほど喉が渇いていたのかごくごくと喉を鳴らして飲み干した。

　三杯ほどおかわりをし、やっと一息ついたらしい。ライラとマルジャーナに深々と礼をした。

「ありがとうございました。月の丘に行くために隊商カラヴアンに入れてもらったんだけど、あんまり飲ませてもらえなかったんだ。働けなくなったから捨てられちゃった」

「まあ！」

　ライラとマルジャーナは同時に表情を険けわしくした。

　子供を危険な旅に同行させることも非常識だが、扱あつかいの悪さはもとより使い捨てるつもりだったに違いない。

　この果ての砂漠に乗り込むのは、主にカフ山の魔神の財宝を目当てにした冒険者達だ。純じゆん粋すいに自身の富とみを狙ねらう者はいいが、中には乱らん暴ぼうでろくでもない輩やからもいる。

　そういう理由もあり、ルーダイナは月の丘に迷い込んだ旅人の世話を妖霊に任まかせ、奥宮にいるライラ達の目に触ふれないようにしているのだ。

「置いていかれて、魔神の王様に会いたいって思いながら砂漠を歩いて……気がついたらここにいたんだ」

　ファリドの凜りんと澄んだ真しん摯しな声こわ音ねに、ライラはふと思いを巡めぐらせた。

（ひょっとして……柘榴石の宮に入らなかったのは、ルーダイナに会うためだったからなのかしら）

　魔神の城には強大な魔術が掛かっている。そもそも入るに値あたいしない人間は決して受け入れられないが、休きゆう息そくや財宝が目的でない人間ならばルーダイナのもとへ通されるのかもしれない。

「ともかくよかったわ、あなたを見つけることができて。まずはゆっくり休みなさい。すぐにお家うちに送り届けるわ。きっとお父さんとお母さんは心配しているでしょう」

　労いたわり寝かせようとしたが、少年は慌ててライラの手を摑つかみとめた。

「ううん、休んでる時間なんてないんだ。魔神の王様はいつ帰ってきますか？　お願いします、会わせてください」

　必死に訴えられ、ライラとマルジャーナは言葉に詰まってしまった。

　具体的に「いつ」とは言えないし、今日明日でないことだけは確かだ。一ひと月つき、場合によってはもっとかかるかもしれない。

　二人の表情から察さつしたのか、ファリドの目に涙が滲にじんだ。

「どうしよう……。魔神の王様なら攫われたお姉ちゃんを見つけてくれると思ったのに……」

「泣かないで。お姉さんを攫ったのは魔神だったの？　警けい備び隊たいやシルワンの太たい守しゆ様には相談はした？」

「魔神か人かは分からない。太守様にもお願いしたけど……きっと、見つけてはくれないよ」

　やけに確信に満ちた言葉に、ライラは首を傾げる。

「まあ、どうして？」

「──黒い服の変な男の人がいて、その人もお姉ちゃんを捜さがしてるみたいだったから。太守様は、お姉ちゃんが見つかったらその人に渡すつもりなんだ。だから僕は太守様とその男からもお姉ちゃんを守らないといけない」

　驚くほど大人びた、きっぱりとした物言いだった。

　強い口く調ちように吞のまれてしまったライラが言葉をなくすと、黙だまって聞いていたマルジャーナが「では」と声を上げた。

「太守様よりもっと上の身分の方にお話ししてみてはいかがでしょうか？　シルワンでしたら支し配はい権けんはベルガ王国にありますし、ベルガの帝王様に」

「王様と!?」

「無理よそれはっ！」

　いきなり話が大きくなってしまい、ファリドとライラの庶しよ民みん二人は千ち切ぎれそうなほど首を振る。だがマルジャーナはきょとんとした。

「ですが、ルーダイナ様がお戻りになるまでできることもありませんし。それが一番効こう果かが望めるのでは？」

「で、でもベルガの帝王様だなんて……って、ええっと、そういえばベルガってどこなの？」

　国名、という認にん識しきだけで話を聞いていたライラに、マルジャーナが丁てい寧ねいに教えてくれた。

「ベルガはシルワンを領地とする北西の王国ですわ。水と緑豊かな美しい国で、ホスロー王という寛かん容よう名高い帝王が治めていらっしゃいます。橄かん欖らんの木が多く、乳にゆう香こうが交易のほぼ全てを占しめるという大国ですわ」

　乳香とは橄欖の木から取れる樹じゆ液えきを固めた香料だ。非常に高価で主に黄おう金ごんと取引される。その産地というからには、かなり財力のある王国なのだろう。

　躊ちゆう躇ちよするライラとファリドだが、マルジャーナはなんてことのない顔で勧すすめた。

「都みやこの住人などすぐに帝王様のところに訴うつたえに参りますわよ？　横おう暴ぼうな太守に困っているとか、お隣となりの家との喧けん嘩かに警備隊が動いてくれないとか。大きな問題から小さな問題まで、バスラムの教主様も時間を割さいて民と謁えつ見けんされておりましたわ」

「でも、そんな訴えをして教主様はお怒りにならないの？」

「民の声を面めん倒どうに思う王は王ではありませんもの。ベルガの帝王様もきっとお話を聞いてくださいます。その、シルワンの太守と一緒にいた男についても調べてくださいますわ」

「…………」

　そこまで自信を持って言われると、お願いしても大丈夫かなという気になってくる。

「それにベルガはエルサムと同じく、大祭イードごとに教主様への拝はい謁えつを義ぎ務むづけられている国です。私も帝王様や太子様にお言葉を頂いたことがありますし、邪じや険けんにされることはないと思いますわ」

「マルジャーナさんは王子様や帝王様と知り合いなの？」

　目を丸くしてつぶやくファリドに、ライラも大いに同意したくなった。一緒に暮らしていると忘れがちだが、改めて世界の違いを感じてしまう。

「じゃあ、お願いします！　僕をベルガの王様に会わせてください！」

　ファリドが勢いよく頭を下げ、マルジャーナは笑顔で請うけ負おった。

「承しよう知ちいたしましたわ、ではベルガに参りましょう。ライラ、あなたもご一緒に」

「え？　私もいいの？」

　一人で留守番かと寂さびしく感じていたライラが驚くと、マルジャーナは苦く笑しようした。

「駱らく駝だで行くとお思いでしたの？」

「あ！」

　ここが果ての砂漠のど真ん中だと失念していた。いくら月の丘を出れば砂漠の入り口に行けるとはいえ、女子供ではシルワンの町に辿り着くのも一苦労だ。

「往いきはダハナシュの魔術で送って頂くとしても、ライラが一緒でないと私とファリドはこの宮殿に戻れませんわ。それに魔術師のあなたがいてくださった方が私も安心できますし」

「本当？　嬉しい！　綺麗な国みたいだし、行けるなんてとっても楽し」

「いいんですか～、ライラ様」

「きゃっ！」

　地の底から響くような低い声にぎょっとして振り返れば、姿を消したはずのダハナシュが片かた隅すみの水みず甕がめの中から顔を突き出していた。

「ザイン様に、なるべく宮殿から出ないようにって言われてましたよね～」

「そ、それは……！」

　名を出され、ライラは露ろ骨こつにうろたえてしまった。

　ザインとはエルサムの王子シャールカーンの従者であり、ジャスミンを救うために一緒に旅をした男性だ。

　誰もが認める希き代たいの剣士であり、見目良し、体格良し、性格は優しく穏おだやか、冷静で終始笑顔で荒ぶることなし──…………という、表向きには完かん璧ぺきな男である。

　付き合いが浅いためまだザインの全ぜん貌ぼうが摑つかめていないのだが、そんな彼はライラにとって特別な男性だった。

　どう特別かと言えば、簡単に言えば、求きゆう婚こんされている。

　そして、まだ返事をしていない。

　ライラが結婚を考えられるようになるまで待つ、と言ってくれた彼に甘え、返事を待ってもらっているのだ。

　なぜ返事を引ひき延のばしているのかといえば、実は自分でも上手く説明ができない。

（嫌きらい、じゃないわ）

　それは絶対だ。優しくて頼たよりになって、素敵な人だなと思うこともたくさんある。

　────ただ。

（おんなじぐらい怖こわいのよ────!!）

　ライラは旅の初めからこれまでの生活を思い出し、頭を抱えて呻うめきたくなった。

　とにかく、求婚以降繰くり出だされる無言の圧力がすごい。おそらく次に「返事をください」と言葉にして迫せまられたら、自分は逃げられないだろう。「はい」以外を口にできる気がしない。

　彼の主であるシャールカーンからは「己おのれを強く持て！　嫌いやなら嫌とはっきり言うんだ！　あいつは怒らない！」と激げき励れいされているが、その後に「ただし、あきらめもしないから気をつけろ！」と注意まで受けている。じゃあどのみち逃げられないんじゃないかと言いたいが、シャールカーンを責せめるのは可か哀わい想そうで自分一人の心にしまっていた。

（嫌いじゃない、嫌いじゃないのよ……！）

　決してそうではないのだが、説明できない怖さが如何いかんともしがたく、のらりくらりと二人きりになるのを避さけている状態だった。

　──何があるか分からないですから、なるべくこの宮殿から出ないでくださいね？

　バスラムへ発たつ前に笑顔で言われた言葉を思い返し、ライラは唸うなる。

　ザインの言うことももっともだが、できるなら、危険も顧かえりみず果ての砂漠へ入ってきたファリドを助けてあげたい。

（それに、まだ帰ってくるはずないわよね……？）

　ジャスミン達四人がバスラムへ旅立ってまだ三日ほどだ。いくらなんでもそんなに早く話し合いが終わるはずがない。

「その、ザインも用事があるときまで出ちゃいけないって言ったわけじゃないと思うの。ファリドが帝王様とお話しすることができたら、すぐに帰ってくるわ。マルジャーナも一緒だし、ベルガで戦いくさなんて起こってないわよね？」

「もちろんですわ。数年前は一都市で副ふく王おう様に対する小さな反はん乱らんがありましたが、それも太子様が無事に治められましたし。最近は特に何も」

　ならば心配することもないだろう。すぐに帰ってくれば大丈夫だ。

　心配そうなダハナシュの視線を振りきり、ライラは顔を上げた。

「決めたわ。泉せん水すい盤ばんの部屋へ行きましょう」

　ファリドに少し待ってもらい、ライラとマルジャーナは簡単に外出の支し度たくを整える。

　宮殿へはすぐに戻るつもりなので、わずかな銀貨だけを長衣の隠しに入れ、日ひ除よけの大面衣イザールを手に取った。

　連れだって居間を出れば波は紋もんを描く白しろ大だい理り石せきの廊ろう下かが続き、その突き当たりには一つの広間がある。まるで屋外のように緑に溢れ、鳥達のさえずりや羽ばたきが聞こえる不思議な部屋だ。

　木々に囲まれた広間の中央には大きな銀の高たか杯つきがあり、溢れた水が水晶のような飛沫しぶきを上げて流れ落ちている。

　絶え間なく湧き出るそれは、魔術の力に満ちた水だった。

　精霊や力を持つ魔術師なら目の代わりとして景色を見たり、この泉からあらゆる場所へ人を送ることができる。また外の川や湖、果ては桶おけや杯など、少しの水があればこの部屋へ人を戻すこともできるのだ。

　三人は床を流れるせせらぎに足を入れ、固く手を繫つなぐ。

「それじゃあ、ダハナシュ。ベルガ王国へ私達を送ってくれる？」

「もう、ザイン様に叱しかられても知りませんよ～？」

「本当にすぐ帰ってくるわ。もしも誰か帰ってきたら事情を話しておいて」

　誰も帰ってこないとは思うが。マルジャーナともうなずき合うライラに、ダハナシュはため息をつきながらも両手を組んでくれた。

「唯ゆい一いつ無む二にたるカドル神よ。水の力持ち、汝なんじの信しん徒とをベルガへ送り賜たまえ──」

　お気をつけていってらっしゃいませ～、というのんきな声と共に辺りの景色が薄うすれる。

　ふわりと浮き上がる感覚の後、世界が白の光に染まり、急激に強い力で引きずられていった。
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　三人は握にぎり合った手を離さないよう、一点の光に向かってぐんぐん進んでいく。




「わぁっ!!」




　視界の全てが光に覆われた途端男の叫さけびが聞こえ、眩まぶしい世界から吐はき出された三人は次々と硬かたい地面に放り出された。

　何度も瞬きをしてやっと目を開けば、足元には金属の細い水差しが音を立てて転がり、隣で商人らしき男がぎょっと身を竦すくませている。

　辺りには天てん幕まくを張った店が立ち並び、大勢の商人達が目を真ん丸にして三人を凝ぎよう視ししていた。

「な、なんだっ、お前らは！　魔術師か!?」

「ごめんなさい、失礼しましたっ！」

　どうやらこの商人が売る水差しから飛び出してしまったらしい。三人は転がった水差しを立てなおすと、頭を下げて脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

　細い市場スークの路地を抜け、人が行き交かう大通りまで一気に走る。

「び、びっくりしたわ。なにも水差しから出さなくても」

　やっと一息ついたライラが魔神の選せん択たくに嘆なげくと、同じく汗を拭ぬぐったファリドが言い添そえた。

「でも古井戸や厠かわやよりましだよ？」

「……魔神と言えば古井戸か厠ですものね」

　定番の棲すみ処かであるが、そこから出されるのは確かに遠えん慮りよしたい。

　一人息の切れていないマルジャーナは辺りを見渡すと、小高い丘に建つ宮殿を指した。

「ここは宮殿から近い市場のようですわ。参りましょう」

　四本の尖せん塔とうを擁ようした円まる屋や根ねの宮殿は、一帯が鮮あざやかな緑の木々に囲まれている。

　ライラ達が出た通りは目抜き通りのようで、大勢の人や店が軒のきを連ねていた。通りを見れば国の豊かさが分かるものだが、ベルガは活かつ気きと物に溢れている。

　どの家にも新しん鮮せんな水を湛たたえた甕かめが置かれ、道行く人々の服装は清せい潔けつ感かんがあり、色とりどりで華はなやかだ。

　治ち安あんがいいとは言えないシルワンで育ったファリドは、素直に感かん嘆たんの声を上げた。

「とっても綺麗な国だね。シルワンと全然違う」

「本当ね。私もいくつか町を巡ったけど、こんなに水や緑が豊かな国は初めてだわ」

　ライラもジャスミンを救う旅で知らない町や物をたくさん見ることができたが、まだまだ世界は広いと思う。

　迷うことなくベルガ宮殿へ向かい、マルジャーナは突とつ飛ぴな行動をとらないファリドとライラにしみじみとつぶやいた。

「初めて来た町ですのに、姫様と月の丘の宮殿を歩くよりも楽ですわ……」

「ふふ、ジャスミン姫は珍しい物が大好きですものね」

　同感のライラはくすくす笑った。

　魔神の城は財宝の山である──。そんなお伽とぎ噺ばなしや伝承は無数にあるが、月の丘で暮らすようになったライラは、その言葉が噓うそや誇こ張ちようでないことを知った。

　宮殿で開く扉の中は金銀財宝どころか、見たこともない動物が暮らす深い森、宝玉を実らせる木々が並ぶ輝く水辺、白銀の鋭えい鋒ほうを見せる険しい山々へと繫がっているのだ。

　ライラなどは怖おそろしくて足が踏ふみ出せないが、好奇心旺おう盛せいなジャスミンは喜んで飛び出して行ってしまう。何度も行方不明になりかけ、現在はシャールカーンによって「ジャスミン一人歩き禁きん止し令れい」が発はつ布ぷされているほどだ。

（いったいあの宮殿の財産ってどれぐらいあるのかしら）

　とても数えられないし数える気も起こらないが、主のルーダイナにも不明だという。

　ルーダイナからは好きなように使っていいと言われ、宮に迎えられた旅人などは例外なく何かを持ち去っていく。それでもルーダイナは「土産みやげのようなものだ」と笑い、一向に頓とん着ちやくしないのだ。気前がいいというよりは、旅人に持ち去られるぐらいなんとも思っていないのだろう。

（私も、もっとジャスミン姫を見習って探検してみてもいいかもしれないわ）

　なんとなく楽しい気持ちで細い路地を曲がったときだった。

「もし、お嬢様方」

　背はい後ごからしわがれた声が聞こえた。

　振り返った三人の前に立っていたのは、麻あさ布ぬので繫がれた驢ろ馬ばを曳ひいた老ろう婆ばだ。

　老婆はライラのような庶民が被かぶる大面衣イザールで全身を包み、恭うやうやしく三人を順じゆん繰ぐりに見つめる。

「お嬢様方の上に平安がありますように。先ほど水差しの中から現れるのをお見かけいたしました。もしや魔術師様でいらっしゃいますか？」

　マルジャーナとライラが顔を見合わせたのを見て、老婆は曳いていた驢馬を涙ながらに差し出した。

「お願いいたします、これを……、これを……」

　うなだれた驢馬を一目見るなり、ライラはあっ！　と声を上げた。

　老婆の説明を受けるまでもなく正体が分かったのだ。

「人間だわ……！」

　確かな魔術の波は動どうを感じる。この驢馬は元は人間であり、何かの力で姿を変えられているのだ。

　ライラが言い当てたことに老婆は息を吞むほど驚き、次ついで縋るように路地に平へい伏ふくした。

「これは私の弟で、悪霊シヤイターンに驢馬にされてしもうたのです。どうか、どうか魔術師様のお力で元の姿に戻して頂けませぬか」

　老婆の涙が乾いた砂の上に落ち、ライラは慌ててしわ深い手を取った。

「悪霊とはどのようなものですか？　私にできるかどうか……」

「お待ちになって、ライラ」

　老婆とライラの会話を止めたのはマルジャーナだった。

　マルジャーナはその美び貌ぼうに怪け訝げんそうな色を浮かべ、老婆の側に膝ひざをつく。

「奥様。あなた様の弟君は本当に悪霊に姿を変えられたのですか？　このベルガの魔術師様にはもう訴えられましたか？」

「ええ、ええ、もちろんですよ。優秀な魔術師の揃うこの国ですが、どなたも……あのイブン・スィーナー様でも戻せないと仰られましたから……。こうして初めて見る魔術師の方にお声を掛けさせて頂いたのですよ」

　老婆は落ちくぼんだ目に涙をため、嗚お咽えつに声を詰つまらせる。

（……イブン・スィーナー……？）

　聞いたことのない名にライラは首を傾げたが、マルジャーナは知っている人物らしく押し黙る。

　長い沈ちん黙もくの後、途と惑まどいを隠せないままにライラを振り返った。

「……ならば、ライラにしかできないのかもしれませんわ」

「分かったわ。とりあえず一度やってみる」

　相手がどのような悪霊かは分からない。力ある魔女神ジンニーアの呪のろいを解といたこともあるライラだが、悪霊がそれ以上の存在ならば敵かなわないだろう。

「ではお嬢様方、こちらへ」

　老女はひたすらに神に祈りながら、人ひと気けのない狭せまい袋ふくろ小こう路じへとライラ達を招く。

　ライラは驢馬の前に立ち、深く深呼吸した。驢馬をひたと見つめ、一点を狙うように言葉を紡つむぐ。

「唯一神カドルの名において。今の形を出いでて、汝の最初の姿に還かえれ！」

　詠えい唱しようが終わると同時に、驢馬の全身が光に包まれ、解けていく。

（あら？）

　大いに気き負おっていたが、一度で成功してしまったらしい。

　拍ひよう子し抜けしつつ安あん堵どしたライラの目の前に、尻しり餅もちをついた中年男性が現れた。

　年は四十代後半か、汚れた頭巾を巻いた、濃こい髭ひげ面づらで異様に目つきの鋭するどい男だ。

　男は人の姿へ戻った自身の身体を見下ろし、愕がく然ぜんと声を震ふるわせる。

「本当に解いた……ってのか……!?」

「はい。よかったです、ちゃんと」

　解けて、と続けようとしたそのとき──。

「ほら早く捕つかまえな!!　その青い服の娘が魔術師だ！　口を塞ふさぐんだよ!!」

　老婆の大だい音おん声じようが響ひびいた。

（え？）

　指令が飛ぶやいなや、辺りの民家の露ろ台だいから次々と刀を持った男達が飛び降りてくる。

「麻バ酔ン薬ジを持ってくるんだ！　魔術を使わせちゃいけないよ！」

　先ほどまで弱々しく涙していたとは思えない。老婆は声を張り上げ、勇いさましく手を振りまわして次々と現れる男達に指示を飛ばす。

　突然のことにぽかんとしたライラだったが、驢馬だった男に口を塞がれやっと危機であることを悟さとった。がむしゃらにもがき、男を振り払う。

「ライラ！」

　素早く腰元の細剣を鞘さや走ばしらせ、マルジャーナはライラを拘こう束そくする男に斬きりかかる。

「ライラお姉ちゃんっ!!」

　だが敵の数は圧あつ倒とう的てきに多い。マルジャーナは囲み込まれ、腕を取られたライラを助けようとしてファリドが男に摑みかかる。

「ファリド！」

　しかし簡単に払いのけられ、ファリドは戸口に置かれた水甕と一緒に転がった。

（水──！）

　認識すると同時に、ライラは口を塞ぐ男の指を渾こん身しんの力で嚙かんだ。悲鳴が上がり、ほんの一瞬自由になった口で一気に叫ぶ。

「唯一無二たるカドル神よ！　水の力持ち、汝の信徒を月の丘へ送り賜え！」

　お姉ちゃんっ、という声と同時に、ライラの背中越しに太い腕が回る。口に何かの塊かたまりを放り込まれ、ライラはぐらりと視界が傾かたむくのを感じた。

（麻バ酔ン薬ジ──!?）

　急速に薄れていく意識の中で、目を見開き何かを叫ぶファリドの姿が消えていく。姿を消したファリドに騒さわぐ男達の声が聞こえたが、ライラにはもう何と言っているかも分からない。必死で意識を繫ぎとめようとするが手足から力が抜け、視界が暗くなっていく。

（駄だ目めよ、駄目よまだ……！）

　まだ、マルジャーナを逃がしていない────！

　呪じゆ文もんを唱となえようと懸けん命めいにもがいたが、すでに手も口も何も動かなかった。

　抗あらがいがたい力に引きずられるように、ライラは地面に倒れ込んだ。




「ライラ！」

　崩れ落ちたライラに駆け寄ろうとするが、マルジャーナはハッと足を止めた。

　ライラの左胸に短剣が押し当てられたからだ。

　驢馬だった男と老婆は油断なくマルジャーナを見つめ、動向を窺うかがっている。

「──！」

　剣を構えたまま、マルジャーナはとっさに思考を巡らせた。

　要求通り抵てい抗こうを止めるべきか。だが、老婆達の狙いは明らかにライラだ。それならば殺すはずはないと信じ、多少の傷きずは覚かく悟ごでライラを救い出すべきか────！

　時間にすれば数秒。だが対たい峙じする二者にとっては長い沈黙が過ぎ、やがてマルジャーナは唇くちびるを嚙んで剣を握る手を下ろした。

（いいえ、ライラが死んでしまってからでは遅おそい──！）

　絶対的な保ほ証しようもなく彼女の命を懸かけることはできない。より確実にライラが助かる道を選ぶべきだろう。

　苦く渋じゆうの決断を下くだし足を止めたマルジャーナを、すかさず五人の男が取り囲み腕を縛しばり上げていく。

　両手を戒いましめられ、マルジャーナはまだライラから短剣を離さない驢馬の男を睨にらみつけた。

（いったい何が目的だというの……!?）

　露台から飛び降りてきたのは十人ほどの男だ。どこから狙っていたのか、最初からライラを捕らえるために囲んでいたとしか思えない。

　マルジャーナの動きを封ふうじたことを確認し、男はやっとライラの胸から短剣を引いた。

「なんだい、ちょいとでも動くなら本当に刺さしてやろうと思ったのに。慎しん重ちような娘だな」

「どうやらこの青い服の娘はすごい魔術師のようだね。私も長く生きてきたが、あの男と同じ力を持つなんて初めて見たよ」

　老婆がヒヒッと甲かん高だかく不ふ快かいな笑い声を上げ、ライラの長衣に手を掛ける。

「おやめなさい！　その方に触れるのは許しませんわ！」

　渾身の力でもがき叫んだが、老婆は面おも白しろそうにマルジャーナを見ただけで手は止めなかった。他の男が暴れるマルジャーナに猿さる轡ぐつわをかませ、老婆はその間にライラの服を脱がせていく。

「そうは見えないが、この魔術師はどこぞの姫君なのかい？　もっと魔術を使えばいいのに、荒あら事ごとにはとんと慣れていないようだ。なんとまあ、育ちに見合わぬ力を授さずけられたものだね」

　驢馬だった男は無む造ぞう作さに肌着と下した穿ばきだけになったライラを麻袋に詰め、肩に担かつぎ上げた。

「よし、シルワンで落ち合う約束だ。すぐに向かうぞ」

「ヒヒッ、これは儲もうかる娘が手に入ったよ」

「頭とう領りよう、こっちの女はどうする？」

　マルジャーナを拘束した男が、去ろうとする男と老婆を呼び止める。

　驢馬の男はこの一味の頭領だったらしく、振り返り目を眇すがめた。マルジャーナの艶あでやかで女性的な肢体を眺め、うっそうと笑みを浮かべる。

「……殺してもいいが、稼かせげそうだな」

「確かにえらい美人だよ、こっちの娘は」

　老婆もマルジャーナを舐なめるように見つめ、黄色い歯を見せてにやりと笑った。

「ちょうどベルガの奴隷市の真っ最中だ。そこで売っ払ってきな。年はいってるが、これだけの上玉ならそこそこ稼げるかもしれん」
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　澄んだ音を立てて飛沫が上がり、盤ばん上じようでさえずっていた小鳥達が一いつ斉せいに飛び立つ。

　先ほどまで確かに無人だったはずの空間に、一瞬にして一人の青年が姿を現した。

　金きん糸しを織おり交まぜた絹きぬの外套や、頭に巻かれた純じゆん白ぱくのターバン。金きん襴らんの帯や身を飾る宝石だけでなく、柔にゆう和わで穏やかな風ふ情ぜいそのものが彼が貴族であることを示している。

　涼すずやかな茶色の瞳で足元を見下ろし、青年は流れる清水から絹の靴くつを履はいた足を抜いた。

「……便利なものだな」

　到とう着ちやくした地点は間違いなく、彼が暮らす果ての砂漠の月の丘。宮殿の泉水盤の部屋だ。

　短い茶色の髪や精せい悍かんな頰ほおにかかった飛沫を手で払い、宮殿の住人──ザイン・エル・カマラルザマンは花咲き乱れる不思議な部屋を出た。

　回かい廊ろうから西の空を見上げれば、太陽はバスラムを出発したときから寸すん分ぶんも角度を変えていない。本当に一呼吸で移動したのだ。

　とてつもなく便利な魔術だが、もちろん使える人物は限られている。ルーダイナは主であるジャスミンの命令さえあれば無条件に、水の魔神ダハナシュは水さえあればどこでも自由に、優秀な魔術師であるライラは、見知った場所で水があればこの部屋とのみ空間を繫ぐことができる。

（ライラ……寂しがっているんじゃないだろうか）

　誰かに置いていかれるとしゅんとしてしまう恋人──……いや、妻になることは絶対確かく定てい、待ちはするが異い論ろんは認めない少女の姿を求め、ザインは六人が集まることの多い居間に入った。

「ライラ、ただいま戻りましたよ」

　こんなに早くに帰って、さぞかし驚くだろう。シャールカーンの護ご衛えいにはルーダイナの妖霊ジヤンが多数いるため、教主に挨あい拶さつだけして先に帰らせてもらったのだ。

　いつもライラにべったりのジャスミンがいないのだから、存分に楽しませてもらおう。

　そう思って機き嫌げんよく声を掛けたのに、返事がない。

「ライラ？」

　一通り辺りを見渡し探してみたが、どこも無人だ。人の気配が全くと言っていいほどない。ライラが自室として使っている部屋も訪ねてみたが、姿はなかった。

　ザインは無言で考え込んだ。

（どこへ行った？）

　すぐに帰ってくるつもりなのか、火は消してあるが台所の菓子が置きっぱなしだ。焦げているところを見れば、作っていたのはマルジャーナらしい。

　もう一度居間に戻り、ザインはふとあることに気づいた。

　長椅子の側に硝子の杯と水差しが置かれ、辺りに砂漠の砂が零れている。

（……客が来ていたのか？）

　妙みように嫌な予感がして、眉をひそめたとき。

「ダハナ────シュ────ッ!!　どこ──────っ!?」

　この宮殿で聞こえるはずもない子供の声に、ザインは驚いて顔を上げた。子供の声はどんどん近づき、走る足音も聞こえてくる。

　そうこうするうちに、居間に一人の少年が駆け込んできた。

「ダハナシュ！」

　飛び込んできたのは全く見覚えのない少年だった。広い宮殿内を走り回っていたのか息が荒く、汗だくで涙まで流している。

　少年も見知らぬ大人に怯ひるんだようで、びくりと身体を震わせ硬こう直ちよくした。

　十歳ほどの、鳶色の瞳をした賢かしこそうな子供だ。

（妖霊……ではないな。これが客か？）

　腰元の半はん月げつ刀とうに手を掛けつつ、ザインは穏やかに首を傾げた。

「あなたは誰ですか？　この宮殿へはどうやって？」

「あ、あの！　僕はファリドといって、魔神の王様に会いに果ての砂漠を渡って来たんです。それで、あの、ずっとダハナシュを捜してるんですけど、全然見つからなくて！」

「常にこの宮にいるわけじゃありませんからね。どこかで寝ているんでしょう。残念ながらこちらから呼び出す手段は彼の主にしか──」

　ない、と言いかけザインは言葉を止めた。

　夕方になって目が覚めたのか、窓の外にのんびりと空を漂ただようダハナシュが見えたからだ。

（よかった。子供に泣かれては面倒だ）

　ザインがほっとして手招きすれば、ダハナシュは空中でぎょっと飛び上がり、あたふたとこちらへやって来た。

「ひいいっっ、ザイン様！　どどど、どうしてこんなに早くお帰りに!?」

「どうしてって、バスラムに私がいる必要は……」

「大変だよ、ダハナシュ！　ライラお姉ちゃんとマルジャーナさんが捕まった！」

（え？）

　割り込んできた声に、ザインとダハナシュは同時にファリドを振り返った。ファリドは懸命にダハナシュを見上げる。

「ライラお姉ちゃんが驢馬にされた人を元の姿に戻したら、仲間のお婆ばあさんや刀を持った人達が出てきてお姉ちゃんを……！」

「どういうことですか!?　詳くわしく言いなさい！」

　あまりの衝しよう撃げきにザインは血けつ相そうを変え、詳しく言っている最中の少年に詰め寄った。

　胸ぐらを摑む勢いで迫れば、少年は息を吞みながら後ずさる。

「す、すみません、僕が見ていたのはそこまでなんです！　僕達はベルガに行っていて」

「ベルガだと!?」

　なぜそんなところに、何をしになど考えている暇ひまはない。

　ザインはダハナシュの腰こし帯おびとファリドの腕を引っ摑み、泉水盤の部屋へ踵きびすを返した。

「説明は行きながら聞きます！　ダハナシュ、ベルガへ行くぞ！」

　太陽は、すでに砂漠の彼方かなたに傾きかけていた。
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　ファリドが月つきの丘おかでザインに詰つめ寄られる、それよりも随ずい分ぶんと前──。

　ベルガの中央広場では、月に一度の大きな奴ど隷れい市いちが開かれていた。

　威い勢せいのいい競きよう売ばいの掛かけ声ごえが響ひびき、あちこちで奴隷を囲む円えん陣じんができている。

　あの後すぐさま奴隷市に引っ立てられたマルジャーナは分ぶ厚あつい面紗ヴエールを被かぶせられ、下したっ端ぱの奴隷商人に連れられ市場に入っていた。

　縛いましめは奴隷市に入った時点で解とかれていたが、逃げ出すわけにはいかない。逃げた奴隷は懲ちよう罰ばつを受け、袋ふくろ叩だたきの末、運が悪ければ殺される。

（ライラ……！）

　心を占しめるのは大切な友人の安あん否ぴだけだ。

　自分のことはかまわない。どこの誰に売られようが、上う手まく切り抜ける自信はある。

　だが意識のないまま連れ去られたライラは違う。

（ファリドに託たくすしかありませんわ……！）

　月の丘に戻ったであろう彼に指示を出す余裕もなかった。ダハナシュを呼び出し、ライラがどんな目に遭あったかを話し救いにきてもらうことが最良だが、十歳の少年がどこまで理解して動いてくれるか。まだ子供であることを考えれば、泣いて隠かくれられてしまうかもしれない。

　下へ手たな期待は禁きん物もつだ。助けは来ないと仮定して動かなければ──。

「お！　ベルガ宮きゆう殿でんの後宮商人が来てるぞ。いいなぁ、あのお方に売れりゃあ金貨一万枚はくだらないだろう」

　マルジャーナを連れて歩く奴隷商の足が止まる。

（ベルガの後宮商人？）

　被せられた分厚い面紗の中でマルジャーナは顔を上げた。

　奴隷商の眺ながめる方を見れば、品のいい老ろう爺やが奴隷娘むすめを連れた商人に囲まれている。

　通常この手の競売は円形の台に奴隷が乗せられ始まるものだが、どうやら後宮商人を奴隷達が取り囲むという逆の構図になっているようだ。どの商人も買ってもらおうと必死に娘達の面紗を取り、服を脱がせて見せる者までいる。

「なんかうんざりした顔をしてるな。若い娘が気に入らないのか？」

　興味深そうに背伸びして円陣の中を覗のぞく男に、マルジャーナは即そく座ざに叫んだ。

「早く！　あの方に私を売りなさい！」

「なんだって!?　お前、自分の年ねん齢れいが分かってるのか？」

　確かに二は十た歳ちの娘などよい値はつかない。奴隷で一番高く売れるのは十四歳で、十七を過ぎれば売り値は桁けた違ちがいに落ちる。

　だがそんなことは承しよう知ちの上うえだ。

（買ってもらえれば運がいい、一か八ばちかでも動かなければ！）

　機会をぼんやり見送るのは一番やってはいけないことだ。マルジャーナは柳りゆう眉びを逆立て詰め寄った。

「いいからお売りなさい！　十五歳でもなんでもごまかせばいいでしょう！」

「十五は図ずう々ずうしいぞ！」

「儲もうけたくないのですか!?　損そんはさせませんわ！」

　奴隷商はしばらく息を吞のんでマルジャーナを見つめていたが、やがて、その美び貌ぼうにうなずいた。

「よ、よし！　十七歳だ！」

　奴隷商は群むらがる商人や奴隷達を押しのけ、やや強引に円の中心に入り込んでいく。

　仲なか買がい人にんと話をする後宮商人のもとまで行くと、恭うやうやしく身を屈かがめた。

「お大だい尽じん様！　若い娘がお気に召めしませんなら、私の連れている乙女おとめはいかがでしょうか？　十七歳と少し年はいっておりますが、美人で気立てもよく、また礼れい儀ぎもわきまえた娘でございます」

　手を擦すり合わせ卑ひ屈くつなほどへりくだった態度だが、少々ご機き嫌げん斜ななめだった後宮商人はそれぐらいがちょうどよかったらしい。

　ちゃんと目を向けてくれた老爺へ、進み出たマルジャーナはこれ以上ないほど優ゆう雅がに膝ひざを折り身を屈めた。

「栄さかえ満みてる大商人様、どうぞあなた様にカドル神の祝福がございますように。あなた様とお近づきになれた幸福な奴隷が、平安とご長ちよう寿じゆをお祈り申し上げます」

　通常、マルジャーナのような身長の高い娘によい値はつかない。だが、後宮商人は美しい仕し草ぐさと声に興味を惹ひかれたらしい。

「ふむ。顔を見てもよいか？」

　上手く商人の気を引いたマルジャーナに、周りを取り囲んでいた娘達が肩をそびやかす。鼻はな白じろみ、どの程度のご面めん相そうか見てやろうという雰ふん囲い気きに包まれる。

（負けられませんわ──！）

　十四、五の煌きらびやかな娘達を前に、マルジャーナは深呼吸した。奴隷商の男がやや緊きん張ちよう気ぎ味みに命めいじる。

「さあ、面紗を取って後宮商人様にご挨あい拶さつ申し上げろ」

「はい、ご主人様」

　マルジャーナは指先で面紗を上げ、遠えん慮りよ深ぶかく琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを覗かせた。

　途と端たんに後宮商人が大きく目を見開き、娘達とその売うり主ぬしに動どう揺ようの色が走る。

　闘とう争そう心しんを表に出さぬよう、マルジャーナは華はなやかに微笑ほほえみさっと面紗を取り去った。

「おお──！」

　周囲が大きくどよめく。

　感かん嘆たんの声に、第一関かん門もんを突とつ破ぱしたことを悟さとったマルジャーナは恭しく頭こうべを垂たれた。

　辺りをざわめきが包み、何事かと他の売買をしていた者まで寄り集まってくる。

　騒そう然ぜんとした空気の中、しばしマルジャーナの美貌に見み惚とれていた後宮商人は我われに返りうなずいた。

「なるほど、容よう姿しは申し分ない。そなたは何か得意とするものはあるのか？　経きよう典てんについての知識は？　文字を書くことはできるのか？」

「当然の嗜たしなみとして、心得ておりますわ。わたくしは六種の基本的な書体を全て修め、信しん徒との掟おきて、歴史、詩学、伝でん承しように通じ、経典の章、節に至いたるまで全て諳そらんじることができます。また、琵琶ウーデイと長竪琴シタールを奏そうし、舞と歌の技にも通じております」

「ほう……」

　ここまでできすぎると逆に怪あやしいのか、後宮商人は試すような顔つきになった。

「もしそれが本当ならば素晴らしいことだ。では娘よ、経典の中で種しゆ々じゆの誓ちかいに用いられる章は？　またそのときに用いる指は？」

「章は全ての始まり、『開かい闢びやく』の章。また、立てられる指は〝証あかしの指〟、すなわち人差し指でございます」

「護ご符ふとして使われるのは？」

「最終章『心』またその前の『曙あけぼの』の章」

「では、人の歩む道を記した章は？」

「『死』の章でございます。〝奢おごれる者よ、笑うなかれ。巨きよ富ふ、栄光も死を打ち破らざることはなし！　王も貧ひん者じやも等しく進むは墓はかへの道〟。死を避さけうる御おん方かたはただお一人、至し高こう全ぜん能のうのカドル神のみにございます！」

　流れるように答え慎つつましく口をつぐめば、後宮商人は思わずというように手を打った。

「素晴らしい！　どうやら言っていることは噓うそではないらしいな。そなたほど色と才が揃そろっていれば、教主カリーフア様の後宮でも見み劣おとりはせぬだろう！」

　まさかそこにいましたとは言えず、マルジャーナは上機嫌の商人に淑しとやかに微笑む。

「こうなれば歌舞の腕もさぞかし見事なものだろうが」

　商人が言うが早いか、口を挟はさむことができず見守っていた娘達が我先にと声を上げた。

「お大尽様、歌ならばわたくしの方が！」

「いいえ、私は舞を！」

　あっという間に技ぎ量りようを競う娘達が入いり乱みだれたが、マルジャーナは少しも慌あわてることなく、野や次じ馬うまに集まった大おお勢ぜいの人々に美しい声を張り上げた。

「どなた様か、琵琶をお貸しくださいませんか？」

　側にいた商人が売り物の琵琶を差し出してくれ、受け取ったマルジャーナは地べたに腰を下ろした。優しく琵琶を抱かかえ込み、撥ばちを軽く弦げんに当てる。

　一音鳴らした瞬間、てんでばらばらに歌い踊っていた娘達が動きを止めた。

　マルジャーナは息を吸すい込むと、喉のどを震ふるわせ明るい声で歌い出す。




　　美しき乙女おとめらの、舞にて放つ恋の矢は、何なん人ぴとたりと逃のがれ得えぬ！

　　恋に溺おぼれる者こそは、地じ獄ごくへ行くというけれど

　　なれば天には人はなし！




　美しい舞い手を称たたえる詩は、伸びやかな声に乗って市場中に広がっていく。

　気がつけば娘達はマルジャーナの演奏に律リズムを合わせ、いつしかそれはどんな者でも踊り出すような軽快な曲へと変わり、見る者からやんやと喝かつ采さいが沸わき起おこった。

　マルジャーナは続けて三曲ほど演奏し、やがて鳴り響く拍はく手しゆに礼をして琵琶を置く。

「素晴らしい腕前だ！」

　すっかり場をさらったマルジャーナに手を叩たたき、商人は興奮したように褒ほめ称たたえた。

「競い合って舞わず、伴ばん奏そうをするというその心ばえが気に入った。お前を買うとしよう。いくらだ？」

「ご、ご主人様の言い値でよろしゅうございます」

　冷や汗をかいて腰を折る奴隷商に、後宮商人は胡う乱ろんな目をした。

「これほどの娘を言い値とは。もしや半はん端ぱな値では売らぬつもりか？」

　奴隷商はどう値をつけていいか分からなかっただけなのだが、経験豊かな後宮商人は売り渋しぶっていると受け取ったらしい。しばし黙もつ考こうし、顔を上げた。

「では十万ディナール出そう」

「じゅうまんディナールッ!?」

「不満か？」

「と、とんでもない!!　お売りいたします!!」

　男が驚くのも無理はない。銀貨ドラクム十万枚でも高額だというのに、金貨デイナールならその価値は十倍に跳はね上あがるからだ。

　後宮商人は買ったという証に、マルジャーナの頭に自身の外がい套とうを被せる。

　法官カーデイが呼ばれ売買が無事終了し、マルジャーナはぐっと琥珀色の瞳を上げた。

（これで身の安全は確保できましたわ……！）

　あとはなんとかしてライラの行方ゆくえを摑つかみ、救い出すだけだ。

　マルジャーナを買った後宮商人は機嫌よく輿こしを用意する。

「まずは浴場ハンマームで身なりを整え、一週間ほど我が家でくつろぎなさい。一番美しいお前を帝王様に見て頂きたいからな」

「いいえ、ご主人様。わたくしなら疲れてはおりませんわ。それより、一刻も早く陛下の御ご前ぜんに上がりとうございます」

　冗じよう談だんではない、一週間も時間を取られてはかなわない。

　輿の帳とばりを開き、マルジャーナは隣を馬で行く商人にぐっと身を乗り出した。

「是ぜ非ひとも明日──、いいえ！　今夜中にも陛へい下かの御おん許もとに上がらせてくださいませ！」
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　シルワンという町は古こ今こん東とう西ざい、多様な人種が集まる。

　果はての砂さ漠ばくに一番近い大きな町のため、カフ山を目指す商人や冒険者が引きも切らずにやって来るのだ。冒険者の多くは欲よくが強く、腕に自信があり、自分ならカフ山に辿たどり着き魔神の城の財宝を持ち帰れると信じて疑わない。そんな人々が押しかけるのだから、自然と治ち安あんは悪くなる。

　市場スークにはただの強ごう奪だつ品ひんではなく、持っているだけで罪つみに問われそうな国宝級の品、明らかに上じよう﨟ろうと思われる奴隷、危険な魔術の掛かった不思議な品、果ては毒どくでも死体でも咎とがめられることなく売られている。一応商人組合の目は通されるが、よほどのことがない限り売買に文もん句くは出なかった。

　当然、商店も違い法ほうなものが続出する。

　シルワンの織おり物もの商店が軒のきを連ねる通りの隅すみで、若い織物商人が地べたに粗そ末まつな筵むしろを敷いて品物を並べていた。

　織物商街に店を出すなら、一月につき銀貨十枚を払わなければいけないがそんな金はない。店を構えることのできない商人としては、こうして片かた隅すみの地べたに座り、こっそりと妻が編んだ織物商品を広げるだけだ。

「ああ、いつかは落ち着いて店を構えたいものだ。銀貨どころか銅貨十枚も払えん。子供もまだ小さいというのに、なんか簡単に儲かる話でもないものかねぇ」

　働けど働けど楽にならない我が身をぼやけば、すぐに返事が来た。

「ではお前に稼かせがせてやろう。アル・ブーザの通りに住む貧まずしい織物商人よ」

　突然見知らぬ男に住まいを言い当てられ、織物商は驚おどろいて顔を上げた。

　店先には、一人の髭ひげ面づらの男が野や卑ひな笑みを見せながら立っている。その肩に担かつがれたのは、ぐったりとした黒髪の娘だ。

　死人を担いでいるのかと背せ筋すじが凍こおりついたが、どうやら死んではいないらしい。男は肩から乱らん暴ぼうに娘を落とし、荷物のように織物商の店先に転がした。

「お前さん、毎日無許可でここに店を出しているな。黙だまっててやるからこの娘をここで売っておくれ」

　屈み込み、身を乗り出してきた男と目を合わせ、織物商は全身から冷や汗が噴ふき出すのを感じた。

（やっちまった……！）

　こんな外れにこそこそ店を開いたばっかりに、とんでもない男に目をつけられてしまった。面つら構がまえを見れば分かる。

（こいつは奴隷商の婆ばばあ、ダリラの弟じゃないか……！）

　ベルガの警けい備び隊たいに捕つかまり驢馬に変えられたと聞いたのに、どうやらデマだったらしい。

　商人は心中の動揺を抑おさえ、なんてことのない顔で南を指した。

「旦だん那な、奴隷を売ると言ってもここは織物街ですよ。奴隷なら街区ハーラの南へどうぞ」

「奴隷市に紛まぎれちゃ困る品なんだよ。いいから聞け、簡単に儲かる素晴らしい話だ。今日、夜までにこの娘を千ディナールで買うお大尽様が現れる。そのお方に売ってほしいんだ」

「千ディナールだって!?」

　足元に転がされた娘を見て、商人は尻しりが浮くほど飛び上がった。

　娘の意識がないため確かなことは分からないが、確実に十五歳は過ぎているだろう。舞妓アルメツトのような薄うすい衣きぬをつけた、これといって特とく徴ちようのないおとなしそうな黒髪の娘だ。

「この普通の娘を金きん貨か千枚だって？　銀ぎん貨かでも銅どう貨かでもなく？」

「そう、ディナール金貨だ。俺はまた明日ここへ来るから、売上金はその時渡してくれればいい。お前には手て間ま賃ちんとして金貨百枚をやろう。どうだ、いい話だろう？」

　それが本当ならとんでもない話だ。百ディナールあれば妻も子も当面食うには困らないし、ちゃんと許可を取って店を構えることができる。

　唾つばを吞み込み目を見張った織物商に、男はゆっくりと口を開いて笑った。

「この娘を隠すことはない。店先に寝かせておけばいい。いいか？　物もの珍めずらしさに声を掛ける人間はいるだろうが、千ディナール以下では売らんというのだぞ」
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「はいはい、ベルガに着きましたよ～」

　古ふる井い戸どの底からベルガの路ろ地じへ飛び出すなり、ダハナシュはちゃんと足のある人間に姿を変えた。人に化けるのはお手の物、老若男女なんにでも自由に化けられるが、面めん倒どうなのか髭ひげもじゃのご面相はそのままだ。

（ライラ！）

「待ってザインお兄さん！　こっちだよ！」

　気ばかり焦あせってどことも知れず走り出そうとするザインの服を摑み、ファリドは自分達が最初に現れた場所へと案内する。

「この市場スークの奥に僕達は出てきたんです。お婆ばあさんはそれを見ていたんだと思います」

　そこは大きな市場の一角で、取引仲買所カイサーリヤの近くだった。

　ファリドは見覚えのある、水差しを売る男に駆かけ寄よった。

「おじさん！　僕のことを覚えていますか？　今日のお昼に水差しから出てきた魔ま術じゆつ師しです」

「ああっ、あの女二人と一緒にいた小こ坊ぼう主ずじゃねぇか！　水差し弁べん償しようしろ、弁償！　一個欠かけたぞ！」

「ごめんなさい、それは謝ります。ところでおじさん、ここで驢ろ馬ばを曳ひいたお婆さんがいませんでしたか？　僕達、そのお婆さんに後を追われていたみたいなんですけど」

「あー……ああー？　どうだったかなぁ」

　商人は明らかに思い当たるような顔をしたが、すぐにニヤニヤと笑い出す。

「なんか金でもありゃあ思い出すかもしれんけどなぁ」

　耳をほじくりながら「ほれ」と手を出され、ザインは無言で右手を振り下ろした。

「────ぃうッッ!!」

　ドスッという鈍にぶい衝しよう撃げき音おんが響き、腰かけていた男の開いた股また座ぐらに何かが突つき刺ささる。

　振り下ろしたザインの右手には、いつの間に帯から抜いたのか短剣が握にぎられていたのだ。

　木の床しよう几ぎが真っ二つに寸すん断だんされ崩れ落ちたが、男は衝しよう撃げきのあまり中ちゆう腰ごしで凍りついたままだ。空気椅い子す状態で硬こう直ちよくした商人を真上から見下ろし、ザインは水みな底そこから浮かび上がるような凄せい絶ぜつな笑みを見せた。

「この剣、刀とう身しんが金ダイ剛ヤモ石ンドなんですよ。水差しを壊こわしてしまったお詫わびにこちらを差し上げましょう。どうぞ存分にお受け取りください。なんでしたらもう一本……！」

「お、落ち着いて、お兄さんっ！」

「気ぃ短っ!!」

　ファリドとダハナシュの二人がかりで止められたが、ザインに本気の殺さつ意いを感じ取った商人は悲鳴を上げ、やっと床几がなくなっていることに気づいたらしい。地べたに尻しり餅もちをついてガタガタ震えだす。

「ダ、ダリラだよ！　ベルガやシルワンじゃ有名な小こ悪あく党とうで、奴隷商の一味の婆さんだ！　最近は魔術師を探していたから、水差しから出たのを見て狙ねらわれたんだ！」

「奴隷商だと!?」

　これ以上ないほど最悪の人じん選せんに、ザインのこめかみを汗が流れる。すぐさま水差し売りに詰め寄った。

「奴隷市場はどこですか？」

「ひいいっ、来るな、寄るなっ！」

「兄さん、今日の奴隷市はもう終わっているよ。普段は中央広場でしているけどね」

　怯おびえた水差し売りを見かねたのか、年老いた商人が代わりに声を掛けてきた。ファリドはザインを抑えつつ老商人に尋ねる。

「おじいさん、黒髪で青い服のお姉さんは売られていませんでしたか？」

「ううむ、ほとんど黒髪だったなあ」

　ザインは舌した打うちして唇くちびるを嚙かんだ。

（一人一人売られた奴隷の行方を捜さがすしかないのか!?）

「待ってってば、お兄さん！」

　走り出そうとしたザインの衣ころもを引っ張り、ファリドはもう一度老商人に問いかけた。

「その黒髪の奴隷はみんな意識がありましたか？」

「当然だろう。意識がない娘を買う奴やつぁいないよ。とんでもない美人なら別だがな」

「なんですって!?　ではライラが買われ！」

「てないです、絶対！」

　ファリドは速そつ攻こうで血迷ったザインの言葉を打ち切り、殺されないよう付け加える。

「ライラお姉ちゃんは美人じゃなくて可か愛わいい、だから。お兄さん、とりあえず落ち着いて聞いて。奴隷商人のお婆さんはライラお姉ちゃんに麻バ酔ン薬ジを飲ませようとしていました。もし僕がいなくなった後飲ませていたら、こんなに早く意識が戻るとは思えないんです」

「坊ぼつちゃん、賢かしこい！」

　ダハナシュが思わずというように手を打ち、鬼神のような形ぎよう相そうをしていたザインも我に返った。

　麻酔薬は象すら眠らせるほどの強力な薬だ。匂においを嗅かがされるだけでも一日、塊かたまりを飲めば二、三日は目が覚めない。

　そうでなくともライラは魔術師だ。意識があるなら、なんの抵てい抗こうもなく売りに出されるはずがない。

「次にベルガで奴隷が売られるのはもう来月だよ。シルワンなら毎日やってるがね」

　老商人が落ち着いた声でザインをなだめ、水差し商人も店の陰かげに隠れながらおどおどと顔を覗かせた。

「昼に捕まった娘が売られるならそっちじゃねぇか？　麻酔薬を使うんなら決まった買かい取とり人にんがいるのかも知れねぇが。まあ、どのみち今からシルワンに行っても着く頃には終わってるがな！」

　震えが治おさまったのか、最後の方はざまぁみろというような口く調ちようだ。

　商人二人と麻酔薬の話を聞き、ザインは無言で思考を巡めぐらせた。

　一般の奴隷商なら捕とらえた娘や子供などの商品はすぐ売りに出す。環境の悪い奴隷商の管理では商品の鮮せん度どが落ちるし、仲間が手を出してしまう可か能のう性せいもあるからだ。

　しかしファリドの話を聞く限り、相手は明らかにライラに狙いを定めている。

（確かに、奴隷市で売られるとは限らない）

　奴隷商に捕まったと聞いて市だと思い込んでいたが、もしかすると誰かの手にそのまま渡されるかもしれないのだ。

（冗談じゃないッ！）

　想像するだけで目の前が怒いかりで赤く染まり、ザインはすさまじい勢いきおいで顔を上げた。それだけで商人二人とファリドが震えあがり、さっと距きよ離りを空あける。

「先ほどは失礼いたしました。ありがとうございました、とにかくシルワンの奴隷市に行ってみます」

　怯える水差し売りの男と商人の手に銀貨を乗せ、ザインはファリドを振り返った。

「ファリド、あなたは念のためここに残って売られた奴隷を調べてください。日にち没ぼつにはダハナシュを迎むかえによこしますから、取引仲買所で待たせてもらいなさい」

「は、はい！」

「ダハナシュ、シルワンへ行きますよ！」

「魔ジ神ン使い荒いなぁ！　私の御主人様はルーダイナ様なんですよ～？」

　ぼやきを無視し、ザインはダハナシュの首根っこを摑んだ。




　ベルガからシルワンへは馬車を使えば半日、単たん騎きで駆ければ数すう刻こくの距離にある。

　その数刻の距離を水を渡るダハナシュの力でひとっ飛びし、シルワンの城門前に降りたザインは迷うことなく走り出した。

　奴隷商が昼にベルガを出発したとしても、これでなんとか追いついたはずだ。

（もしここで行方が摑つかめなければ、ルーダイナを頼たよるしかない……！）

　バスラムにいる三人にとっても大事な時期だが、ライラの無事には代えられない。

　月の丘で暮らし始めてから幾いく度どとなく訪れたシルワンの町を駆け、商人組合の館へ飛び込む。

「トゥーマ、トゥーマはいますか！」

　なりふりかまわず大声で呼べば、すぐさま熊のような髭ひげ面づらの大男が顔を出した。

　このシルワンで商人組合用よう心じん棒ぼうを務つとめるトゥーマだ。彼とはジャスミンを救う旅の途中で知り合い、月の丘で暮らすようになった今も交流を持っている。

　トゥーマは人ひと懐なつっこい笑顔で軽く右手を上げた。

「おお、ザインの旦那じゃねぇか。どうした慌てて」

「トゥーマ、奴隷市はもう始まっていますか！」

　挨拶を遮さえぎり詰め寄れば、トゥーマは目を丸くする。

「ちょうど始まったところだが、どうした？」

「ライラが奴隷商人に捕まりました！」

「なんだと!?」

　勢い込んでこれまでの事情を話せば、トゥーマは訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

「ちょっと待て、俺は今日競せ売りに出される奴隷を全部確認した。あんたの可愛い奥さんはいなかったぞ」

「そんな……！」

　と、背後から「トゥーマ、トゥーマ」と仲間の用心棒が呼ぶ声がした。

「さっき俺、見たかもしれない。いつも旦那と一緒にここに来る黒髪のお嬢ちゃんだろう？　寝たまま売られてたし、人違いかと思ったんだけど」

「！　どこですか!?」

　この用心棒の男とは頻ひん繁ぱんに挨拶を交かわす。この男がライラに似た娘を見たというなら、ほぼ間違いなく本人だろう。

　ザインの気き迫はくに押されつつ、用心棒の男は奇き妙みような顔で首を傾かしげた。

「それがさ、東の織物街があるだろう？　そこで奴隷商人じゃなくて織物商人が売ってたんだよ。それで俺、印象に残っちゃって……」

　聞いた瞬間、ザインは隣となりに立つダハナシュを頭から小さな甕かめの中に突っ込んでいた。

「行け、ダハナシュ！　月の丘から金を持ってこい！」

　飛沫しぶきが上がり、首が嵌はまったダハナシュは甕の中からくぐもった悲鳴を上げる。

「ひいいいっ、なんてお方だ！」

「有あり金がね全部持って来い!!」

「もげる！　首がもげる!!」

「落ち着け、旦那！　どうした!?」

「トゥーマ、後を任まかせます！　突っ込んどいてください!!」

　ダハナシュの悲鳴もトゥーマの制止も振りきり、ザインは織物街目指して飛び出して行った。
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　この娘を置いているだけで、買い物客が警けい戒かいして寄ってこない。

　娘を託された織物商はもう自分の商品を売るどころではなく、震えを堪こらえてうずくまっていた。

（やっぱり引き受けるんじゃなかった……。俺はもしかすると殺されるのかもしれん）

　百ディナールの誘ゆう惑わくに飛びついてしまったが、冷静に考えれば先ほどの男がちゃんと手間賃をくれるとは思えない。金を受け渡したが最後、自分は殺され千ディナール全て持っていかれるだろう。

（この娘を置いて逃げるか？　いや、あいつは俺の住んでいる場所を知っていた。逃げるなら家族を連れてシルワンを出るぐらいしなければ）

　うつむき、きつく拳こぶしを握りしめる。

（どうせ逃げるなら、千ディナールを持ち逃げしてやろう……！）

　ここまで来たなら多少の危険は冒おかしても、金を手に入れたい──。

「主人よ」

「ひいいっ、は、はいッ!!」

　思考に没ぼつ頭とうしていた織物商は、突然の声に飛び上がり目を開く。

　そして、ヒッと息を吞んだ。

　見上げた先には、黒の大だい外がい套とうで頭から踝くるぶしまでをすっぽりと覆おおった男が立っていたのだ。

　髪も口くち許もとも外套に巻かれ何も見えない。ただ鋭するどい目元から、壮そう年ねんの男だと分かった。

　震えが走り色を失くした織物商に、大外套の男は懐ふところからずっしりと重そうな繻しゆ子すの袋を取り出す。

「その娘を買おう。千ディナールだ」

「……！」

　本当に来た──、と慄おののいた瞬間鋭い声が響いた。

「待ちなさい！」

　驚いて見れば、騒さわがしい商人達の天てん幕まくを抜けて若い男が駆け寄ってくる。

　絹きぬの外套を纏まとった、一ひと目めで身分が高いと分かる青年だった。

　息を切らした青年は茶色の瞳で大外套の男を睨にらみ、商人を傲ごう然ぜんと見下ろした。

「その娘は私が買います──！」
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　今まさに売買が始まった男と織物商の間に入り、地面に目を落としたザインは盛せい大だいに息を吐はいた。

（間に合った────！）
















　粗末な筵の上にはライラが寝かされている。舞妓アルメツトのような薄い紗の下した穿ばきに腕うで輪わや足あし環わ、上半身は胸元を覆う布だけで腰も腕もむき出しという裸はだか同然の格かつ好こうだ。この姿を見た男全員皆殺しにしたい衝しよう動どうに駆られたが、まずはここから救い出さなければいけない。

　理由が誘ゆう拐かいだろうがなんだろうが、売られたからにはライラは商品。

　競売という正攻法で戦わなければ、ザインはシルワンの商人組合を敵に回すことになり、この場でライラを救うことはできなくなるだろう。

　着替えさせられていることに対する怒りは一いつ旦たんおさめ、ザインは息を整え表情を作る。

　呆あつ気けにとられた織物商に向けて穏やかに微笑んだ。

「ご主人、こちらの男性は娘を買うのにいくら出しましたか？」

「せ、千ディナールですよ」

「なら私は三千ディナール出します」

「何を言う！　先に買ったのは私だ！」

　邪じや魔まが入るとは思わなかったのだろう。我に返った大外套の男に怒ど声せいを上げられ、ザインはせせら笑った。

「あなたこそ競せ売りの作法をお忘れですか？　商品を買うのは早い者ではなく、より多く金を払った者です。それともすでに契けい約やく書しよを作り、取引が済すまされたのですか？」

「い、いえいえ、まだですよ」

　馬ば鹿か正直に答えたのは男ではなく織物商の方だ。大外套の男の濃こい茶色の目が憎ぞう悪おと殺さつ気きをはらんだが、織物商は鈍いのか全く気づいていない。

（助かった……！）

　ザインは心中で素直に神に感謝した。もし織物商が心の機き微びに通じていれば、男の視線を怖おそれ「取引は終わった」と答えただろう。

　この男が何者かは分からない。だが、ライラがとてつもない危険に晒さらされていることだけは確かだ。

　黒の大外套は染められた絹。装そう飾しよくはないが作りは高価だ。身なり、雰囲気、ザインを格かく下したと断だん定ていしているような口調。千ディナールを軽く出せるという点においても、平民のそれではない。

　こちらの手持ちは銀貨が数枚、それに宝ほう飾しよく品ひんがいくつかある程度だ。金貨など一枚もない。

　この男の狙いがライラなら、おそらく多額の金が動く競売になる────。

　手持ちが少ないことを悟られないよう、ザインは毅き然ぜんと顔を上げた。

「三千ディナールです。私はそれだけ払いましょう」

「ならば私は五千ディナールだ」

「では一万で」

「三万だ」

「五万」

「七万！」

「十万です！」

　男が値ねを吊つり上あげれば、ザインも負けじと金額を跳ね上げる。

　ダハナシュが金を持ってくるまでに、どのぐらい時間がかかるかは分からない。

　時間稼ぎをしたいところだが、この相手にちまちました金額の上乗せは無意味だ。それに手持ちが少ないと知られれば競売が破は綻たんする。はったりだろうが何だろうが大きく動かしていくしかない。

「ちょっ、ちょっと待ってくださいよ旦那様方！」

　あっという間に金額が上がり、空そら恐おそろしくなったのだろう。織物商は睨にらみ合う二人の間に割り込んだ。

「じゅ、十万ディナールだって!?　お若い旦那様、正気ですかい？　この娘ですよ？」

「ええ、正気ですよ。その娘がいいんです。間違いなく十万払います、なんなら百万ディナールでもかまわない」

　織物商の口から悲鳴が上がり、大外套の男が顔を歪ゆがめた。いつの間にやら辺あたりには人ひと垣がきができ、道行く人々が足を止めて二人の競売を見守っている。

「ディナール？」「織物で金貨が動いてるのか？」と集まりだした人々に、大外套の男は小さく視線を巡らす。その鋭い瞳に焦りの色が浮かんだのをザインは見み逃のがさなかった。

　思った通り、すぐさま攻こう勢せいを仕し掛かけてくる。

「──ならば五百万だ！」

「一千万！」

「三千万！」

「五千万です！」

「六千万でどうだ！」

「七千五百万！」

「……おのれッ──！」

　全く表情を変えないザインに、男は激げき怒どを堪え叩きつけた。

「一億!!　金貨一億枚だ！　もう出せまい！」

　勝負をかけて声を上げた男に、ザインは間かん髪はつ容いれずに叫び返していた。




「十億!!」




　周囲にとんでもないどよめきが走り、叫きよう喚かんの声が響き渡った。

「十億ディナール────────!?」

　大外套の男が身を震わせて後ずさる。

「十億だと!?　馬鹿な……!!」

　辺りの店は商売どころではない。商人達は店を放り出して野次馬に加わり、客達も興味津しん々しんで二人の戦いを見守っている。

「どれ？　どの織物が十億だい？」

「違うよ、奴隷だよ。あの眠っている娘らしい」

「あれが？　どう見ても普通の娘じゃないかい！」

　大きくざわめき出した周囲に力を得たのか、大外套の男は血走った目でザインに指を突きつけた。

「あ、ありえん！　お前は何者だ!?　十億ディナールなど、教主カリーフアにだって払えるはずがない!!　そうではないか!?」

　同意を求めるように周囲を見渡すと、さすがに桁が違いすぎるのかシルワンの住人達が次々とうなずく。

　大外套の男はザインの身なりに素早く視線を巡らせ、がなりながら迫せまる。

「本当に金を持っているのか!?　十億を払えるというなら証しよう拠こを見せてみろ!!」

　どう乗りきるか────！

　涼すずしい表情を保たもったまま、汗ばむ拳を握りしめたザインが口を開こうとしたとき。

　ふいに、背後が激はげしくざわめき、人々の間から大きな歓かん声せいが響き出した。

　砂すな埃ぼこりが立ち、市場スークの人垣が大きく割れる。中から堂々と現れたのは、見事な体たい軀くの馬に乗った見るも美しい若者だ。

「失礼。皆様方、どうぞ道をお空けくださいませ」

　にこやかに周囲に声を掛け、馬に乗ったままゆったりと進んでくる。

　額ひたいに白い星を戴いただいた黒馬は美々しい馬具で飾られ、その後ろには延えん々えんと続く奴隷達が従したがっている。奴隷達は手に手に金貨の乗った盆ぼんを捧ささげ持ち、次々とザインの前に跪ひざまずいた。

　馬にまたがった美貌の男がひらりと鞍くらから降り、ザインの前に恭しく平へい伏ふくする。

「殿との、参上が遅れましたことをお詫び申し上げまする。奴隷をお買い求めとのことで、取り急ぎ三億ディナールほどお持ちいたしましたが」

　見たこともない、見事な宝飾品で着飾ったきらびやかな若い男だ。

（────まさか）

　束つかの間ま躊ちゆう躇ちよし、ザインは迷いながらささやいた。

「──……ダハナシュ、……か？」

　頼りないザインの問いかけに、美貌の男──自由自在に姿を変えられる水の魔神、ダハナシュはニヤリと笑い深々と身を屈めた。

「御ぎよ意いにございます、ヤア、殿シデイ」

　ザインは思わず天を仰あおぎ、大きく息を吐いた。

　間に合った────！　と思った瞬間鼓こ動どうの速さを自覚する。自分で思う以上に気を張っていたらしく、安あん堵どと共に震えが走った。

　奴隷に化けているのは月の丘の妖霊ジヤン達だろう。どの男も女も人ではありえないほど美しい。

　だがそのことが、町民達にはザインが本当に裕福な商人だと信じる要よう素そになったようだ。

　深く息を吐き、ようやく動どう悸きを静めたザインは、付き人に対する大商人のように鷹おう揚ように手を振ってみせた。

「ご苦労。だが買い上げ金額は十億ディナールだ」

「それはそれは。ではすぐに手配いたしましょう」

　特に驚く様子もなくあっさりと言ったダハナシュに、人垣が盛大にどよめく。

　ザインは自分の所しよ有ゆう物ぶつとなったことを見せるために、ライラを外套で包み抱だき上げた。青ざめ、身体を震わせる大外套の男に爽さわやかに笑ってみせる。

「我らが信徒の長、教主アクバル様を辱はずかしめるのはおよしなさい。たかだが十億ディナール、一いつ介かいの商人である私でも払えますよ」

　男の顔が大きく歪み、その口から短い毒づきが漏もれる。ザインはしっかりとライラを胸に抱き、腰を抜かした織物商に向きなおった。

「とりあえず三億ディナールはこの場でお支払いいたします。残りの七億はあなたの家に届けさせるということでよろしいですか？」

「ひいいいいっっ！」

　あまりのことに白しろ目めを剝むいて倒れた織物商は無視し、ザインは周りの見物人に呼びかけた。

「誰か、法官カーデイを呼んでください！　買取契約書を！」

　法的に手続きを済ませてしまえば、誰も迂う闊かつに手は出せない。案あんの定じよう、大外套の男は大きく肩を震わせ、逃げるようにどこかへ走り去ってしまった。

（くそっ、追える状況じゃないな……！）

　月の丘の妖霊達に命令できるのは主ルーダイナとダハナシュだけだが、ダハナシュに頼むには人目がありすぎる。まずは何を置いてもライラを完全に買い取り、安全を確保しなければいけない。

　忌いま々いましく黒い大外套の背中を見送ったザインは、だが、漂ただよう空気に少し目を見開いた。

　先ほど身を翻ひるがえした男から流れてきた、微かすかな香り。

　それは檸檬れもんと異国の花を混ぜたような、清せい涼りようで神秘的な────。

（────乳にゆう香こう……？）

　残り香ともいえないほど微び細さいだったが、確かにそうだ。

　雑ざつ踏とうの中見え隠れしながら消えゆく男の背を、ザインは瞬まばたきもせず目で追っていた。
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　じっとしていても汗が流れる昼を過ぎ、涼やかな夜の帳とばりが降りる頃。

　篝かがり火びの燃えるベルガ宮殿の門前に、たくましい奴隷達に担がれた錦にしきの輿が降ろされた。

　中から現れたのは、褐かつ色しよくの肌はだに絹の長ちよう衣いを纏い、頭には全身が隠れるほどの金きん糸しの面紗ヴエール、口許を顎布リサムで覆ったすらりと背の高い琥珀の瞳の美女だ。

「さあ、来なさい。陛下がお待ちだ」

　数々の輝かがやく宝飾品で身を飾ったマルジャーナは、商人に従いベルガ宮殿の門を潜くぐった。

　広い庭の中央に設もうけられた泉せん水すいが飛沫を上げ、夜啼鳥ナイチンゲールの羽音が聞こえる。夜に花開くジャスミンの清すが々すがしく甘い香りが満ち、宮殿に入れば輝くランプで昼をも欺あざむく明るさだ。

（本当に、噂うわさに聞いた通り美しい宮殿ですわ）

　世界の王が住まうバスラムの宮殿はいうまでもなく美しいが、さすがは橄かん欖らんの産地、ベルガ宮殿には馥ふく郁いくと乳香が香っている。

　渋る後宮商人を説とき伏ふせ、なんとかその日のうちに帝スル王タンのもとへ上がることになったマルジャーナは、静かに宮殿の中を進んだ。

　商人はよほど信用のある男らしく、止められることなく本殿の奥へと通されていく。

　マルジャーナと商人が案内されたのは、絹の帳が下ろされた貴き人じんの部屋だった。段上に金きん無む垢くの玉ぎよく座ざが置かれているところを見れば、おそらく帝王の私的な謁えつ見けん室しつなのだろう。

　面紗と顎布を外はずして待てば、ほどなくして帳が開き恰かつ幅ぷくのいい壮年の男が入ってきた。

　頭には純じゆん白ぱくの絹が軽く巻かれ、纏った長上衣カフタンは装飾もなく非常にくつろいだ様子だ。しかしその整えられた口くち髭ひげや穏おん和わな目元、ゆったりとした足運びは威い厳げんに満ちている。

　歩み寄った男はマルジャーナを一目見て、朗ほがらかに笑った。

「平安御おん身みの上にあれ！　ご機嫌いかがかな、美しい娘よ？」

（まあ！）

　優しくおおらかな声で先に挨拶をされてしまい、マルジャーナは恐きよう縮しゆくして両手の間の床に額をつけた。

　この男性が誰かなど、考えなくとも分かる。

　マルジャーナは一呼吸置き、柔やわらかな声で言葉を紡つむいだ。

「あなた様のお目に映ることができ、これ以上の喜びはございません。栄はえあるベルガの帝王、大君ホスロー様の上に平安とカドル神の祝福あらんことを！　また今日の日があなた様にとって栄光さかえ満ちてありますように。あなた様の奴隷、あなた様の端はした女めが、帝王のご長ちよう命めいと御み稜い威つ増ましますことをお祈いのり申し上げます！」

　奴隷らしく口こう上じようを述のべて、慎ましく口をつぐむ。

　帝王ホスローの言葉を待てば、ややあって感心したような声が頭ず上じように掛かった。

「やれ、驚いた。なんと優雅で美しい言葉遣づかいの娘だ」

「お気に召して頂けましたか？」

　自信に溢あふれ膝を進めた商人に、ホスローは苦笑する。

「この娘をいくらで買ったのだ？」

「ちょうど十万ディナールでございます。本来ならもう三万ほどで衣装を整え、着飾らせてお連れする予定でしたが……。この娘が一刻も早く陛下の御前に上がりたいと申しましたゆえ、このような粗末な身なりとなってしまいました」

「ははは！　ならばそなたには十五万ディナール支払おう。ご苦労であった」

　鷹揚な帝王の返事に、商人は厚く礼を述のべて退出する。

　二人になると、ホスローは濃い茶色の目を細めて優しく笑った。

「そんなに私に会いたかったか？」

「はい、お会いしとうございました」

「悪さをした宦かん官がんを数人裁さばいたため、後宮に人が足りなくなったのだ。そのためにあの商人を買いに出したが、なにを誤解したのか妃きさき候こう補ほを見つけてきたようだな。そなたのような美しい娘を引きとめておくのは忍しのびない。この場で自由の身にしてやろう」

　十五万ディナール払った奴隷に、なんとあっさりと気前のいいことだ。

　しかしここで自由にされても困る。マルジャーナは両手をついたまま訴うつたえた。

「畏おそれながら、陛下。昨冬、バスラムで開かれた正妃エル・サイエダ・ドニヤ様の宴うたげで、あなた様がお言葉と御ぎよ衣いを授さずけられた女奴隷を覚えていらっしゃいましょうか？」

「バスラムの？　おお、もちろん覚えておるとも。ジャスミン姫の気に入りで、大層な琵琶の名手であった」

　明るい声音にマルジャーナは安堵し、真まっ直すぐに顔を上げた。

「端女の顔などもうお忘れかと存じます。ですが陛下から金きん襴らんの御衣を賜たまわった奴隷は、確かにわたくしマルジャーナでございます。再び陛下の御前に上がることができ、恐きよう悦えつの至り」

「なに……？」

　そこで初めてホスローは笑顔を消した。

　注意深くマルジャーナを打ち見ると、明らかな驚きを持って目を見開く。

「……確かに……！　そなたはジャスミン姫の女奴隷ではないか。姫は魔神の国ジンニスタンへ嫁とついだと聞いたが、その侍じ女じよがなにゆえこんな場所に？　それも奴隷として売られてくるとは」

「カドル神のお導みちびきにございます。どうあっても陛下のお力をお借りしたく、ここまでやって参りました」

　月の丘に戻ることも連絡を取ることもできない、そんなマルジャーナが使えるものは人脈と権力だけだ。

「陛下、どうか私の友を捜す力をお貸しくださいませ」

　深く額を床につけ、マルジャーナはこれまでのことをホスローに話して聞かせた。

　鬼イフ神リートラーフに攫さらわれたジャスミンを救った後、魔神の王ルーダイナと共に果ての砂漠で暮らし始めたこと。そこへファリドという少年が、行方不明になった姉を捜してほしいとやってきたこと。

　攫われたファリドの姉のことも忘れずに話し、マルジャーナは話を続ける。

「このベルガに水の魔術で入り、驢馬を曳いた老ろう婆ばに呼び止められたのです。この驢馬は悪霊に姿を変えられた弟だから、人間に戻してもらうために強い魔術師を捜していると」

「……驢馬を曳いた老婆だと……？」

　終しゆう始し興味深そうに話を聞いていたホスローが低く唸うなった。

「はい、貧しい身なりの老ろう女じよでございました。私の友がその驢馬を人間に戻してやりますと」

「待てッ!!」

　鋭い叱しつ責せきのような声に、ぎくりとしたマルジャーナはとっさに平伏した。

　何かホスローの怒りに触ふれたのかもしれない。

　そう察さつして恭きよう順じゆんの意を示したのだが、聞こえたのは怒声ではなかった。

　ホスローが大きく息を吞む音がする。

「それは真まことなのか？　そなたの友は本当にその驢馬を人の姿に戻したのか？」

　明らかな混乱と興奮に上うわ擦ずり、マルジャーナが顔を上げたときにはホスローは玉座から立ち上がっていた。

「はい、真でございます。驢馬の男が人間に戻ると老婆はすぐさま仲間を呼び、私の友を連れ去ってしまったのです。私は奴隷市に売られ、運よく後宮商人様に買われたため陛下にこうしてお目通りが叶かないました」

「友の魔術師の名は？　どのような姿をしている？」

「名はライラと申します。年は十七、黒髪と黒い瞳のおとなしやかな少女でございます」

「──あい分かった！　そちの望みは必ずや叶えよう。友が戻るまでこの宮殿で過ごすがよい」

　簡かん潔けつともいえる速さで請うけ負おわれ、マルジャーナが礼を述べる暇ひまもなくホスローは大おお股またで部屋を出ていく。

　引き止めることもできず、呆ぼう然ぜんと見送ったマルジャーナは次の瞬間竦すくみ上がった。

「すぐに〝飛ぶ隊商カフイラト・アル・タイヤラー〟を呼べ!!　奴隷商の母ダリラに攫われた魔術師の娘を捜し出し、私のもとへ連れて来いと伝えろ!!」

　それは優しく穏やかな帝王のものとは思えぬ、凄すさまじいまでの怒ど号ごうだった。
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　かつて感じたことがないほど頭が重く、ライラは呻うめきながら目を開いた。

　赤みがかった眩まぶしい西日に目を射いられ、反射的に薄うすい掛かけ布ふの中に潜もぐり込こんでしまう。そのままもう一度目を閉じようとしたとき、爽さわやかな声が聞こえた。

「おはようございます、ライラ」

「…………」

　妙みように聞き覚えのある声だ。

　ライラが寝ね転ころがったまま仰あお向むけば、優しげな茶色い瞳ひとみの青年が笑顔で見下ろしていた。

「まだ目が覚めませんか？　丸二日経たっても意識が戻らないなんて、やはり麻バ酔ン薬ジは強力ですね」

「麻酔……」

　上う手まく頭が回らず、ライラはうつろに繰り返す。

「ザイン……？」

　見慣れた穏おだやかな微笑ほほえみに、ライラは徐々に意識が覚かく醒せいしていくのを感じた。

（ザイン、バスラムに行っているはずじゃ……）

　夢なのかとぼんやり辺りを見渡せば、窓辺には先日自分が飾った白い花と美しい絹きぬの帳とばりが揺ゆれている。

（月つきの丘おかの、私の部屋……？）

　頭がこんがらがっていたライラは、気け怠だるさを堪こらえて身を起こした。ザインが腰や背を支えてくれ、ライラはその手の温かさにふと動きを止める。

「……………………」

　何か、ものすごく、ザインの手の感かん触しよくがはっきりしている。

　やけに全身に涼すずしい風を感じ、視線を落としたライラは何度も目を瞬またたいた。

　寝しん台だいの上で揃そろえられた裸足はだしの足首には金きん鍍金めつきの安っぽい足あし環わが掛かかり、ゆったりとした下した穿ばきは脚あしの線が浮かびそうなほど薄い紗しやだ。腰は極きよく限げんまで晒さらされ、金色に染めた帯の上にはへそを出した滑なめらかな腹、肩も腕も何もかもむき出しで…………。

「きゃああああああっ!!」

　胸元を申し訳程度に赤い布で隠かくしただけ、というあられもない衣い装しようだった。

「なに、この服は!?　わ、私どうして……!?」

　頭にかかっていた霞かすみが一気に吹き飛び、ライラはとっさに身体からだを隠そうと掛布を摑つかむ。

　だが、その腕をザインが素早く押さえつけた。右手、左手と難なんなく拘こう束そくされ、簡単に身体を開かされる。

「ザイン!?」

「ちゃんと目が覚めたようですね。まあ綺き麗れいな格かつ好こうをさせられたものだ……！　とってもよくお似合いですよ……!?」

　にっこりと、突き抜けるほど明るい笑みに背せ筋すじが震ふるえ、腰から力が抜けた。

　シャールカーンに確認せずとも分かる。

（ものすごく怒ってる────!!）

　なぜここにザインがとか、いつの間に自分は月の丘へ帰ってきたのかとか、そんな疑問も吹っ飛ぶ壮そう絶ぜつな笑顔だった。

「無事でよかったですよ。気を失っていたから知らないと思いますけど、あなたを攫さらったのは有名な奴ど隷れい商しようの一味でした」

「奴隷!?」

「そう、あなたは奴隷としてベルガからシルワンに運ばれて、わけの分からない男に買われようとしていたんですよ。そんな服にまで着替えさせられてね……！」

「な、なっ……！」

　いったいどの項目から恐怖すべきか戦せん慄りつするライラに向かって、ザインは地底から響ひびくような声で笑いを漏もらした。

「いったい誰があなたの服を脱がせて、誰がそんな低てい俗ぞくな衣装を着せたものやら……！」

「おお、お、お婆ばあさん!!　そうだ、お婆さんがいたの！　その人が!!」

「それに気づいたということはあなたは意識があった、と！　そういうことですね？」

「な、ないんだけど、たぶんそうじゃないかと！　だって女物の服だし、着せ方が分からないんじゃ……！」

「そんなもの私でも着せられます」

　ぴしゃっとライラの反はん論ろんを封ふうじ、ザインはますます口こう角かくを吊つり上あげた。

「私、あなたに宮殿から出ないように言いましたよね？　もちろん監かん禁きんしているわけじゃありませんから、あなたは自由ですよ？　あまり出てほしくはありませんが、出るというなら仕方ない。心優しいあなたですからファリドの助けになろうとしたんでしょう。誘さそったのはマルジャーナだというし、あなたが悪いわけじゃないということはよぉぉく分かりますよ？」

　頭ではね、と言い置いた瞬間、形ぎよう相そうが変わった。

「ですが、よくもまあこんな事件に巻き込まれたものだ……！　私が早めに帰ってきていなければどうなっていたことか！」

「ご、ごめんなさいごめんなさい！　すみません、ごめんなさい！　本当にこんなことになるとは思わなくて！」

「奴隷商に売られたと聞いて駆かけずり回ってやっと見つけてみればそんな格好で、私以外の男に寝顔やら肌はだやら見せて、あまつさえ誰かに買われようとしていたなんてね……！」

　ザインはこれ以上ないというほどの笑顔で言い放った。

「腸はらわたが煮にえくり返る、とはこういうことなんですね！」

「──────ッ!!」

　喉のどから飛び出そうになった悲鳴は、なんとか吞のみ込んだ。

「ああ、そんなに怯おびえなくていいんですよ？　だってあなたは全然悪くないんですから！」

　笑顔が眩しい。

　絶対零れい度どの冷気が全身を刺さすように吹きつけ、凍こおりつかざるを得ない。

　ザインはライラの手を拘束したまま、寝台に乗り上がった。

「ですが、私がどれだけ心配したかは分かってください」

「も、もち、もちろ、ん……！」

　壊こわれた玩おも具ちやのように何度もうなずくライラに、ザインはすっと笑顔を消した。

「──ならちょうどいい。今この場で返事を聞かせてもらっていいですか？　どのみちバスラムから帰ったら聞こうと思っていた」

「へ、返事っ……！」

（き……ッ）

　きたあああああああああ──────────ッ!!　と叫さけんで逃げられたらとっても楽だったろうが、生あい憎にくがっちりと拘束されている。

　返事ってなんの？　とかごまかせる雰ふん囲い気きではない。

　真ま顔がおのザインと至し近きん距きよ離りで見つめ合い、ドキドキを通り越して心臓が止まりそうだ。

　なんとなーく逃げて引き延ばしているうちに、これ以上ないほど直接的な質問が来てしまった。この場を回かい避ひする口実を考えたいが、見つめられると上手く思考が回らず、見つめ返すだけになってしまう。

　初対面のときにも感じたが、笑顔が消えるとがらりと印象が変わる。

　優しさや穏やかさに代わって力強さや鋭するどさ、抗あらがいがたい、抗おうという気も起こさせない迫はく力りよくが面おもてに表れるのだ。

　怖こわい。

　──それなのに、視線が惹ひきつけられて逸そらせない。

　何も言えず見つめ合ううちに、澄すんだ茶色の瞳が切なげに揺らぐ。

　唇くちびるが寄せられ、とっさに背そむけた耳元にささやくような声が落ちた。

「──危なっかしくて気が気じゃない……。もう逃げるのはやめて私のものになってください」

「あああああっ、あの、その！」

　体重をかけて押し倒たおされそうになり、ライラは必死に寝台の上で後ずさった。

「こ、こんなことをしてる場合じゃなくて、そうだ、マルジャーナとファリドが！」

「ファリドはここにいるしマルジャーナの行方ゆくえは追っています。あなたは心配しなくていい。先に返事をください」

　下がった分だけ距離を詰つめられ、ライラは泣きそうになった。だんだん壁かべ際ぎわに追いつめられ逃げ場がなくなっていく。

「ライラ……」

「待ってザイン、まだ、その」

「ライラ」

「ま、まだ出で逢あって三み月つきだし私もまだ、その……！」

「ライラ、それ以上下がると」

「心の準備ぎゃあああああああぁ──────────────っっ!!」

「寝台から落ちますよ、って遅かったですね」

　壁と寝台の隙すき間まに尻しりから落ち、くの字に折り曲がったライラは悲鳴を上げて手足をばたつかせた。

「お、起きられない!!」

「そりゃそうだ………………」

　呆あつ気けにとられたようにつぶやいた次の瞬間、「ぶっ」とザインの吹き出す声が聞こえた。

「じゅ、重心が寄ってますからっ、ね……っ！」

　助け起こすそばから顔を背け肩を震わせられ、ライラは羞しゆう恥ちのあまり顔から火を噴ふいた。

（笑われてる!!）

「すみません、違いますよ、私はわ、笑ってなんかいませ……っ、よっ……っ！」

「笑ってるじゃないのっ!!」

「すみません笑います！　駄だ目めだ、限界だ!!」

　あっという間に腹を抱かかえて大爆笑され、寝台に引き上げられたライラは真っ赤になって手当たり次第枕まくらやら掛布やらを投げつけていった。

「あ、あなたが寄ってきたりするからっ！」

「逃げなければいいんですよ！」

「そういうわけにはいかないでしょう!?」

　投げられる物をやすやすと受け止めたり躱かわしたりしながら、ザインはひたすら笑う。

　やがて爆笑のあまり目尻に浮かんだ涙を拭ぬぐった。

「ああもう、可か愛わいいから困るな……！」

　ささやき、やっと落ち着いたのか腹を押さえてライラに向き合った。

「久しぶりに大笑いしたから腹が痛いですよ」

「鍛きたえた人の腹ふつ筋きんも笑いでは痛むのね」

「ちょ、もう勘かん弁べんしてください……っ！」

　ザインがあまりに腹を抱えて悶もだえるので、溜りゆう飲いんの下がったライラは素直な感想をやめてあげた。一緒に暮らし始めて知ったが、意外によく笑う人だ。ちなみに、何がおかしいのかライラとシャールカーンの言げん動どうで笑うことが多い。

　ライラの気が治おさまったと見て、ザインは苦笑して腕を伸ばした。

「すみません、強引に迫せまりすぎましたね」

　ライラの腰を抱き寄せ、横抱きの形でぴったりと胸に抱え込む。先ほどと違って怖さはなく、ライラはうっかりそのまま抱き竦すくめられてしまった。

「奴隷商が商品に手を出すとは思いませんが、本当に大丈夫でしたか？」

「大丈夫よ、本当に。身体に異変はないわ」

　しいて言うなら羞恥と叫びすぎで頭が痛いぐらいだ。

　言葉に噓うそがないことを知ったのか、ザインは大きな手でライラの頰ほおや首くび筋すじを撫なで、深い安あん堵どの息を吐はいた。

「無事でよかった。あなたを買うことに夢中でしたが、今は競せ売りの場にいた全員殺しておけばよかったと後こう悔かいしてますよ」

「な、なんてこと言うの！　……って競売だったの？　じゃああなたにお金を返さないと」

「ルーダイナのお金だからいいんですよ。好きに使えと言われているでしょう？」

　……それもそうだが、なんだか申し訳ない。

（私だから大した金額じゃないでしょうけど……）

　村から持ってきたお金で足りるかしらと思いながら、ライラはすっかり聞きそびれていた疑問を口にした。

「そういえばザイン、どうして月の丘にいるの？　バスラムはどうなったの？」

「別に私が同席しないといけないわけじゃありませんよ。シャールカーンはルーダイナに任まかせて、先に帰らせてもらいました。教主カリーフア様に挨あい拶さつすれば充分ですから」

「そうだったの。助けてくれて本当にありがとう。そうだ、さっきマルジャーナの行方を捜さがしてるって」

「すでに居場所は摑んでいます。安全なところにいるから心配いりません。明日にでも迎えに行きましょう」

　さらりと言われ、ライラは息を吞んだ。

（もう見つけたの!?）

　麻酔薬で眠っていたとして、まだ二日ほどだろう。その間にザインはライラを見つけて救い出し、マルジャーナの居場所まで摑んだのだ。

　感かん嘆たんを感じ取ったのか、ザインはふと身を離した。

　ライラを覗のぞき込こみ、鼻先が触ふれ合うような近さでニッと笑ってみせる。

「少しは頼たよりになると思ってもらえましたか？」

　吐と息いきがかかり、慌あわてて身体を離してしまった。

「た、頼りになる人だってことは最初から分かっているわ……」

　心臓がうるさい。急に裸はだかのような格好でザインの腕の中にいることが気になり、恥はずかしさに身の置きどころがなくなってしまった。

　素す肌はだの脇わきに添そえられた長い指がくすぐったくて、止めようもなく全身が火ほ照てってくる。

　一刻も早くこの場から逃げたいのに、顎あごを取られ仰向かされて泣きそうになった。

　自然に唇が近づき、ライラはとっさに掌てのひらで止める。

「駄目よ。お願い」

「……どうして？」

「ごめんなさい」

　されたら、きっと終わってしまう。

　ライラは赤く染まった頰を隠すようにうつむき、消え入りそうな声で言った。

「あなたのことしか考えられなくなりそうで……！」

　ザインが優しくて、頼りになる男性だと自分はよく分かっている。同時に怖い人だということも分かっている。

　両方が自分の中でせめぎ合い、どうすればいいのかよく分からなくなるのだ。

　好きか嫌いかと問われれば、きっと好きだと答えられるだろう。

（でも、怖い）

　この男のものになるのは怖い。それなのに、無理やり引きずり込まれそうになっている自分がいる。

（このまま進めば、私はきっと何も分からないままザインのことを好きになってしまう）

　そう自覚できるぐらい、惹かれている。

　これが果たして恋なのかどうか。

　今はまだ、ザインのことを冷静に見る余裕がある。余裕をなくし、何もかも受け入れてしまうようなことにはなりたくなかった。

　きっと、これがザインの求きゆう婚こんに答えられない理由なのだろうと思う。

（これ以上は流されたくはない）

　……という意味で言ったのだが、急に頭ず上じように影が落ち、見上げたライラはぎょっと仰のけ反ぞった。

　ザインが膝ひざ立だちで壁に両手をつけ、ライラを囲み覆おおいかぶさるように見下ろしていたのだ。またしても尻から寝台の下に落ちそうになり、ライラは慌てて身体を支える。

　ザインは瞬まばたきもせず壁際に追いつめたライラを見下ろし、混乱したようにつぶやいた。

「え、え……？　あれ？　これ、いいってことですよね？　私のこと好きってことですよね？　そうですよね？」

「え、そうなるの!?　違うの、そういうことじゃなくて……！」

「違う!?　ここまで煽あおっといて違う!?　どういうことだ!?」

　二人して混乱してしまい、ライラはちゃんと目を上げて哀あい願がんした。

「ごめんなさい。お願いだから、もう少しだけ待って」
















「……………………………………………………………………………………」

　沈ちん黙もく長い、と口走りそうになったが堪えた。

　そんなに誤解させてしまうような言い方だったのだろうか。

　ライラとしては、単純に自分の気持ちを整理したいだけなのだ。

　ザインに引きずられて、なし崩くずし的に恋をしてしまうよりも。

　──だがしかし。

（視線が痛い……！）

　ライラはすぐに目を逸らしたが、ザインはまだこちらを見ている。瞬きもしていないようで、頭の天てつ辺ぺんやら肩やら全身を視線でなぞられ居たたまれない。

　ものすごい臨りん戦せん態たい勢せいのように思える。

　どちらかが動いた瞬間事が始まりそうで、ライラは冷や汗がこめかみを伝うのを感じた。

　下へ手たに押し倒されるよりよほど圧あつ迫ぱく感かんがある。いい加減酸さん欠けつになりかけたとき、ふいにザインが身体を離した。

「………………なんとなく言いたいことは理解できました。いいでしょう。待つと言ったのは私の方ですからね。見物人もいますし、あまり強引に進めるのはやめておきます」

「見物人……って？」

　ほっと全身の力を抜きつつ目を瞬いたライラに、ザインは自身の上じよう衣いを着せる。しっかりと胸元を合わせて隠し、にっこりと笑った。

「私、好物は最後に食べる人間なんです。おいしい物をすぐに食べてしまってはもったいないでしょう？」

「う、うん？」

「ちゃんと隠してくださいね？　私以外の男に肌は見せないように」

　さっきまで散さん々ざん眺ながめて触りたくっていたくせに腰こし帯おびをきっちりと締しめ、戸口を振り返った。

「入っていいですよ」

　閉じられていた黒こく檀たんの扉が開き、おずおずと顔を覗かせたのはファリドだった。ライラと目が合うと、ぱあっと表情を輝かがやかせ駆け寄ってくる。

「ライラお姉ちゃん！」

「ファリド！」

　駆け寄るファリドを受け止めようと両腕を広げた瞬間。

　何かがすごい速度で眼前を横切り、ドカッという鈍にぶく重い音を響かせて壁に激げき突とつした。

「!?」

　気づけば、腕を伸ばした姿勢で凍りついたライラと前のめりで立ち止まったファリドの間に、男の足が割り込んでいる。

　震えながら視線を向けた二人を、蹴けりで分ぶん断だんさせたザインはにっこりと微笑み足を下ろした。

「すみません、壁に虫がいました。小さいですが」

「む、む、し……？」

「ええ、虫です。そうだな？　ダハナシュ」

　ゆらりと笑顔を向けられ、後から入ってきたダハナシュは震えあがりながらうなずく。

「ええ、ええ、おりましたとも……！　再会の抱ほう擁ようという感動的な虫が、たった今蛇だ蝎かつのごとく踏ふみつぶされましたとも……！」

「む、虫なら仕方ないよね。お兄さん、大丈夫、ぼくライラお姉ちゃんには絶対触らないよ？　大丈夫……！」

　つっかえつっかえ身を守るための誓せい約やくをしたファリドに、ザインはうっすらと微笑んだ。

「賢かしこい子供は好きですよ」

「大人おとなげなっ……！」

　ダハナシュのつぶやきを黙もく殺さつし、ザインはファリドの抱えていた物をライラに渡す。

「あなたの服です。シルワンで売りにかけられていました」

　愛用の青の大面衣イザールも手元に返り、ライラは感謝の気持ちでファリドとダハナシュに頭を下げた。

「迷めい惑わくかけてごめんなさい。本当にありがとう」

「ううん、全部僕がここに来たせいなんだもの。ライラお姉ちゃんは悪くないよ。それに、お姉ちゃんを助けたのはザインお兄さんなんだ。お兄さんがいなかったらこんなに早く助けられなかったよ」

「いや～、大慌てでそれはもう見物でしたよ！　ザイン様でもあんなに取り乱すことあるんですね～！」

　思い出したのか、ダハナシュは意気揚よう々ようと語り出す。

「ライラ様のためにベルガに飛んでシルワンに飛んで、見つけたら有あり金がね全部持って来～いッ、てね！　ね、ザインさぃひぃいっ…………申し訳ありません！　調子に乗りすぎました！」

「あなたがとっても楽しそうなので笑顔になっただけですが？　どこに怯える要よう素そがあったんですか、ダハナシュ？」

「ひいいっ、さらばっ！」

　ダハナシュが震えながら水みず甕がめの中に消え、笑顔で見送ったザインはライラを振り返った。

「大体の事情はすでにファリドから聞きました。あなたを捕つかまえた奴隷商の一味には思う存分報ほう復ふくしておきましたので、もう安心ですよ」

「報復!?　何をしたの!?」

「ダハナシュや月の丘の妖霊ジヤンに頼んで一味全員生いき埋うめにしてもらいました。ああ、ちゃんと首は出してるから大丈夫ですよ？　まあ、往おう来らいに埋めたので今頃は馬に蹴り飛ばされて吹っ飛んでるかもしれませんが」

「やめて──────っ!!」

　青くなって縋すがりつけば、ザインは心外だというように唇を尖とがらせた。

「本気にしたんですか？　冗じよう談だんですよ。私がそんなことするように見えますか？」

「………………」

「ああ見えますかそうですか、あなたが私のことをそんな風に思っているとは」

「お、思ってない、思ってないわ!!」

「本当は思ったけど、って顔に書いてあるんですが」

「うっ！」

「まあ往来に首だけ出して生き埋めにしたのは本当です。ベルガの隊商カラヴアンに見つかってすぐに掘ほり出されたそうなので、あなたは気にしなくていいですよ」

　反応に困る締め方をし、ザインはさっさと話を進める。

「マルジャーナのことはファリドに調べてもらいました。奴ど隷れい市いちでベルガの後宮商人に買われたようです」

「後宮ハリムですって!?」

　冗じよう談だんではない。マルジャーナはシャールカーンの妻となる身で、後宮に入れられるなどあってはならないことだ。

「早く、早く助けに行かないと……！」

「落ち着いてください。大丈夫です、ベルガの後宮で無理やり誰かの相手をさせられることはありえません。マルジャーナもそれを承しよう知ちで積極的に買われたんでしょう。市場スークで話題になっていたので見つけやすくて助かりました」

「でも！」

「マルジャーナのことは心配いりません。あの人なら一人でどうにかします」

　ザインは全ぜん幅ぷくの信頼を寄せているようだが、ライラは安心できない。

　あれだけ美しいマルジャーナなのだから、帝王スルタンも心を動かされるかもしれないし、もしかすると商人が後宮に入れるのを渋しぶるかもしれない。

（どうして私、もっと二人の助けになる魔ま術じゆつが使えなかったのかしら……！）

　考えれば考えるほど、自分の不ふ甲が斐いなさが嫌いやになる。

　予想外の危険が迫り、とっさに何をすればいいのか分からなかった。誰かを攻こう撃げきする呪文が浮かばず、ただファリドを逃がすことしかできなかったのだ。

　涙が出そうになり、懸けん命めいに堪えているとファリドが優しく声を掛けてくれた。

「違うよ。ライラお姉ちゃんが僕を逃がしてくれたから、こうしてみんな無事だったんだ。実はすごい魔術師だったんだね。誰だってあんなことがあるなんて想像できないし、お姉ちゃんはできることをしてくれた…………って、わあ、こうして慰なぐさめるのはザインお兄さんの役だったね！　僕ってば馬ば鹿かだから出で過すぎたことしちゃったなぁ！」

「そんな、ファリドは全然馬鹿なんかじゃないわ！　ありがとう、嬉うれしい……！」

「お姉ちゃん庇かばってくれなくていいよ!?　怖いから！」

　抱きしめたかったが、ファリドが顔を引きつらせながら真横の視線を気にするのでやめておいた。

　薄ら寒い笑顔で二人のやり取りを見ていたザインは、軽くうなずく。

「……まあいいでしょう。ところで奴隷商人達を尋じん問もんしたんですが、彼らに接せつ触しよくしたのとあなたを買おうとした男は別人だったようで。おそらく手持ちの奴隷を使ったんでしょうが、結局男については分からずじまいでした。すみません」

　ザインの尋問で吐かないということは、きっと本当に何も知らないに違いない。尋問って何をしたんだろう、などと考えてはいけない。

　ただ、とザインは考え込むように口くち許もとに手を当てた。

「あなたを買おうとしたのは、ベルガの高こう官かんだったのではないかと思います」

「どうして分かるの？」

　ライラはその男を全く見ていないが、シルワンは世界中から人が集まる町だ。どの国から来た人物かを測はかるのは難むずかしい。

「一つは単純に、驢ろ馬ば男がベルガの牢ろうに捕とらえられていた罪ざい人にんだったからです。奴やつらは牢破りをしたと主張していましたが、脱だつ獄ごくしてすぐに魔術師探しの依頼を受けている。逃げるよう仕向けられた可か能のう性せいがあります」

「魔術師探し、だったのね……」

　気を失う前に聞いた老ろう婆ばの言葉を反はん芻すうすれば、それしかないだろう。

　掛けられた魔術を解くのは、掛けた者と同等かそれ以上の力を持つ者だけ──。

　魔術の世界における絶対の摂せつ理りを頼りに、あの奴隷商人達は目的の魔術師を選えり抜ぬいていたのだ。

　やっと自分が狙ねらわれた理由を納なつ得とくできたライラに、ファリドが言った。

「じゃあ、あの驢馬のおじさんを変えた魔術師は特別な人なんだね？　だからおじさんが選ばれて、わざと牢ろうの外に出された」

「……あなた年の割に理解が早いですね。まあ、そういうことです。まずライラを買おうとした男……仮に大だい外がい套とうの男と呼びますが、彼はベルガの罪人を把は握あくしており、かつ動かせる地位や権けん力りよくを持っていた。これがベルガの高官ではないかと思う一点目です。そして選ばれた驢馬男は、ライラのように強力な魔術師を見つける基準値として利用された。驢馬男を戻せない魔術師ならいらない、ということです。これが二点目」

「待って、どうしてそれがベルガの高官に繫つながるの？」

　話についていけずライラが目を瞬くと、ザインは真剣な顔をした。

「ライラ。この世界に、人間の姿を完かん璧ぺきに変えることのできる魔術師はどれぐらいいると思いますか？」

　問いかけられ、ライラは黙もつ考こうする。

　魔ジ神ンや鬼神イフリートなど、精せい霊れいの類たぐいならおそらくたくさんいるだろう。

（でも……）

「……人間の魔術師なら、一ひと握にぎりくらい？」

「ええ、そのうちの一人が間違いなくあなたでしょう。そしてもう一人がベルガにいる。男を驢馬に変えたのは、そのベルガの魔術師だったからです」

　やっと意味が分かり、ライラは唇に指を当てた。

「じゃあ大外套の人は、私を使ってそのベルガの魔術師様をどうにかしたい人だった……ということなの？」

「そうです。標的が完全に一人に絞しぼられている。ライラやベルガの魔術師とまではいかなくても、強い魔術師なら他にたくさんいるはずだ」

　強い魔神や鬼神と戦いたい、という漠ばく然ぜんとした目的ではない。ベルガの魔術師を越えなければ意味がないのだ。

「だったら大外套男さんの目的は、ベルガの魔術師様が掛けた術をライラお姉ちゃんに解いてもらいたい、とかかな？」

「より強い魔術師を捜すならその辺りが妥だ当とうでしょうね」

　ザインはファリドの言葉に同意し、付け加えた。

「あとは、大外套の男から乳にゆう香こうの香りがしました」

「乳香？　確かに珍しい香料だけど、ベルガとは限らないんじゃないかしら」

　結びつけるのは安あん易いでは……とライラは思ったが、ザインは理由を教えてくれた。

「普通に香るだけならむしろ気になりませんでした。ですが、乳香といえばベルガ、というぐらい有名でしょう？　他国では王族ぐらいしか使用しませんが、ベルガでは宮殿全体に焚たかれていて、下級の貴族も好このんで使います。そんな人間が悪あく事じを働くなら、まずは服を着替えて乳香が香らないよう注意する」

　香ったままでは、貴き人じんでござい、ベルガでござい、と宣伝しながら歩くようなものだ。

「大外套の男も当然そう考えたはずです。それでも乳香の香がした。おそらく髪や身体に染みついたもので、本人も気づかなかったんでしょう。それぐらい微かすかでした。染みつくほど日常的に乳香の香る場所にいる人物で、香りを消そうと工作しても消しきれなかった。そんな感じです」

「はあ────……」

　もはや感嘆のため息しか出てこない。やっと納得したライラだったが、黙だまって聞いていたファリドが声を上げた。

「ザインお兄さん、その乳香ってどんな匂い？」

「独どく特とくなので口で説明するのは難しいですが……一言で言えば檸檬れもんに近いでしょうか。実際はもっと複雑ですが」

「薄はつ荷かは？　近い？」

「一瞬ならそう感じる人もいるかもしれません。すっきりとしているので」

「呪まじないにも使われる少し不思議な香りよね。それがどうかしたの、ファリド？」

　庶しよ民みんにはまず馴な染じみのない香りだが、ファリドはややうつむき考える。

「僕のお姉ちゃんを攫ったやつからも、ちょっと変わった匂いがしたんだ。もしかしたらお姉ちゃんの姿を変えたのはベルガの魔術師」

「それはない」

　ファリドの推すい測そくを、ザインは素早く遮さえぎった。

「ザイン？」

　ライラが覗き込めば、ザインはしばし考えたのち頼りなさげに口ごもる。

「いえ、おそらくそれはない……はずだ。ファリド、あなたのお姉さんを攫ったのは人間だとは限りませんよね？」

「う、うん、確かに真っ暗だったからなんとも言えないけど……」

　確信があるわけではない。人間かもしれないし、精霊かもしれない。

　だが、しばらく口を閉ざしたファリドは迷いのない口く調ちようで言った。

「でも、僕は人間だと思った」

「…………」

　ザインはそれ以上否定しなかったが、どうにも腑ふに落ちないという顔をしている。

　三者三様に沈黙してしまい、ややあってザインは口を開いた。

「ともかく。明日、マルジャーナを迎えにベルガ宮殿に行きましょう。私なら知り合いがいますし、宮殿に入るのに苦労はしないはずです」

「そうね」

　何はともあれ、まずはマルジャーナを救い出さないといけない。

　決意を込めてうなずいたライラに、ザインは優しく微笑んだ。

「それに、あなたが狙われた以上このままにはしておけません。いったいどこの誰が何の目的で何をしようとしてあなたを狙ったのかと、その人物の行く末まで徹てつ底てい的てきに帝王と話し合いましょうね」

「…………そ……そう、……ね……」

　なぜだろう…………。強く守ってもらってとてもありがたいはずなのに、逆に犯人の男を守らないといけない気分にさせられるのは。

　底抜けに明るい笑顔を前に、ライラは震えそうになる身体を抑おさえうなずいた。
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　翌日。派は手でな登場は慎つつしもうと、ライラ、ザイン、ファリドの三人は「多少宮殿から遠くても人のいないところへ」と注文をつけてダハナシュにベルガへ送ってもらった。

　お願いした通り人ひと気けのない路地の水みず桶おけから飛び出し、ライラはほっと息をつく。

「よかったわ。〝人のいないところ〟なんて注文をつけてしまったから、井戸の底に出されたらどうしようかと」

　ダハナシュも一緒にいてくれればすぐに出られるが、人間だけで井戸を上のぼるのは辛つらい。

　水のあるところに人あり。水売り商人の皮袋や家の中の瓶びん、噴ふん水すいなどがあるなら間違いなく貴人の館やかたの中、と常に人が近くにいる。そうなると残りは井戸の底かと内心怖おそれていたのだ。

「ベルガってよく水が置いてあるよね。僕がライラお姉ちゃんの魔術で月の丘に帰れたのも、水桶にぶつかったからだし」

「水が豊かですからね。他国で外に水桶なんて置けば数秒後には盗ぬすまれる」

　国や町は必ず水すい脈みやくの近くに形けい成せいされるが、それでも満足に行きわたらない国も多い。乾かん季きには水すい源げんが干上がることもあるし、水売りから買うにも金が要いるという貴重なものなのだ。

　ザインは民家だらけの辺りを見渡し、大通りに向かって歩き出した。

「緑も多く交易も盛さかん、領土内には問題の多いシルワンという町もある。ベルガの帝王は人望や力量がないと務つとまらないでしょうね」

「今の帝王様はとてもいい方なんでしょう？　マルジャーナが言っていたわ」

「そうですね。行動力があるし、太たい子しも優秀だ」

「まあ！　あなたが褒ほめるのなら、太子様はとても素晴らしい方なのね」

　ザインが他人を手放しで称しよう賛さんするとは珍めずらしい。

　よほどできた太子なのだろうと笑顔になったが、ザインは何やらものすごく微び妙みような顔をした。

「……自分で言っておいてなんですが、素直に認めるのはちょっとアレですね……。太子殿下はなんというか、一ひと癖くせ……いえ、二癖、三癖ぐらいある方です」

「うん、ザインお兄さんが『こいつは厄やつ介かいだ』って思う優秀な人なんだね。なんとなく想像つくよ」

「あなた本当に賢いですよね……」

　親の顔が見たいものだと疲れた顔でファリドを褒め称たたえ、ザインは人の多い方へと歩いていく。

　ついに見覚えのある目抜き通りに出たとき、道行く人々が慌あわただしく左右に分かれていくのが見えた。

　店の商人達は物を売る手を止めて跪ひざまずき、小さな子供を連れた母親達は我先にと通りから去っていく。残った人々も目配せをし合いながら脇に退さがる。

　広い通りはあっという間に人がいなくなり、大きく開けた。

　ライラが驚いて見ているうちに、水を撒まきながら歩く奴隷達が現れる。

「貴人が来るようです。私達も下がりましょう。目をつけられては面めん倒どうだ」

　ザインが素早くささやき、ライラとファリドはうなずいて人波の奥へと紛まぎれた。地元の人々が平へい伏ふくしているため、理由を知らない旅人達も空気を読んで跪くなり物もの陰かげに隠れるなりしていく。

　ライラも町人同様砂地に膝ひざをつき、頭こうべを垂たれて行列を待った。

　やがて砂すな煙けむりが上がらないよう水を打たれた広い道に、甲かん高だかい鈴の音ねが響き始めた。

　次いで旗を掲かかげた大勢の兵が現れ、平伏する民たみの間を楽隊を連れた豪ごう奢しやな行列がゆっくりと通り過ぎていく。水を撒いたために、百人近い奴隷や兵士の跳はね上げる泥どろが辺りに飛び散ったが、民は誰一人として顔を上げなかった。

　タンバリンや大おお太だい鼓こ、鈴を持った楽隊が賑にぎやかに音を鳴らしているのに、奇き妙みようにしんとした空気が辺りを包み、頭を垂れたライラの背が薄ら寒くなる。

　こうして平伏しているのに、民がこの行列を拒きよ絶ぜつしているように感じたのだ。

　静まりかえった大通りを行列は進み、やがて市場スークを抜けて去っていった。

　行列の最後尾が見えなくなると、一気に空気が緩ゆるみ、人々が笑顔で店先に戻っていく。買い物をする客や子供達も現れ、ライラが尋ねるより早く、あちこちで旅人と地元の人々との会話が漏れ聞こえた。

「あれがハマーの町にいた元副ふく王おうのルスタムだよ。ほら、三年前の反はん乱らんの……」

「図ずう々ずうしいね。結局マリク太子に反乱を鎮しずめて頂いたのに、ふんぞり返ってあんな行列を」

「ハマーの息子むすこのところに行ってただけだろう？　お情けで息子を副王に就つかせてもらったんだ、おとなしくしておけばいいものを！」

「ホスロー王はあの男に甘すぎるよ。早く処しよ分ぶんすればいい」

「行列の前に出ただけで子供を鞭むち打うつなんて、まったく悪霊シヤイターンのようだよ！」

　あちこちで上がる悪口や怨えん嗟さの声の中を足早に通り過ぎ、ザインは引いていたライラとファリドの手を離した。

「なるほど。どうりで似ているはずだ」

「誰に？」

　息いき詰づまる人ごみを抜けてほっとしたライラに、ザインは宮殿へ向かっていく行列を顎で示した。

「ベルガの前副王ルスタム様と帝王ホスロー様ですよ」

「ザインったら、さっきの方のお顔を見たの？　危ないわ！」

　もし見み咎とがめられれば、不ふ敬けい罪ざいで罰ばつされるかもしれない。

　副王とは主おもに国土の広い国に置かれる地ち方ほう長ちょう官かんだが、王族が務めることが多く、権けん威いのある存在だ。

　慌てるライラにザインは軽く笑う。

「遠目なので大丈夫ですよ。帝王と前副王は双子ふたごだと聞いていましたが、確かに顔だけはよく似ている。ハマーの民の反乱を受けて失しつ脚きやくしたはずですが、ホスロー王がベルガへ呼び寄せたようですね」

「町の人に反乱を起こされるなんて、前の副王様は駄目なことをしたってことだよね？　王様の弟だからって王都に戻ったりしてもいいの？」

　頭の回転で負けているらしい。ファリドに先に言われてしまい、出で遅おくれたライラも同意した。

「しかも息子さんが副王に就いたって……。ハマーの人達は納得しているのかしら？」

「息子については特に悪い噂うわさは聞きませんね。罪つみを犯おかしたために代替わり、というのはよくある償つぐない方法ですし、上手くいっているのかもしれない。それよりもベルガの町民の反応が気になりました。ファリドの言う通り処しよ遇ぐうが釈しやく然ぜんとしない上に、ルスタム殿どのも反省していないようだ」

　確かに、今日の民の反応は明らかに侮ぶ蔑べつと憤いきどおりだった。

　だが、今やっと行列の最後が見えなくなろうとしている丘を見上げ、ファリドはぽつりとつぶやいた。

「でも、僕もお姉ちゃんが悪いことをしたら庇うかもしれない……」

「ファリド……。そうね、兄弟ならそうかもしれないわね」

「私は叩たたきのめしますけどね。悪いことをしたら叱しかるのが本当の愛というものです」

「………………ザインお兄さん、兄弟きようだいいる？」

　上うわ目めづかいで見上げるファリドに、ザインはくすりと笑った。

「あなたのような賢い弟なら可愛がりますよ？」

「僕、やっぱりお姉ちゃんがいいなぁ……」

　割合に仲良く歩く二人の背中を見て、ライラは質問を躱したザインに驚おどろいていた。

（ザイン、兄弟がいるんだわ……）

　今まで、そんなことを考えたこともなかったのだ。

（でもそうよね。五歳違いのシャールカーンと乳ち兄きよう弟だいなんだから、弟か妹がいることになる）

　旅の途中で聞いていたはずなのに、こうして話に上がるまで思い出すこともなかった。

　ザインに弟か妹がいる────。

　なぜだかは分からない。

　ただ、その事実に急に胸が高鳴ったのだ。

　とても不思議な感じがして、また、彼がその兄弟を残してまでエルサムを出たという事実が脳のう裏りをよぎった。

　何があったかをこちらから聞くつもりはない。

　確実に楽しい理由ではないだろう。兄弟の話すら躱した彼がそう簡単に話してくれるとは思えなかった。

　だからなのかもしれない。

　騒さわぐ鼓こ動どうを抑え、ライラは湧わき立つような感情の名に思い当たった。

（……私、喜んでいるんだわ）

　自分の知らないザインを知れたことに。

　静かに目を閉じ、自問した。

　ああ、本当に──。

（怖いとも思うのに、どうしてこんなに知りたいと思うのかしら──）

　全く摑めない、どう動くのかも分からない自分の心にライラは嘆たん息そくした。







　ザインに連れられ、緑の茂しげる坂道を上ったライラとファリドは無事に宮殿に辿たどり着いた。

　ベルガ宮殿はせせらぎの流れる庭園を持つ、まるで楽園のような宮だ。ザインが門番の衛え士じに何事かを話すと、驚いたことにそれだけですんなり中へ通された。

　花々が咲き乱れる庭園へ案内され、ほどなくして兵士がやってくる。

「お待たせいたしました、ザイン・エル・カマラルザマン様。さあ、こちらへどうぞ」

　兵士は丁てい重ちように額手礼サラームをし、三人を先せん導どうして歩いていく。

　庭園から回かい廊ろうに入ればどの扉も大きく開かれ、屋内に設しつらえられた泉せん水すいが涼しげな音を立てて流れ落ちていた。広間には黄おう金ごんの巨大な釣つり燭しよく台だいが提さげられ、宮殿全体に澄んだ香りが漂ただよっている。

　素晴らしい宮殿は月の丘で慣れたはずだが、それでもライラは見み惚とれてしまった。

「本当に水が豊かな宮殿だわ。ねえファリド……ファリド？」

　隣となりを歩くファリドは先ほどから黙りこくり、しきりに鼻をひくつかせている。

　理由を察さつしたライラが身を屈かがめると、ファリドは背伸びをしてささやいた。

「やっぱりこの匂いだ。お姉ちゃんを攫ったやつの」

「乳香ですね」

　小さな声なのに聞こえたらしい。振り返ったザインにファリドはうなずいた。

「でもこんなに強くない。手が届きそうなぐらい近くにいたけど、少し感じただけだった」

「…………」

　ザインは無言で前を向いた。

　彼が何を考えているのか、ライラには聞かなくても分かった。

（確かにこの宮殿で働くなら、匂いは消せないぐらい移るに違いないわ）

　ザインは自身の立てた仮説のことを考えているのだ。

「どうぞ、こちらの奥においででございます」

　白金の環わがついた白びやく檀だんの扉が開かれ、兵士は一礼したまま外に残る。

　三人だけで部屋に入ると、ザインは迷わず部屋の奥へ向かった。

　足を踏み入れたそこは、ライラが呆ぼう然ぜんとしてしまうほど夥おびただしい数の本が納おさめられた図書館だ。

　部屋の様子からして、今から会うのは帝王ホスローではないだろう。本に目を奪うばわれて止まりがちになる足を動かし、ライラはザインを追った。

「ここでいったいどなたがお待ちなの？」

「ベルガの魔術師で頂点に立つ方ですよ」

「一番偉い魔術師の方？」

「ええ。ベルガどころか当代一です」

（……当代一──？）

　言葉に引っかかり顔を上げたライラに、ザインは前を向いたまま、ゆっくりとうなずいた。

「そう。バスラムの教主に呼ばれ、ルーダイナの声を封じた魔術師です」

「──！」

　最さい奥おうにはもう一つ扉があり、ザインはためらいもなくその真しん鍮ちゆう環かんの叩き金を打った。

「どうぞ、入りなさい」

　低い男の声が答え、ザインが扉を開く。

　そこは、大人が五人も入ればいっぱいになってしまいそうな、小さな四方形の部屋だった。

　硝子ガラスがはめ込まれた高い天てん井じようからは明るい陽光が射し込み、大小様々な書ク見ル台シがそこかしこに散らばっている。高い天井まで届く本棚には、木製の大きな梯はし子ごが立て掛けられていた。

　中には絹の大きなクッションが置かれ、座していた男がゆっくりと立ち上がる。

「ザイン、本当に君なのか？　いったいこんな遠いところまでどうして」

　低い、響きのよい声だ。

　ザインが深く腰を折って礼をし、ライラとファリドも慌てて倣ならう。

「あなた様の平安と祝福をお祈りいたします。ご無ぶ沙さ汰たしています、イブン・スィーナー様。あなたがいらしてよかったですよ」

「君が来たというから偽にせ者ものではないかと疑ったが、本物だったか。ようこそベルガへ。君の上にも平安と、カドル神の慈じ悲ひと祝福あれ」

　イブン・スィーナーと呼ばれた男の返礼が聞こえ、やっと顔を上げたライラは、その姿し勢せいのまま張はり裂さけそうなほど目を見開いた。

　数秒、呼吸が止まった。

　目の前に立つ男はターバンを着けず、金の縁ふち取どりをした紫の大だい長ちよう衣いを身につけている。

　当代一と聞き老人を想像したが、魔術師イブン・スィーナーは思った以上に若かった。

　まだ三十代半なかばだろうか。緩く一つに編まれた、漆しつ黒こくの長い髪と鋭い鳶とび色いろの瞳。

　まるで勇ゆう士しのようにがっしりと骨ばった体格は長衣を着ていても明らかで、左の額ひたいから右の頰の中ほどまで斜ななめに深い切きり傷きずが刻み込まれている。寡か黙もくさを体たい現げんするような真ま一いち文もん字じの唇は、ひとたび閉ざされれば簡単に開きそうにない。

　たたずまいは静かなのに、全身から放たれる覇は気きは歴戦の将しようのようだった。
















　だが、ライラを驚かせたのはそんなことではない。

　鼓動が速まり、幾いく度どか経験したことのある違い和わ感かんが襲おそいかかってくる。

（この方……！）

　凍りつくライラの前で、ザインとイブン・スィーナーは穏やかに話を進めた。

「ホスロー王にお話がありますので、こちらで滞たい在ざいの許可を頂こうかと」

「いま陛へい下かに報しらせを向かわせた。君が来たと知れば驚くし、お喜びになるだろう。連れの二人は？」

　切れ長の鋭い瞳に見み据すえられ、ライラはやっと自分が不ぶ躾しつけな視線を送ってしまっていたことに気がついた。ファリドにさりげなく袖そでを引かれ、我われに返ったライラが目を伏ふせるとザインは如じよ才さいなく言葉を挟はさんだ。

「私の友人達です。陛下に訴うつたえを聞いて頂きたいというので連れてきました」

「そうか。まずは部屋で休みなさい。じきに案内の者が来るだろう」

「ありがとうございます。では行きましょう、ライラ」

「あっ、は、はいっ」

　ザインに声を掛けられ、ライラは裏返った声でなんとか返事をして後に続く。

　だが、部屋の入り口のところで少しだけ振り返り、またすくみ上がりそうになった。

　イブン・スィーナーがじっとライラを見つめていたからだ。

　慌てて一礼し部屋を出たが、心臓が激はげしく脈打って息が苦しい。

　ザインの後を追いながら、ライラは何度も唾つばを吞み込んで騒がしくなる鼓動を静めた。

（いいえ、きっと私の思い違いだわ）

　もう一度きちんと確認してみた方がいいだろう。

　気のせいかもしれない。そうでなければ、何か、意味のある魔術の品なのかもしれない。

　簡単に疑いをかけるのはよくない。

　だがこの胸騒ぎが確かならば────。




（────あの方は、人間を何かの姿に変えて身に着けている……！）
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「驚おどろいたでしょう？　後宮ハリムの女によ官かんが本ほん殿でんを歩き回って」

　本殿に飾る花を取り換かえて歩きながら、古ふる株かぶの女官が振り返る。

　水差しを手に従したがっていたマルジャーナは、素直にうなずいた。

「はい、とても。他国では女官や妻さい妾しようの外出は禁じられていると聞きますもの」

　帝王スルタンホスローにライラとファリドの姉の捜そう索さくを願い出てから、マルジャーナは当初の予定通りベルガの後宮に入っていた。

　もちろん妻妾としてではなく、下働きとしてである。ホスローには客として滞たい在ざいするよう勧すすめられたが、ただ待つだけは性しように合わず、また情報も集まらないだろうと判はん断だんしたからだ。

　マルジャーナを案内して歩くのは、ホスローの最初の妃きさきバドルに仕つかえていたという中年の女官だった。

「他の国では女官というと側そく室しつ候こう補ほでしょう？　でももう誰もそんなことを思っていないの。バドル妃ひにお仕えしていた私達は年を取ったし、妃も側室もいない後宮なんて働く人が少なくなるばかりだわ」

　古株の女官は頰ほおに手を当て、惜しむようにマルジャーナを見つめた。

「ごめんなさいね、あなたのような美しい方に下働きの真ま似ねをさせて。マリク殿でん下かがお元気ならきっとあなたをお召めしになったでしょうに。ああ、早くご病気を治して頂きたいわ」

「いいえ、私が太子様のお相手など恐おそれ多おおいことですわ。ですが、マリク殿下はご病気でいらっしゃるのですか？」

　ベルガ王国の太子、マリク・ファルーズは今年で二は十た歳ちのはずだ。

　マルジャーナが姿を見たのは去年の春の大祭イードが最後で、そのときには病やまいの気配など微み塵じんもなかった。中性的で美しい顔立ちをしているが、聡そう明めいで父親よりやや冷めたものの考え方をする。成人前からベルガの国こく政せいに携たずさわっていたらしく、臣しん下かや国民から寄せられる信しん頼らいは絶大──……というのがマルジャーナの知るマリクの姿だ。

「皆様とても心配なさっているのではありませんか？　マリク殿下は唯ゆい一いつのお世よ継つぎですもの」

　領内のシルワンでは全くそんな噂うわさは聞かなかったが、まだ情報が出回っていないだけかもしれない。そう考え尋ねたが、女官はあっさりと首を横に振った。

「分からないわ。だってご病気じゃないかって私が勝手に思っただけだもの。ここ二ふた月つきほどお姿が見えないし、ご公こう務むに関しては全て陛へい下かが断っていらっしゃるの。外へお出ましになった様子もないから、宮きゆう殿でんの中にはいらっしゃるはずなんだけど」

「陛下からご説明はございましたの？」

「何もないわ。ただ、思い返してみれば二月前は侍じ医いの姿をよく見たし、女官長様が本殿に行くことが多かったから、あれは看かん病びようだったのかしらって。最近は全然そんなこともなくなったのだけど」

「それは……」

　奇き妙みような胸むな騒さわぎに襲おそわれマルジャーナが質問しようとしたとき、女官が軽く目め配くばせした。

　静かに回かい廊ろうの壁かべ際ぎわに退さがり、頭こうべを垂たれる。前方からやってくる男性の姿にマルジャーナも貴き人じんだと察さつし、素早く女官に従った。

　乳にゆう香こうの香りが徐じよ々じよに強まり、兵士や奴ど隷れい達の足音が高くなっていく。

　低い声が聞こえたのは、マルジャーナの前を数人が通り過ぎた後だった。

「待て」

　大だい理り石せきの床を見つめるマルジャーナの視界に、真しん珠じゆを飾った絹きぬの靴くつが映る。先ほど通り過ぎたのが先さき触ぶれの小こ姓しようと考えれば、この中で一番身分の高い人物がマルジャーナの前に立っているのだろう。

「見たことのない女だな。もしや後宮に入ったのか？　面おもてを上げろ」

「はい」

　怖おそれることなく顔を上げたマルジャーナだったが、相手の男を見て危うく表情を変えそうになってしまった。

　宝石を飾ったターバンを着けた男は濃こい茶色の瞳ひとみをしていて、雰ふん囲い気きは正反対だが、驚くほど帝王ホスローに似ていたのだ。

（表情を変えてはいけない──）

　マルジャーナは直感し、もう一度礼をすることで心を静め再び向かい合った。

「後宮商人の紹介にて、新しく雇やとわれた端はした女めにございます」

　過か剰じような反応をしてはいけない。この男は「陛下にあまりに似ていて驚いたのです」という理由で和なごんでくれるような人物ではない。下へ手たをすれば機き嫌げんを損そこね、斬きり殺ころされる。鞭むちや太た刀ちを提さげた奴隷達を傍かたわらに従えているのも、権けん力りよくを誇こ示じする性質であることを物語っていた。

　男は無言でマルジャーナを見つめる。

　面紗ヴエールを被かぶった頭から足元まで、体つきやその美び貌ぼうをしげしげと打ち見て、そして、薄うすく唇くちびるを開いた。

　ゆっくりと、歪いびつに笑ったのだ。

「無む駄だなことを……」

　全身の毛が総そう毛け立だつほど、低く冷たい、それでいて奇妙に嬉うれしそうな声だった。

　凍りついたマルジャーナを置いて、男は興味をなくしたように去っていく。

　行列を作っていた兵士達も長い回廊の奥に消え、姿が見えなくなったことを確認してから女官が声を掛けてくれた。

「大丈夫？　鞭打たれたりしなくてよかったわ……」

　返答次第では鞭打たれることもあるのだろう。

　あからさまに安あん堵どされ、緊きん張ちようから解かい放ほうされたマルジャーナも全身の力を抜いた。

「あの方はどなたですか？」

「ハマーの町で副ふく王おうをなさっていたルスタム様よ。視し察さつに行っていらしたそうだけど、お戻りだったのね」

「あの方が副王様ですの？　三年前の反はん乱らんの……」

　うっかり口が滑すべってしまったが、女官は特にマルジャーナが反乱を知っていることを気に留とめなかった。花を抱かかえなおし歩き出す。

「ええ。乳香や奴隷の売買を規き制せいしたり、税金を多く取り立てたり……。ホスロー陛下に内ない緒しよでお金かね儲もうけをしていたのよ。ハマーの町の人達がそれに反抗して、結局ルスタム様は副王を降ろされたのだけど」

　お金儲けというと軽い言い方だが、王都を差し置いて地方が過剰に富とみを蓄たくわえるのは帝王に対する反逆だ。戦いくさの用意をしていると捉とらえられても仕方がない。

　実際に戦を起こす気がなかったとしても、蟄ちつ居きよぐらい命めいじられるべきだろう。

　マルジャーナの物言いたげな視線を受け、女官は声を潜ひそめた。

「ルスタム様は陛下の双ふた子ごの弟君なのよ。だから陛下も憐あわれまれて、大臣ワジールの末まつ席せきとして職をお与えになったの。陛下はとても愛情深い方だから……」

（双子……）

　となると、あの似ようにもうなずける。

「臣下の方々はその待たい遇ぐうに納なつ得とくを？」

「まさか。周囲の反対を陛下が強引に押しきられたのよ。ホスロー陛下はとても素晴らしい方だけど、ご家族にはあまり恵まれていないわ。マリク殿下のご生母妃セツト・バドル様は早くに亡なくなられ、次に妃に上がったご側室のザヒア様は行方ゆくえ知れずになってしまったし」

「行方知れず？　後宮からいなくなったということですの？」

　周しゆう知ちの事実なのか、女官は特に隠かくすこともなく話してくれた。

「十年ほど前にね。何があったかは誰も知らないわ。妃に上がってすぐに消えたから、攫さらわれたって言う人もいるし、自分から逃げたんだって言う人もいる。陛下も行方を捜さがされたけど、結局見つからなかったみたいだし」

　言葉をなくしたマルジャーナに、女官は「実はね」と身を寄せてきた。

「ザヒア様はね、ご懐かい妊にんなさっていたのよ」

「まあ！」

　教主の寵ちようを争あらそう立場にいなかったとはいえ、マルジャーナも愛あい憎ぞう渦うず巻まく後宮で育った娘だ。後宮において主の寵愛を受けること、ましてや子を成なすことが、どれほど多くの敵を作ることかはよく分かっている。それは栄えい華がと共に、命の危険の始まりだ。

　女官も同じように考えていたのか、大きくうなずいた。

「そう、他の女官の嫉しつ妬とを買ってお命を……って後宮の皆は噂していたわ。だってね、陛下は早々に行方探しをあきらめてしまわれたし、女官長様や宦かん官がん長ちよう様なんてはっきりと『もう忘れなさい』なんて言ったのよ？」

「…………」

「本当に惜おしいこと。無事にお生まれなら、たとえ女のお子様でも婿むこを取って国を継つぐことができたでしょうに」

　女官は心底残念そうに深いため息をつく。唯ゆい一いつの太子であるマリクの姿が見えず、宮殿で働く者達の間にも微かすかな不安が広がっているのだろう。

　マルジャーナは人知れず目を伏ふせた。

　妃の捜索を帝王が早々にあきらめ、女官長や宦官長のような後宮の管理者が「もう忘れろ」と言った。

　もしかすると、ホスローや後宮の上じよう長ちようはザヒア妃の末まつ路ろを知ったのかもしれない。

（──本当に、後宮とは怖おそろしくも不自由なところ）

　改めて自分の運の良さが身に沁しみる。

　後宮に入りながら人じん格かく者しやである姫に気に入られ、主あるじ以外の別の男性に恋をし、その人と結ばれる可か能のう性せいまで出てきた。

　それは、震ふるえが走るほど怖ろしい現実だった。

　昔はシャールカーンと添そい遂とげるなど、夢でもありえないと思っていた。

　シャールカーンはジャスミンの婚約者であり、エルサム王国においても、彼が教主の姫を妃に迎えることは大きな意味を持っている。それが、こうしてジャスミンとルーダイナの結婚が教主に認められたにもかかわらず、エルサム側が食い下がる理由だ。

　マルジャーナを妻にするなら出て行けと言われている────。

　ライラは「出て来たのだからいいはず」と言ったが、あれはそんな単純な意味ではない。

　出て行く、とはエルサム王国の庇ひ護ごを失なくすこと。

　エルサムの帝王は、逃げるなら今後は敵とみなし追おつ手てを差し向ける、と言ったのだ。

（──要するに、死ねということ）

　マルジャーナは冷たい水差しを胸に抱いだき、目を閉じた。

　思い返すたびに足から力が抜け、恐怖に立ちくらみそうになる。

　シャールカーンが父からそう宣せん告こくされているのはずっと知っていた。だから、どうあっても自分をあきらめてもらいたかったし、マルジャーナ自身も彼に恋をしたままではいけないと思い、忘れるように努つとめた。

　だが、そんなマルジャーナをシャールカーンはいつも叱しかった。

　そしてジャスミンとの関係を繫つなぎつつ、最後の最後まで皆が幸せになれる道を探してくれたのだ。鬼神イフリートラーフに攫われた婚約者を助けると言えば、シャールカーンを非ひ難なんできる者はいなくなる。バスラムのためでもあり、エルサムのためでもある──、その名目を立てて自由に動ける唯一の瞬間を彼は逃のがさなかった。

　そして、目もく論ろ見み通り強大な魔ジ神ンルーダイナの加か護ごを得えて、命の危険なくエルサムから逃のがれる術すべを手に入れたのだ。ルーダイナがいる限り、どんな王国も魔神も敵かないはしない。

　ルーダイナとジャスミンを無事に救い出したとき、シャールカーンは確信したのだ。もうエルサムを敵に回しても生きられる、と。

　行動力のある王子に、マルジャーナの瞳が潤うるんだ。

（殿下にお会いしたい……！）

　彼は、立ち止まり、すぐにうつむくマルジャーナを叱ってくれる。まだ行ける、まだ大丈夫だと励はげまし、暗い泥どろの中から引っ張り上げてくれるのだ。

（そうよ、頑がん張ばらなければ……！　ライラの行方だってまだ摑つかめていないのですもの）

　気持ちを立てなおし後宮に戻ると、すぐに女官長の声が掛かった。

「マルジャーナ、おいでなさい。陛下がお客様のお相手をお願いしたいと仰おおせよ」

「お客様……でございますか？」

　なぜ新しん参ざん者ものの自分が指名されるのか。疑問を感じつつマルジャーナが水差しを置いて側へ寄ると、女官長がうなずいた。

「エルサム王国からイブン・スィーナー様のご友人の剣士様がいらしています。蒼そう天てんの間まにいらっしゃいますから、陛下のお時間が空あくまでお世話して差し上げて」

「エルサムの？」

　どきりと心臓が大きく跳はねる。もしや、と息を詰つめるマルジャーナに女官長は言った。

「ザイン・エル・カマラルザマン様と仰おつしやる方ですよ。遠いところなのによくいらしてくださったこと。陛下があなたにお相手させるようにと」

「はい！　すぐに参りますわ！」

　気がつけば女官長を遮さえぎるほど元気よく返事をしていた。
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「ライラ!?」

　驚きの声を上げて部屋に入ってきた女性を見て、クッションに腰かけていたライラは跳ねるように立ち上がった。

　顔を輝かがやかせて思いきり両りよう腕うでを広げる。

「マルジャーナ!!」

　ぶつかるようにして抱だきつけば、マルジャーナはしっかりと抱きしめ返してくれた。

　その確かな感かん触しよくに、思わずライラの目め頭がしらが熱くなる。

（無事だったんだわ……！）

　離れ離れになったときと変わらず元気そうだ。ライラは喜びのあまり声を詰まらせた。

「よかった、マルジャーナ……！　あなたが無事で！」

「私もですわ！　ライラ、よくぞご無事で……！」

　部屋の中には小こ姓しようや奴隷達がいたが、かまわず二人は無事を喜び合った。

　ザインに「大丈夫」と言われていても、やはりこうして無事な姿を見るまでは安心しきれなかったのだ。

　二人して泣いてしまったので笑いながら溢あふれた涙を拭ぬぐい、マルジャーナは側そばへ来た少年に礼を述のべた。

「ファリド、ありがとうございます。ライラを捜してくれたのですね」

「うん。ライラお姉ちゃんを見つけてくれたのはザインお兄さんだけどね。ベルガの奴隷市を調べて、マルジャーナさんがここにいるって分かったから迎えに来たんだ」

　期待以上の働きをしてくれた少年の額ひたいに感謝の口づけをし、マルジャーナはライラから腕を解ほどく。そして、クッションに腰かけたザインのもとへ進み出た。

　悠ゆう然ぜんと座る男の前に跪ひざまずき、深々と頭を垂れる。

「ザイン様、本当に申し訳ありませんでした。罰ばつは覚かく悟ごしておりますわ。ライラを連れだしたのは私です」

「待って！　違うわ、私が行きたいと言ったのよ！」

「違うよ、悪いのは僕だ！」

　ここでマルジャーナが責せめられるのは間違っている。

　ファリドと二人して懸けん命めいに訴うつたえると、ザインはその必死の形ぎよう相そうに苦笑した。

「怒ったりしませんよ。全員無事に見つかったのでよしとしましょう。私もマルジャーナ相手に強く言うわけにはいきませんからね」

　いくら身分的に下とはいえ、マルジャーナはザインにとって主しゆ君くんの恋人だ。

　怯おびえることもなかったと肩の力を抜いたライラだが、顔を上げたマルジャーナは怖おそれ慄おののきよろめいた。

「ま、まさかお許し頂けるとは思いませんでしたわ……ッ！　さすがはライラ……!!」

「私!?　私がなに!?」

　何かしたかと焦あせる間に、マルジャーナの言葉の意味を悟さとったファリドは青ざめる。

「ライラお姉ちゃんが無事で本当によかった。僕、半分棺かん桶おけに入りかけてたんだね……」

「いえ、ファリドはすでに全身入っていたかと……。蓋ふたを閉められなくてよかったですわ。とりあえず、極めて珍めずらしいザイン様のご寛かん恕じよに感謝申し上げます。ダハナシュからバスラムに知らせが行きましたの？」

「あなた方は地味に失礼ですね。……まあいいですが。知らせではなく偶ぐう然ぜんですよ。教主カリーフア様にご挨あい拶さつだけして月つきの丘おかに帰ったら、ちょうどファリドに出で会くわしたんです。その日のうちにライラが見つからなければルーダイナを呼ぼうと思いましたが、運よく見つかりましたので」

　そう言って、ザインは心底安堵したように微笑ほほえんだ。

「マルジャーナも無事でよかったですよ。まあ、あなたなら一人で切り抜けているだろうと思いましたが」

「そんな、『だからたいして捜しませんでしたよ、すみません』だなんて。大丈夫ですわ、ザイン様のことは最初からあてにしておりませんでしたもの。とにもかくにも、ライラを助けてくださってありがとうございました」

「ですよね！　私もあなたならそう言うだろうと思っていましたよ！」

　ハハハ、フフフ！　と二人は声を上げて笑い合う。

　十年来の幼おさな馴な染じみ達は完かん璧ぺきに互いの行動を読んでいたらしい。楽しげなやり取りに、ライラはしみじみと称しよう賛さんの声を上げた。

「素敵な関係ね」

「素敵!?」

　ザインとマルジャーナの声が重なる。二人の顔があまりにも驚きよう愕がくに包まれていたため、ライラはおろおろしてしまった。

「信頼し合っていたのだと思って。違った？」

「………………信頼……っ!?　思いもよらない感想ですよ……!?」

「素敵とか、ザイン様との会話で言われたことのないお言葉ですわ……！」

　気け圧おされたように上体をよろめかせ、ザインとマルジャーナはなぜか額の汗を拭う。かなりの動どう揺ようを見せた二人に、ファリドが納得顔でうなずいた。

「うん、ライラお姉ちゃんってそういう人だよね」

「そ、そういう？」

　どうやらずれた発言だったらしい。うろたえるライラに、ザインは「いえ」と感心したように首を振った。

「あなたにかかれば、世の中の人間全て善ぜん人にんになりますね……。いいですよ、私、あなたのそういうところが好きですから」

「ええっ!?」

　さらりと言ってライラをあたふたさせ、体たい勢せいを立てなおしたザインはふいに真顔になった。

「ところでマルジャーナ、本当に後宮ハリムに入れられたわけではありませんね？」

　同じく感かん嘆たんの面おも持もちでライラを見ていたマルジャーナも、問いかけに居住まいを正す。

「もちろんですわ。ホスロー陛下はすでに私の自由を約束してくださっています」

「それはよかった。心配はしていませんでしたが、万が一マリク殿下に気に入られては面めん倒どうだ。お二人に挨拶とファリドの姉の話をしたらさっさと帰りましょう」

　やっと当初の目的が果たせそうで、ライラとファリドは二人してほっとしてしまった。

　だがマリクにも会うつもりらしいザインを、マルジャーナが素早く止める。

「ザイン様、噂によればマリク殿下はご病気のようですわ。ここ二月ほどお姿が見えないと女官が申しておりました」

「……病気？　あの方が？」

　信じられないのか、不ふ審しんそうな顔をしている。壁際に控ひかえる小姓達に聞こえないよう「殺しても死なないと思っていたのに」とつぶやき、悲ひ痛つうな表情を作った。

「それは大変だ。早くよくなって頂きたいですね、唯一の跡あと継つぎですし。この国が教主様から命じられた誰かの手に渡るとなると、よほどの人物でないと難むずかしい」

　帝王位とは多く世せ襲しゆうの形を取られているが、原則は教主の一声で決まる。

　もしも今日、教主が「ベルガの帝王を誰それに任まかせる」と一言言えば、ホスローは即そつ刻こくその地位を明け渡さなければならないのだ。領りよう土ども富も、全てが次の帝王のものになる。

　もし唯一の太子マリクに何かがあれば、ホスローの死後は全く別の誰かにベルガが託たくされるのだろう。

　会話を聞き、ファリドが小首を傾かしげた。

「でも今の副王様はいい人なんでしょう？　副王様のお父さんは帝王ホスロー様の弟なんだよね？　一応親しん族ぞくなのに継がせないんだ」

「いい人というか可もなく不ふ可かもな……いえ、いい人と聞いていますね。確かに副王様はホスロー王の甥おいに当たりますが、帝王にはなれないでしょう。父親であるルスタム様がご健けん在ざいですし、副王様が帝王になるには民たみが納得できる強い何かがないといけない」

　息子が帝王になれば、ルスタムが政せい治じに介かい入にゆうしてくることは必ひつ至しだ。民もそれを承知しているし、ホスローがそれを見越さないわけがない。それでも今の副王を帝王に……というならば、太子マリクを超える人望かそれに代わる別の要よう素そが必要になる。

「それにホスロー王はそこまで富と栄華に執しゆう着ちやくする方ではありませんよ。憂うれいのある親族に国を任せるぐらいなら、赤の他人でも徳とくのある方に渡したいと考える理性的な帝王です」

「そっかぁ。うん、でも僕もベルガの民だからその方がいいかな」

　平和に見えるベルガ国内にもいろいろと問題がありそうだが、それ以前にライラには気になったことがあった。

（太子殿下がご病気……。外に出られないような病を二月も……？）

　ライラは故こ郷きようの村では薬くす師しとして過ごしてきた。この中では一番病についての知識があり、経験もある。

　だからこそ、気になった。

　皆の話が途と切ぎれた頃を見計らい、ライラは小姓達に聞こえないよう極きよく力りよく声を潜めて遠えん慮りよがちに言った。

「あの……太子様はご病気で寝込んでいらっしゃるの？　怪け我がとかではなくて？」

　気をつけたつもりだが、声に不安が出てしまったらしい。

　マルジャーナとザインがわずかに表情を変えた。

「詳くわしい理由は不明ですが、宮殿にはいらっしゃるそうですわ。ただ、二月前までは看病の女官や侍医がいたらしいのですが、最近は見かけないそうです」

「どうかしましたか？　何か気になることでもありましたか？」

「ライラお姉ちゃん？」

　同じような歯切れの悪さを感じたのか、ファリドも心配そうにライラを見上げてくる。

　皆に覗のぞき込まれ、ライラは曖あい昧まいに微笑んだ。

「……ううん。その、寝込むほどの大きな病気で、二月は長いなと思ったの。もうお医者様の姿が見えないなら治っているのかもしれないわね」

　ライラは努めて明るくそう言ったが、三人は一いつ斉せいに口をつぐんだ。

　ほんの一瞬、場がしんと静まる。

　もちろん、軽い病なら長く続くものもある。だがマリクは姿すら見せないという。

（怪け我がや、なにか他の理由ならいい。でも、もしも病だとしたら……）

　治らないなら効きく薬がないということであり、そんな状態で重じゆう病びよう人にんが生きていられた例は聞いたことがない。言い方は悪いがとっくに死んでいると考えた方がいいだろう。

　冷やりとした沈ちん黙もくが流れ、ファリドがたまりかねたように口を開く。

「ライラお姉ちゃんの言う通り、治ってるのかもしれないね。ほら、病気じゃないけど起きられない理由があるとか……」

　気き遣づかいのある少年の言葉に、だが、同意する者はいなかった。

　──もしや、たった一人の太子の死を公表できずにいるのでは……？

　四人ともがその推すい測そくにぶちあたったとき、応こたえるように声が響ひびいた。

「その通り」

　ライラとファリドがびくんと身体からだを揺ゆらし、ザインとマルジャーナが反射的に背後を振り返る。

　いつの間に入ってきていたのか。

　四人の集まる蒼天の間に、紫むらさきの大長衣を纏まとった一人の男が現れていた。
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　ゆっくりと歩を進める魔ま術じゆつ師し、イブン・スィーナーの瞳は四人の中のたった一人に向けられている。

　縫ぬいとめるような鋭するどい視線を受け、ライラは身動きもできずに彼の歩みを見つめていた。

　胸が騒さわぐ。強きよう烈れつな違い和わ感かんと、人間であった『物』の放つ奇妙な波は動どうがライラを落ち着かなくさせる。

（──間違いじゃないわ）

　この当代一の魔術師は、確かに人間を何かの姿に変えて身に帯びている。

　座ったままの四人の前に立ち、イブン・スィーナーは軽く手を上げた。それだけで蒼天の間にいた小姓や奴隷達が音もなく退出していく。

　人がいなくなったことを気配で確かめるように目を閉じ、やがてイブン・スィーナーは静かに口を開いた。

「君が、ゾライクの姿を戻したという魔術師か？」

「ゾライク……？」

　途と惑まどうライラに理由を察したのか、イブン・スィーナーは言い改めた。

「ゾライクは奴隷商の奸かん婦ぷダリラの弟だ。一味の頭とう領りようだが、悪あく行ぎよう尽つきないため私が驢ろ馬ばの姿に変えて捕とらえていた。本当に君が戻したのか？」

「は、はい！　知らないこととはいえ、本当に申し訳ありませんでした！」

　せっかく悪さができないようにしていた罪ざい人にんを、むざむざ解放してしまったのだ。

　しかしイブン・スィーナーは緩ゆるく首を振る。

「いや、君を罰しに来たわけではない。頼たのみたいことがあって来たのだ」

「え？」

　イブン・スィーナーは背はい後ごの壁かべに歩み寄ると、掛かけられた群ぐん青じようの帳とばりを開いた。

　驚いたことに奥は広い石の通路になっており、そこに一人の人物が立っていたのだ。

「すまぬな、妙みようなところから出てきてしもうて」

　苦笑しながら部屋へ入ってきたのは恰かつ幅ぷくのよい壮そう年ねんの男性で、美しい絹の長上衣カフタンを幾いく重えにも重ねて身に着けている。

　ザインとマルジャーナが男性に向きなおり、恭うやうやしく両手の間の床に額をつけた。察したライラとファリドも慌あわてて倣ならい、言葉を待つ。

「皆、顔を上げなさい。久しいな、ザインよ。シャールカーンの婚こん礼れいでは驚いたぞ。まさか鬼神を倒たおしに行っていたとは」

「帝スル王タンホスロー様の上に平安あらんことを。ご心配をおかけしましたが、ジャスミン姫を救い、無事に戻ることができました。マルジャーナから聞いたかもしれませんが、今は果ての砂さ漠ばくで暮らしていますよ」

「まったく、お前とシャールカーンは周りに心配ばかりかけるな。何はともあれ、無事でよかったが」

　挨拶の後はおよそ帝王と話しているとは思えない、親しげな口調だった。

　ザインが顔を上げたことで、ライラやファリドもおずおずと身を起こす。目の前に立つベルガの帝王ホスローは穏おん和わな顔で微笑み、濃い茶色の瞳をライラに向けていた。

「そなたがマルジャーナの友、イブン・スィーナーを超える力を持つ魔術師ライラか？」

「──！　い、いえ、違います！　マルジャーナの友人ではありますが……！」

　前半にははいと答えられるが、後半には答えられない。

　焦りながら否定すれば、ホスローは軽いうなずきを返し視線をファリドに移す。

「そして、そなたが姉を攫われたというファリドだな。そなたのことを聞きたいと思って来たのだ。年はいくつになる？　シルワンのどこで暮らし、母の名は？　姉はどうやって攫われてしもうたのだ？」

　帝王から直接声をかけられ、ファリドは硬こう直ちよくする。だが、ホスローの穏おだやかな笑みに促うながされ、唾つばを吞のみ込み話し出した。

「あ、あの、僕は年が明けたら十一歳になります。シルワンのアル・ブーザという通りに住んでいて、二年前に死んだお母さんは皆からアミナと呼ばれていました。お隣となりに住む小物商人のサアドさんが、僕とお姉ちゃん二人共を養よう子しにしてくれたので一緒に暮らせています。いなくなったお姉ちゃんは一つ年上で、ファリザードといいます」

　聞かれたことにきちんと答え、ファリドは少しだけ口ごもった。

「お姉ちゃんは隣で寝ていたけど急にいなくなって……たぶん、姿を変えて持っていかれたんです。犯人は敷しき物ものの上から何かを拾うような仕し草ぐさをしたから」

　ライラの背に冷やりとしたものが伝う。

　とてもイブン・スィーナーの表情を窺うかがい見る勇気はなかった。

　この場で話題にして尋ねてみるべきなのか迷ったが、すぐさまいいえと否定する。

　証しよう拠こはライラの感覚だけしかない。それだけでイブン・スィーナーを犯はん人にんとして疑うことはできなかった。

「そうか。母が亡くなって苦労しただろう……。だが、姉の行方を捜すのにシルワンの太たい守しゆや警けい備び隊たいが協力しなかったらしいが？」

「いえ、そういうわけじゃないんです！」

　微び妙みようにホスローの認識が違い、ファリドは慌てて否定した。

「シルワンで子供がいなくなるなんてよくあることなのに、ちゃんと家まで来てくれました。でも……変な男の人が一緒にいて……その人もお姉ちゃんを捜しているみたいだったんです。なんだが、その人に見つかったらお姉ちゃんが戻ってこない気がして……」

「…………」

「それで、王様とお話ししたくて来ました。男の人は大きな黒い服で髪の毛も口も隠していて、太守様や警備頭様もその人にお仕えしているみたいでした」

「……そうか」

　一通り話を聞き、ホスローは深くうなずいた。

「よく分かった。心配させてはいかんから、そなたの養よう父ふ母ぼには私が使いをよこしておこう。二、三日後にはこの宮殿へ迎えに来るだろうから、それまでそなたはゆっくりしておきなさい」

「本当ですか！　ありがとうございます、王様！」

　長く家に帰らず、養い親もさぞ心配していることだろう。やはり気にかかっていたのか、喜ぶファリドにライラも肩の力を抜いて笑顔になった。

（噂うわさ通どおりお優しい帝王様だわ）

　この世の国は大小様々だ。領地は王都一つしか持たない小しよう規き模ぼな国もあれば、ベルガやエルサムのように何十という町や村を統とう括かつする大国もある。

　ホスローは大国の帝王に相応ふさわしい人格者だと思えた。

「さて、ライラよ」

「は、はい！」

　突然視線を向けられ、ライラは緊張して姿し勢せいを正す。

「そなたに少し話がある。私と一緒に来ておくれ」

　ホスローはライラの返事も聞かず、マルジャーナに笑顔を向けた。

「マルジャーナ、女官長と相談して客人方の部屋を用意してやっておくれ。ファリドとザインも一緒に部屋を──」

「ありがとうございます、ホスロー王の御ご用ようが終わりましたらライラと一緒に選ばせて頂きますよ。私はライラに付き添いますので」

　あろうことかザインはホスローの言葉を遮り、ライラの手を取って立ち上がったのだ。

　イブン・スィーナーとホスローの表情がさっと変わり、ライラは驚いてザインの外がい套とうを引いた。

「ザイン、駄だ目めよ。私だけでちゃんとお話を聞いてくるわ」

「……あなた本当に話を聞くだけだと思っていますね？　何をやらされるか分かったもんじゃないのに、一人では行かせられませんよ。断るなら今すぐ月の丘に連れて帰ります」

「えっ、お、お話だけじゃないの？」

　言葉通りに受け止めていたが違うらしい。マルジャーナは沈黙を守っているが、その琥こ珀はく色いろの瞳には強い力がこもっていた。ザインが言い出さなければ自分が同行を申し出るつもりだったのだろう。

　ホスローは複ふく雑ざつな表情で押し黙っていたが、やがて顔を上げた。

「よかろう。立場が弱いのはこちらの方だ。ザインも一緒に来なさい」

「ありがとうございます、ホスロー王」

　交こう渉しよう成立とばかりにザインが微笑み、マルジャーナも笑顔で深々と平へい伏ふくする。

「では私とファリドはお部屋でお待ちしておりますわ。行ってらっしゃいませ」

　ファリドとマルジャーナに見送られ群青の帳を潜くぐるなり、ホスローが疲つかれたようにつぶやいた。

「まったく、お前という奴は……」

「相変わらず強引だな。そんな性格では命を縮めるぞ」

　呆あきれ顔のイブン・スィーナーに、ザインは鼻で笑う。

「別に惜しくはありませんので。それに、放っておくとライラは厄やつ介かいな頼みごとばかり引き受けてしまいますから。ね、ライラ？」

「………………そう、ね……」

　その最さいたるものがジャスミンの救出であり、鬼神ラーフの討とう伐ばつだったのだが。

　眩まぶしい笑顔を相手に、精一杯の抗こう議ぎを込めてライラは同意しておいた。







　とりあえず、危険なことを無理やりさせられることはないだろう──。

　帳の奥に消えた四人を見送り、マルジャーナは胸を撫なでおろした。

（ライラを一人にはさせられませんわ。命が懸かかるようなことでも引き受けてしまう方ですもの）

　その点でザインは容よう赦しやがない。危ないと判断すればライラが訴えようが断るはずだ。

「王様のお話がとっても気になるけど、こういうことって聞いちゃ危ないんだよね。物語で狐きつねも言っているもの。自分に係かかわりないことは決して口出しせざるべし、ってね」

　帝王に話を聞いてもらい、少し心が軽くなったのだろう。明るく言うファリドに、連れだって蒼天の間を出たマルジャーナは笑った。

「まあ、難しい物語をご存ぞん知じですのね」

　ファリドの言う狐と狼おおかみの物語は一般的なお伽とぎ噺ばなしではなく、道どう話わの一つだ。

　マルジャーナは教きよう養ようの一いつ環かんとして知っていたが、庶しよ民みんにはあまり知られていない。

「お母様から教えて頂いたのですか？　きちんと教育を受けた方でしたのね」

「うん。死んだお母さんはたくさん物語を知っていたし、今のお父さんとお母さんもいっぱい知ってるよ。読み書きも教えてもらったし、経きよう典てんや歴史の話もしてくれるんだ」

「……そういえばシルワンの商人様だとか。とても学があってお優しい方々ですのね」

　ファリドの住む街区はかなり貧まずしい人々が暮らす場所のはずだ。多少の違い和わ感かんを覚えて話を聞くマルジャーナに、ファリドは沈しずんだ声で言った。

「でも、お金は全然ないんだよ。それなのに僕とお姉ちゃんが離れ離れにならないよう、無理して二人とも引き取ってくれた。お母さんのためにいつも食べ物を分けてくれたり、お葬そう式しきのときには家具や服を売ってお金を作ってくれたり、本当に優しい人達なんだ」

「……お母様の古いご友人か何かでしたの？」

　ただの隣りん人じんにしては、少し優しさの域いきを超えている気がする。

　ファリドは「分からない」と首を振ったが、確実に一ひと方かたならぬ縁えんがあるに違いない。

（貧しい商人にしては教養もある。昔は一ひと角かどの商人で、今は貧しくなってしまったのかもしれない──）

　そんな商人と縁の深い母おや子こ、となるとファリドの母には事情がありそうだ。

（高い教育を受けていて、商人と深く関わる……。そうなるとかなり身分や地位の高い家の娘、もしくは後宮の）

「マルジャーナさん」

　思考に没ぼつ頭とうしかけていたマルジャーナは、密ひそやかな声に我われに返った。

「マルジャーナさん、誰か来るみたい。跪ひざまずいた方がいい？」

　見れば、鞭を持った奴隷達が列を作り、前方から向かってくる。宮殿から退たい出しゆつするらしい、見覚えのある行列にマルジャーナは眉まゆをひそめた。

（王おう弟ていルスタム様では……）

　嫌いやな人物とかち合ってしまった。跪く必要はないが、極力ファリドを側に寄せ、マルジャーナは何事も起こらないよう祈いのりながら深く頭を垂れた。

　息詰まるような沈黙の中、奴隷達の足音がゆっくりと通り過ぎていく。

　だが、うつむく二人の前で、真珠を飾った絹の靴がひたりと止まった。

　微かに衣きぬ擦ずれの音が響き────。

（────ッ！）

　ヒュッ、と空くうを切るような音が聞こえた瞬間、マルジャーナは力いっぱいファリドの身体を引き寄せていた。
















　屈くつ強きような奴隷の放つ鞭が唸うなりを上げて叩たたきつけられ、ファリドが先ほどまで立っていたその大理石の壁を抉えぐる。

　破は片へんが音を立てて零こぼれ落ち、無表情で鞭を振るっていた奴隷の隣で舌した打うちが聞こえた。

　見れば、王弟ルスタムが憎ぞう悪おのこもった視線でファリドを見下ろしている。

「なぜ子供がこんなところにいる？　お前は誰だ」

　驚くほど苛いら立だった声だ。

　振るわれた鞭は脅おどしなどではない。完全にファリドを狙ねらっていた。

　なんの落ち度もなく、奴隷でもない平民の少年に対する非ひ道どうな仕打ちに息を吞み、マルジャーナはファリドを背後に庇かばって跪き訴えた。

「ホスロー陛下のお客人でございます。ルスタム様、どうかご容赦を」

「お前には聞いていない。子供、答えろ。ここへ何をしに来た」

「は、はい、あ、あの！」

　すっかり怯えきったように、ファリドは震えながら跪き床へ両手をついた。

「ぼ、僕はシルワンの町に住むファリドといいます。あの、僕のお姉ちゃんが魔神に攫われてしまって、王様に捜してもらいたくて宮殿へ……！　あの、ルスタム様の平安と、ハマーの都からのご帰き館かんをお喜び申し上げます！」

　泣き出しそうな声でつっかえつっかえ挨拶を述のべる。

　すると不思議なことに、ルスタムの全身から逬っていた苛立ちと殺さつ気きがふっと和やわらいだのだ。

「……。ならば用が済めばさっさと出て行け」

「は、はい！　申し訳ありませんでした！」

　去りゆく背に、床に額を擦こすりつけたファリドが答え、マルジャーナも平伏したまま一行を見送った。

　足音が消えるまでそのままの姿勢でいたが、やがて激はげしい怒いかりを堪こらえて身を起こす。

「怖かったでしょう、ファリド。よく泣かずに頑張りましたわ」

　横おう暴ぼうで冷れい酷こくな振る舞いは権力者によくあることとはいえ、幼い子供相手とは思えない所しよ業ぎようだ。マルジャーナは湧わき上がる義ぎ憤ふんに唇を嚙かんだ。

（あれが副王を務めていたですって……？　反乱が起こったのもよく分かりますわ！）

　むしろハマーの町の人々はよく我が慢まんしていたものだ。圧あつ政せいが容よう易いに目に浮かぶ。

「ファリド、元気を…………」

　だが、そう慰なぐさめようとしたマルジャーナは動きを止めた。

　ファリドは泣く様子もなく、ルスタムの去った方を食い入るように見つめていたのだ。

「ファリド？　どうかしたのですか？」

「あの人……」

　そこにはもう恐怖に震えて涙ぐんでいた少年はいない。聡明な鳶とび色いろの瞳は見開かれ、真まっ直すぐに王弟ルスタムの去った廊ろう下かを見み据すえている。

「そうか。あの人が……ルスタム様なんだ────」

　今初めて目が覚めたかのように、ファリドはそうつぶやいた。
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　イブン・スィーナーとホスローに連れられ本殿を進むうち、ライラは胸が苦しくなっていくのを感じた。

　ホスローとイブン・スィーナーが選んで歩く廊下は人がおらず、奥へ行くごとに透とう明めいな膜まくがまとわりつくような不可思議な抵てい抗こうを感じる。

（──結けつ界かいが張ってある……？　大事な何かがある場所なんだわ）

　まるで隠し通路ではないかと思うような細い廊下を抜け、イブン・スィーナーが小さな石の扉を開く。

「こちらへ」

　それほど広くはない、大きな窓のある部屋だった。

　薄い紗しやが掛けられた窓から陽ひの光が透すけ、部屋を優しく照らしている。群青の円まる天てん井じようには金文字で経典の詩し句くが記しるされ、幾き何か学がく模も様ようを描えがく美しい壁には聖せい地ちの方向を示す壁へき龕がんが彫ほられてあった。

（祈き禱とう部屋……？）

　調度品はほとんどなく、床に敷しかれた小さな祈禱用の絨じゆう毯たんと、螺ら鈿でん細ざい工くの立りつ派ぱな寝しん台だいがあるだけだ。

　そこには紅あかい繻しゆ子すの天てん蓋がいが掛けられ、中に一人の男性が横たわっている。

　ザインがぎくりと足を止め、イブン・スィーナーに促され側へ寄ったライラは目を瞬またたいた。

　白い長ちよう衣いを纏って眠るのは、優しい面おも差ざしをした、金色の髪の二は十た歳ちほどの青年だ。

　白はく皙せきと形けい容ようできるほどの、美しく白い肌。微笑んでいるような穏やかな口くち許もとや長い睫まつ毛げは中性的で、目を閉じていても美しい人だと思えた。

　青年をじっと見つめ、ライラは流れる気配に意識を集中させる。

（──この方、魔術が掛かっているんだわ……）

　微かに感じ取れるほどの緩やかな力だったが、通常の眠りとは違う。不自然なほどに静かで深い。

　ホスローは寝台の枕まくら元もとに立ち、青年を手で示した。

「私の一ひと人り子ごで太子のマリク・ファルーズだ。ザインには紹介するまでもないが」

「これは……どういうことですか……？　マリク殿下はいったい？」

　表情を強こわ張ばらせたザインに問われ、イブン・スィーナーはライラを見下ろす。

「手を」

「え？」

　意味を理解する前に手を取られた。ライラの掌てのひらをマリクの胸に置き、イブン・スィーナーはその上から自身の手を重ねる。

　大きな手に握にぎり込まれ飛び上がってしまったが、ザインが口を挟はさむより早く厳おごそかな声が響いた。

「真なる全ぜん能のう者しやの名において、我をして汝なんじの目たらしめ賜たまえ。汝は万ばん物ぶつを統すべる唯一の神にてあれば──」

　イブン・スィーナーの詠えい唱しようが終わるや否いなや、ライラの視界が一変した。

　突然夜の海に飛び込んだように、目の前が真っ青になったのだ。

　まるで洪こう水ずいに吞み込まれたかのごとく耳元を轟ごう轟ごうと風が流れ、もう誰の声も聞こえない。上下も左右もなく、ただ繫がれたイブン・スィーナーの手の温かさだけを頼たよりに、ライラは仄ほの暗ぐらい青の空間に目を凝こらす。

（水……？　ここにいったい何が……）

　初めて聞く呪じゆ文もんだったが、彼が何かを見せたいのだということは理解できた。

　辺りはライラを中心に激しくうねり、ときおり遠えん雷らいのような重い轟とどろきが響く。

　水の他は何も──と、頼りなく視線を彷徨さまよわせていたライラはハッと凍りついた。

　眼がん下かに見える暗い水みな底そこの更に奥。

　青黒い何かがライラに鋭い視線を向けていたのだ。

　大きな獣けもののようなものが低くうずくまり、微び動どうだにせずこちらを見上げている。爛らん々らんと輝く獰どう猛もうな目が真っ直ぐライラに狙いを定め、徐々に強い光を帯びていく。

　ライラはとっさに一歩後ずさった。

　それに呼こ応おうするかのように、獣がゆらりと身を起こす。

　本能的な危機を察したライラが背を向けて走り出すと同時、鼓こ膜まくを突き破るようなすさまじい咆ほう哮こうが響き渡った。

「──────！」

　瞬間、ライラは悲鳴を上げてイブン・スィーナーの手を振り払っていた。

　視界から一気に暗い青が消え、きつく閉じた瞼まぶたに明るい陽光を感じる。

「ライラ！」

　叫さけび声が聞こえる。力強く抱き寄せられ、驚いて目を開けばザインが真剣な顔で覗き込んでいた。

　ライラと目が合うとほっと表情を緩める。その顔にライラも安堵のあまり力が抜けたが、すぐさまイブン・スィーナーの低い声が聞こえた。

「見えたか？　君の見た光景はマリク殿下の体内だ」

「マリク殿下の……！」

　理解や分ぶん析せきより早く、ライラは純じゆん粋すいな恐きよう怖ふに唇を慄わななかせた。

（……なんということ──！）

　太子マリクを包む魔術は「緩やかな力」などではない。

　閉ざされた体内は激しい魔術の力が渦巻き、あの獣のような何かに喰くらわれようとしているのだ。

　ライラが見たことを悟ったイブン・スィーナーは淡たん々たんと話を進める。

「青い炎ほのおのような獅し子しがいただろう。それがマリク殿下に憑とりついた死し病びようの鬼神イフリートだ」

「死病の、鬼神……？」

　ライラは涙と息を吞み込み繰くり返かえした。

「そうだ。ライラ、君は精せい霊れい王おうスライマーンに封じられた魔ジ神ン達を知っているか？」

「は、はい、お伽噺のでしょうか？」

　精霊王スライマーンとは、カドル神に命じられ精霊達を従えた伝説上の王だ。彼はまつろわぬ獰猛な魔神や悪霊シヤイターンを瓶びんの中に封じ込め、海の底深くに沈めたという。

　魔神を封じ込めた銅どうの小瓶には鉛なまりの蓋がされ、そこにはカドル神の印いん璽じである六ろく芒ぼう星せいが刻まれている。たまに海の岸辺に流れ着き、中の魔神が封印を解いた者の願いを叶かなえてくれる──というのがお伽噺のお定まりだ。

「このベルガには、各地から集められた精霊王の瓶が多く納おさめられている」

「まあ……！　本物が……？」

　恐怖を忘れ素直に驚いたライラに、イブン・スィーナーは軽くうなずく。

「そう、精霊王時代の強大な魔神が棲すむ瓶だ。厳げん重じゆうに管理はされていた。だが、後宮ハリムの宦官長と古くからいる宦官が宝ほう物もつ庫こに忍び込み、その瓶を一つと妖霊ジヤンを操あやつる指輪を盗ぬすみ出だしてしまったのだ。彼らはその場で瓶の封を解とき、死病の鬼神を殿下に憑りつかせた」

「宦官長がですって？　なぜそんな方がマリク殿下を狙うのですか。まさか興味本位でやったわけではないでしょう？　黒幕は？」

　切り込むようなザインの問いに、イブン・スィーナーは苦い顔をした。

「宦官は捕とらえたが牢ろうで何者かに殺され、宦官長は妖霊の指輪を持って逃げたが、翌日死体で見つかった。宦官が殺される前に行った尋じん問もんではシルワンの商人の名が出たが、商人は全く身に覚えがないと言っている。念のために捕らえてはあるが、どうやら本当に無関係らしい」

「妖霊の指輪は？　死んだ宦官長から見つかりましたか？」

　ホスローは力なく首を横に振った。

「見つかってはおらんよ。誰かが宦官長から奪うばい、持ち去ったのだろう」

　誰か、とは当然黒幕に通じる何者かに違いない。

　沈黙したライラとザインに、イブン・スィーナーは悔くやしげな顔をした。

「この宮殿の要よう所しよには私が張り巡らせた結界がある。魔力を持つ人間や精霊が通つう過かすれば、それは全て私に伝わるのだ。死病の鬼神が殿下のもとへ向かうのが分かり、私はかろうじて殿下の死を防ぐことはできたのだが……」

　────鬼神を消しよう滅めつさせることはできなかった。

　強い悔かい恨こんの滲にじむ声が嚙みしめた唇から漏もれる。

　だが太たい古この鬼神の姿を見たライラにとっては、こうしてマリクの命を留とどめられたこと自体が驚きよう異い的てきだった。

　イブン・スィーナーはマリクの命を繫ぎ、結界を張り、今もたった一人で強力な鬼神と激しい戦いをしているのだ。

（この方は本当に当代一の魔術師なんだわ……！）

　所以ゆえんを知った気がして立ち尽くすライラに、だが、イブン・スィーナーは真剣な表情を向けた。

「ホスロー陛下から初めて君の話を聞いたとき、私は信じなかった。今となってはひどい自うぬ惚ぼれだと承しよう知ちしているが、私以上の魔術師などいるはずがないと思っていたのだ。だが陛下の手足である〝飛ぶ隊商カフイラト・アル・タイヤラー〟から生いき埋うめになった奴ど隷れい商しよう達が見つかったと聞き、捕らえた頭領のゾライクは本当に人の姿に戻っていた」

　掛けられた魔術を解くのは、掛けた者と同等かそれ以上の力を持つ者だけ。

　イブン・スィーナーは目に見える形で、自分以上の力を持つ者の存在を知ったのだ。

「私は今、鬼神から殿下のお身体を護まもっている。鬼神を滅めつするための攻こう撃げきを行えない状態にあるのだ」

　眠るマリクを見下ろしていたイブン・スィーナーは、真っ直ぐライラに目を向けた。

「ライラ、私が君にしてもらいたいことは一つ。私の代わりに結界を張って、殿下のお身体を護ってほしいのだ。それさえしてもらえば、私は鬼神を倒すことができる」

　鬼神の力を封じているということは、イブン・スィーナーと死病の鬼神の力は拮きつ抗こうしている。

　当然、戦えば勝つこともできるはずだ。

「私一人ではできないことなのだ。ライラ、どうか殿下を護るために結界を受け持ってはもらえないだろうか」

　予想もしていなかった願いに、ライラは喘あえぐように唾を吞み込んだ。

　死病の鬼神の進行を止め、更にイブン・スィーナーと鬼神の戦いからもマリクを護る。

　それは、ライラ一人が結界で鬼神とイブン・スィーナーの力を受け止める、ということだ。

　すぐさま返事をしようと口を開く。

　──だが。

　はい、という返事は乾いた喉のどの奥で止まり、音にならなかった。

　息詰まるような沈黙が落ち、おもむろにザインが口を開く。

「なるほど。マリク殿下の状態を見て、やっとライラが攫われたわけが分かりました」

　ライラは途惑い目を瞬またたいたが、ホスローとイブン・スィーナーは事前にマルジャーナから聞いた情報で予測していたのだろう。特に驚いた様子はない。

「ホスロー王、宮殿内でマリク殿下がこういう状態だと知っている人は何人いますか？」

「侍医と後宮の女官長、そしてイブン・スィーナーだけだ。皆、簡単に秘密を口にするような人物ではない」

　絶対の自信を持って答えたホスローに、ザインは冷めた声で言った。

「ではこの状況を想像できる残りの人物は、鬼神をけしかけた張ちよう本ほん人にんというわけですね」

　正確には張本人はすでに死んでいるので、宦官を使った黒幕ということだ。

　ザインは口を開くことのできないライラに向けて、やや口く調ちようを緩めた。

「宮殿内でマリク殿下が亡くなったという話が出ない。ならば死病の鬼神は目的を達せていないことになります。もしも鬼神の邪じや魔まができるとすれば、ベルガでは一人しかいない」

　それは理解できる。

　ここにいる当代一の魔術師、イブン・スィーナーをおいて他にいないはずだ。

「なので、抑おさえられた死病の鬼神を殿下の中で解放させるために、イブン・スィーナー様を確実に超える魔術師が必要になったんです」

（──え？）

　言おうとした言葉は声にならず、ささやくような吐と息いきだけが唇から漏れる。

　凍りついたライラに、ザインは嚙んで含めるように言った。

「ライラ。あなたを買おうとした大外套の男は、あなたにマリク殿下を殺してもらいたかったんですよ。驢馬の男を人間に戻したあなたになら、マリク殿下に掛けられたイブン・スィーナー様の術じゆつを打ち破ることができる」

「────！」

　ぐらりと身体が傾かたむき、足から力が抜ける。

　ザインが素早く支えてくれ、ライラは震えながらその腕の中におさまった。

（私が、ベルガの太子様を殺す────？）

　迂う闊かつに町中で力を示したことが、思いもよらない出来事を引き寄せていたのだ。

　知らぬ間に加か担たんさせられようとしていた怖ろしい謀ぼう略りやくに、ライラは支えてくれるザインの胸に縋すがりついた。

「ありがとう、ザイン。私を助けてくれて……！」

　もしもザインに救われず、大外套の男に買われたらどうなっていたことか。

　何が起こるか分かっていればライラは絶対に協力したりしない。だが言葉巧たくみにだまされ「マリク殿下を助けるため」などと言われれば、きっと何も知らずにイブン・スィーナーの術を解いてしまっていただろう。

「初めてマルジャーナからそなたの話を聞き、私も急ぎ捜させた。ライラがいればマリクを救うことができ、反対に敵の手に渡ればマリクは死ぬ。必死に捜し続けたが、まさか、ザインよ。お前が連れて来てくれるとは」

　ホスローは目に涙を浮かべ、ライラを見つめた。

「マリクを救うにはイブン・スィーナーと同等の力の持ち主が必要になると知り、私は絶ぜつ望ぼうした。そんな魔術師がおるわけない。マリクは死んだも同然だ。いっそ帝スル王タンの座も何もかも教主カリーフア様にお返しし、マリクと共に命を絶たとうかとも思った。それが、まさか……そなたのような魔術師に巡り合えるとは……！　ライラよ、頼む。どうかマリクの命を」

「ま、待ってください！」

　予想外に大きな声が出てしまい、ライラは自分に驚いて口をつぐむ。

　注目する男性三人から逃げるように後ずさり、ごくりと息を吞んだ。

「あ、あの……もし、もしも私が結界に失敗したり、イブン・スィーナー様の力を受け止めきれなかった場合は……？」

　聞かない方がいい。

　だが、そう直感したときにはもう言葉が口から滑り出ていた。

　イブン・スィーナーは当然のことのように、なんのためらいもなく答えた。

「殿下はお亡くなりになるだろう」

「！」

　一瞬で目の前が暗くなり、音を立てて血の気が引く。

　青ざめたライラを拒きよ否ひと受け取ったのか、ホスローはおもむろに床に跪いた。

「そなたにとってはなんの益えきにもならぬことだろう。だが、他にできる者がおらぬのだ。そなたとこうして関わりが持てたことも、神の思おぼし召めしではないかと思う。どうかこのベルガのため、哀あわれな父親のために力を貸してほしい」

「ホスロー王！　おやめください！」

　違う。そうではないのだ。

　力を貸すことに異い存ぞんはない。できれば救いたいと思う。

「さあ来なさい、ライラ。術を始めよう」

（待って、待って、本当に、私──！）

　あまりに頭が混乱して思考がまとまらないまま、ライラはイブン・スィーナーに手を引かれ、抵抗できずにマリクの側に立った。

「簡単だ。もう一度明めい視しを行うが、殿下の中に入ってしまわずあくまで外にいなさい。ルクヤは知っているな？　鬼神を囲めばそれ以外に渡るから、重ねて結界を張りなさい。あとは私の攻撃を待てばいい」

　立て続けに言われ頭の中が真っ白になった。

（外!?　殿下の中に入らず外にとはどういう意味？　ルクヤ？　鬼神を囲めばそれ以外に渡る？　結界って具体的にどれ!?　どの呪文を使えばいいの!?）

「真なる全能者の名において、我をして汝の目たらしめ賜え。汝は万物を統べる唯一の神にてあれば」

　問答無用で詠唱が始まり、あっ！　と思ったときには青い嵐あらしの空間に放り出されていた。

　これは外ではない、完全な中だと分かったが、どうやって外に出ればいいのか分からない。途惑ううちに青い獅子に飛びかかられ、ライラは悲鳴を上げてイブン・スィーナーから手を離していた。

「何をしている、外にいろと！」
















「ごめんなさい！　ごめんなさい、待ってください！」

　このままでは何回やっても同じだ。

　ライラは涙目でイブン・スィーナーに懇こん願がんした。

「お願いします、教えてください！　どうやって殿下の外にいればいいんですか!?」

　そもそも最初の一歩が理解できない。

　今まで自分が使ってきた単純な魔術とは明らかに違い、工程の多さと簡かん潔けつすぎる説明に全くついていけなかった。

　イブン・スィーナーは困こん惑わくしたように、深い傷きずの刻きざまれた顔を歪ゆがめる。

「君は何を言っている？　結界内に何度も入るのが危険だということぐらい分かるだろう！　やりたくないと言うのなら」

「いいえ、違います!!」

　それは違う。決してそうではない。

　どうやって気持ちを伝えればいいのか分からず、焦しよう燥そうに駆かられ激しく首を振ったとき──。

「はい、そこまでにしてもらいましょう」

　明るい声がライラとイブン・スィーナーの間に割り込んできた。

　前に出たザインがライラを背中に庇い、イブン・スィーナーに向かってにっこりと微笑んだのだ。

「自分以上の強力な魔術師なんだからできて当然と思っていますね？　残念ながらライラは小さな村で育ったので、ほとんど魔術を使うことなく過ごしてきました。魔術に慣れていないんです」

「魔術に慣れていない……だと……!?」

　驚きを通り越して怒りの形相を見せたイブン・スィーナーに、ライラは本気で涙が出てしまった。

「申し訳ありません、イブン・スィーナー様……！　ホスロー王……」

　それを言うのが精一杯で、後は言葉にならない。このまま泣いてしまうのはあまりに情けなく、懸命に瞼まぶたを閉じて堪こらえた。

　ザインが髪を撫でて落ち着かせようとしてくれるが、余計に涙が溢れそうになって、ライラは息を吸い込み必死で涙を抑える。

「ひとまず今日のところはここまでにしてもらえませんか？　急ぎたいのは分かりますが、それで失敗しては元も子もないでしょう？」

　イブン・スィーナーはしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、やがてザインの意思を読んだホスローが穏やかに声を上げた。

「ザインの言う通りだ。よいよい。私もマリクを救えると思い焦ってしもうた。すまんな、ライラよ。今日はとりあえず休みなさい。また明日話をしようではないか」

　優しいホスローの言葉が逆に胸に突き刺さり、ライラはただ頭を下げることしかできなかった。
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　用意された部屋に一人籠こもっていたライラは、図書館で借りてきた魔ま術じゆつ書しよを閉じた。

　やけに文字が読みにくいと思えば、ランプの油が残り少なくなっていたようだ。一度は寝台に入ったが結局眠れず本を読んでいたので、油が切れるということはもう真夜中なのだろう。

　ライラは書ク見ル台シを折おり畳たたみ、柔やわらかな絨毯の上に倒れ込んだ。

（ルクヤって治ち癒ゆの祈りのことだったんだわ……）

　借りた魔術書にはちゃんと記き述じゆつがあった。子供が読むような基本の書だ。

　祖そ母ぼの形見の魔術書はもう暗あん記きしていたため、ここに持ってきてはいない。だが文章は違えど同じ内容が書いてあったことを思い出した。

（全部覚えたはずなのに）

　読んで入れた知識が実じつ践せんに結びつかなかったのだ。

　考え込むとまた涙が出そうになり、仰あお向むけに転がったまま目頭を押さえる。

　どうしてあんなに慌ててしまったのだろう。ちゃんと落ち着いて考えれば分かることだったのに。

　なぜ最初に明視の呪文に入ってしまわないためにはどうするかを聞かず、子供みたいに泣くようなことをしてしまったのか。

　当代一の魔術師に呆れられ、失しつ望ぼうされたと思うとどうしようもなく悲しかった。中でも、イブン・スィーナーが見せた怒りの表情はライラを打ちのめした。

　冷静に魔術にあたれなかった理由を考えれば、一つしかない。

（私、怖かったんだわ……）

　魔術師としての経験の少なさや、基き礎そ知識である説明にすら全くついていけない事実。

　怖ろしい鬼神とイブン・スィーナーの力を受け止めないといけない、自分の役割。

　失敗すればマリクが死ぬという後のなさ────。

　大丈夫、やり方さえ分かればできる、自分はもうすでにイブン・スィーナーの魔術を二度も解いているのだ。ランプの魔ジ神ンルーダイナの封印と、驢馬の男、どちらもそれほど苦労したわけではない。

　イブン・スィーナーの力を受け止めきれないはずはないのだ。

　それなのに、死病の鬼神やそれを抑えるイブン・スィーナーを目まの当たりにすると、手足の末まつ端たんから血が抜けていくような肌はだ寒ざむさを感じた。

（──本当に私にできるの？）

　誰かの命を賭かけて。

　恐怖に全身が強張り、鼓こ動どうが速まっていく。

　こんなに明めい確かくな重圧を感じたことはなかった。

　鬼神ラーフと戦ったときは足を引っ張らないよう懸命で、自分の魔術が皆の生死に関わるという意識はなかった。実際にはそうだったとしても、気持ちが違った。全員がそれぞれに自分の生命に対し責任を持ち、ライラ一人を頼っていたわけではなかったからだ。

　重い頭に手を当て、ライラがきつく目を閉じたとき。

「ライラお姉ちゃん、起きてる？」

「！　ファリド？」

　ふいに扉が叩かれ、転がっていたライラは起き上がった。

　返事をすれば扉が開き、入ってきたファリドは起きていたライラにぱっと笑顔を見せる。

「ザインお兄さんから、お姉ちゃんが起きてるか見て来てほしいって言われたんだ。女官さんにお願いして入れてもらっちゃった」

　ライラの寝室は後宮ハリムに用意されていたため、子供であるファリドに頼んだのだろう。

「後宮の門でお兄さんが待ってるよ。行ってきなよ」

「ザインが？」

　マリクの部屋から戻った後は、誰かと言葉を交かわす気力もなく別れてしまった。話し合いについてきてもらったことや、庇ってもらったことへの礼も言っていない。

（もしかして、心配してくれたのかしら……）

　そう思うと、沈みきっていた気持ちが浮ふ上じようするのを感じた。

（私も……ザインに会いたい──）

　それに、まだ大切なことを伝えていない。イブン・スィーナーが人間を何かに変えて所しよ持じしていることを、ザインには知らせておいた方がいいだろう。

「ありがとう、ファリド。行ってくるわ」

「うん。僕、今日はここで寝ていい？」

「ええ、もちろんいいわよ」

　優しく了りよう承しようするとファリドは胸を撫でおろす。そして、言った。

「ライラお姉ちゃん。僕のお姉ちゃんを捜しに来た黒い服の男の人、ルスタム様だった」

「え？」

　長衣に着替えようとしていたライラは手を止め、ファリドを凝ぎよう視しした。

「ルスタム様って……前の副王様だった？」

　例の、城下の行列で見かけたホスロー王の双子の弟だろう。

（その方がファリドのお姉さんを……？）

　繫がりがよく分からないが、ファリドの表情は揺るがない。

「ハマーにお仕事に行ってたって皆言うけど、違うよ。シルワンに行ってたんだ。声と瞳の色と怒り方で分かった。たぶんそうだ」

「ええっと。ちょっと待って、ファリド。あなたルスタム様とお話ししたの？」

「うん。マルジャーナさんと一緒に歩いてたらすれ違って。鞭で打たれかけたんだ」

「なんですって!?」

　急いで小さな身体を確かめようとすると、ファリドは慌てて手を振る。

「ううん、マルジャーナさんが助けてくれたから大丈夫。でも、ルスタム様は僕のことを分かっていた。たぶん、僕がルスタム様に気づくんじゃないかと思って確認したんだと思う。最初は僕もルスタム様が黒い服の人だって分からなくて、初めて会うように挨拶したんだ。そうしたらほっとしてたから」

「え、え？　それは……」

　何から確認すればいいか混乱したが、ライラはとりあえず話を止めた。

　王弟ルスタムが、ファリドの姉を捜しにシルワンに行っていた。

　更に、宮殿内でファリドに出会い鞭打とうとした。

　ファリドが自分のことを覚えているかどうか確認するために──。

（でも、待って……）

　ライラはファリドの姉を攫った人物に、確信に近い見当をつけている。

（それなら、ファリドのお姉さんはベルガの高こう官かん二人から狙われていたことになる──）

　シルワンの、貧しい街区で育ったたった一人の娘を。

「……ファリド。あなたのお父さんとお母さんはどんな方だったの？　お仕事とか、どこの生まれだとかは分かる？」

　何か、ベルガに関わる大事な人なのかもしれない。

　騒ぐ胸を抑え聞いたが、ファリドは力なく首を横に振った。

「ううん、何も知らないよ。お母さんは隊カ商ー宿ンの洗せん濯たく女おんなをしてたけど、お父さんは生まれたときからいない。たぶん今のお父さんとお母さんも知らないと思う。こっそりお父さんについて知っているか聞かれたことがあるから」

「そう……」

　なら、知っているのは亡くなってしまったファリドの母だけなのだろう。

　無言で思し案あんするライラの耳に、遠慮がちな声が聞こえた。

「ライラお姉ちゃん、僕も一つ聞いていい？」

「え？　ええ、私に分かることなら。どんなこと？」

　自じ慢まんではないが知っていることは少ない。内心どぎまぎしたが、ファリドの質問は全く予想外のものだった。

「うん。あのね……、女の人って帝スル王タンになれないの？」

「女の人の帝王？」

　不意打ちの質問内容に途惑ったが、ライラは軽く唸うなった。

「なれない……こともないと思うわ。でも珍しいんじゃないかしら？　帝王様が亡くなって、もし太子様が年少なら中継ぎで女帝王スルターナになる方もいらっしゃるはずよ。でも、もしも子供が女の子だけしかいないなら、お婿さんを取って、その方が帝王になるのが一般的ね。それがどうかしたの？」

「ううん、なんでもない。ありがとう。あんまりお話しするとザインお兄さんが可か哀わい想そうだね。ごめんね、引き止めて」

　十歳とは思えない気遣いを見せるファリドに、ライラは一言断っておいた。

「ねえファリド、ルスタム様のことをザインに伝えてもいい？」

「うん。本当はザインお兄さんに言いたかったんだ。でもずっと周りに人がいたから」

　どこまでも慎しん重ちようで賢かしこい少年に感かん服ぷくしつつ、ライラは手早く夜よ着ぎを脱いで長衣に着替えた。何よりもまずはザインと会わなければいけない。

「じゃあ行ってき……って、どうしたの？　ファリド」

　簡単に身み支じ度たくを整えてファリドを見れば、なぜか彼は目を真ん丸にしていた。

「……ものすごく堂どう々どうと着替えたね……そりゃ、肌着は着てるけど。こういう女の人を無む防ぼう備びって言うんだね。ザインお兄さん、苦労しそうだね」

「まあ、ファリドったら。大人みたいなことを言って」

　小こ生なま意い気きなことを言う少年に気持ちが和らぎ、笑いながら額に優しく口づけた。

「おやすみなさい。あなたの眠りが快こころよいものでありますように」

「いってらっしゃい。お姉ちゃんが帰る頃には寝てるから、ごゆっくり」

　寝台の中から見送られ、ライラは部屋を後にした。




　真夜中だというのに宮殿は明るく、手て燭しよくがなくとも辺りがよく見える。

　後宮の門を守る兵士達に会え釈しやくして本殿へ抜ければ、すぐ近くでザインが待っていた。

「ザイン！」

　壁に寄りかかり待っていたザインは、息せききって来たライラに目を和ませた。

「やっぱり起きていたんですね。あなたが眠れないんじゃないかと思って来てみましたが」

「そうだったの……」

　ザインの姿を見るとほっとしてしまい、気にかけてくれていたのだと思うと素直に嬉しかった。

　ザインは自然にライラの手を取る。

「庭に出ませんか？　綺き麗れいですよ」

　ライラの手が冷たかったせいか、ザインの手は温かく、触ふれるだけで全身の強張りが解けるようだ。心地ここちよくて少し力を入れれば、握り返してくれる。

　手を繫いだまま回廊へ出れば、白い月明かりが木々を照らしていた。

　どこからか泉せん水すいの流れる涼すずやかな音が聞こえ、甘いジャスミンの香りもする。深呼吸をすれば胸に清すが々すがしい空気が入り、考えることに疲れた頭が少しだけすっきりした。

「ザイン。ありがとう、来てくれて。それとマリク様の部屋で庇ってくれて……」

「当然のことをしたまでです。いきなりあんな状況で術を行えと言う方が間違っていますからね」

　胸元までの高さの石の欄らん干かんに腕を置き、隣に並んだザインは優しい顔でライラを見つめる。

「あなたが深く考えすぎているんじゃないかと思ったんです。一度に色んなことを聞かされ、頭がいっぱいいっぱいになっていそうだったので」

（ザイン……！）

　完全にお見通しで、ライラは隠さずにうなずいた。

　辺りに人がいないことを確かめると、ザインの胸に寄り添うように距きよ離りを詰める。

「すごくザインに会いたかったの。よかった」

「!?　嬉しいですよ、私も会いたかったですから……！」

　やや驚いたような返事がきて、ライラの背にぎゅっと腕が回る。別にそこまで密みつ着ちやくする必要もないが、聞かれてはいけない話なので不都合でもない。ライラがおとなしく腕の中におさまると、ますます力が強まった。

「よかったです、慰めにきて。きっとあなたが落ち込んでいるだろうと思って。こういうときこそ狙いめ……いえ、大事なときですから」

「嬉しい。私もあなたに言いたいことがあったから」

「え!?」

　腕の中で、ライラはそっと顔を上げた。

「ずっと、ずっと言おうと思っていたのに言えなくて──」

「知っています、知っていますよ……！」

「気づいてくれていたの？　ごめんなさい、態度に出すぎているとは思ったんだけど……」

　露ろ骨こつすぎる自分を恥はじて頰を染めれば、ザインは力強く身を乗り出す。

「いいんですよ、そんなところも可愛いですから」

「も、もう！　大事な話なのよ？」

　ザインの胸の中で背伸びをし、背の高い彼の長衣の胸元を引いた。

　屈かがんで、という無言のお願いにザインがこれでもかと身を屈めてくれる。別に背伸びする必要もなく届いたザインの耳に、ライラはそっとささやいた。

「イブン・スィーナー様は人間を何かに変えて持っているの」

「………………………………………………………ぇ」

　屈んだままの姿勢で固まったザインに、ライラは拳こぶしを握った。

「しかもファリドのお姉さんを捜しに来た男の人、ルスタム様なんですって」

「……………………………………すみません、予想外すぎて耳の中を素通りしました」

「そうよね。私もびっくりしたもの」

「……いえ、勝手に期待した自分が馬ば鹿かだったという感想なんですが。えーと、なんでしたっけ？　ファリドの姉を捜しに来たのがルスタム様？」

「ザイン、声が大きいわ！」

　慌てて唇を指で押さえて黙らせるが、なぜかザインの表情からは一いつ切さい合がつ財さいのやる気が失われていた。右腕は抱いたライラを放そうとしないが、左は欄干の上で肘ひじなどついている。

「はあ、どうもすみません。でも、会いたかったとか思わせぶりなことを言って期待させて肝かん心じんの話がそれですか、へー」

　片手で頰ほお杖づえをついてそっぽを向いてしまったザインに、ライラは狼ろう狽ばいした。

（す、拗すねてる!?）

「え、えーと、ザイン？」

「はいなんですか？」

　投げやりな返事にめげず、ライラは必死で語りかけた。

「その、話が戻るんだけど、変な男の人がお姉さんを捜しているってファリドが言っていたでしょう？　それがどうやらルスタム様らしくて」

「ふーん」

「ハマーに視察に行ったふりをして、シルワンに行っていたそうなの」

「ほう」

「それでね、昼間に宮殿でファリドとすれ違ったらしくて、そのときにあの子を鞭打とうとしたんですって。自分のことを覚えているかどうかを知ろうとしたんじゃないかって、ファリドは言っていたわ」

「…………」

「最初はファリドも気づかなくて、初対面のように挨拶したそうなの。そうしたらルスタム様はほっとしていたって」

　話すうちに、ライラの頭の中でも考えがまとまってきた。ファリドに話を聞いたときは驚きしかなかったが、ルスタムは視察に行くふりまでしたのだから──。

「要するに自分がシルワンに行っていたことを知られたくなかったってことよね？　それでね、私あなたとマルジャーナに言わないといけないことが」

「その話は本当ですか？」

　気がつけばザインの顔つきが変わっていた。

　最初はしぶしぶ話を聞いていたがいつの間にか体重を乗せていた欄干から起き上がり、真剣な顔をしている。

「ルスタム様がシルワンに行っていた？　それにイブン・スィーナー様が人間を何かに変えて持っているですって？」

「──ええ。話が遅くなってごめんなさい。あなたがイブン・スィーナー様を信じていることは知っていたから、疑いをかけるのは心苦しいんだけど……」

　二度、イブン・スィーナーの前に立って確信した。

「ファリドが、お姉さんを攫った人から乳香の香りがしたって言ったでしょう？　それが気になったの。それにイブン・スィーナー様なら……あの方なら人間を別の姿に変えてしまうことができる。絶対にできるわ」

　なぜそんなことをする必要があったか。理由は何も分からない。

　だが、ライラは確信を持って顔を上げた。

「ファリドのお姉さんを攫ったのは、イブン・スィーナー様なんだと思うの」

　まだ犯人が魔ジ神ンだという可能性も消えていないが、ファリドは人間だと言っている。

　そうなるとイブン・スィーナーは符ふ合ごうが揃そろいすぎているのだ。

　ザインはしばらく沈黙し、ややあって口を開いた。

「実を言うと、私はファリドの話を聞いたときからイブン・スィーナー様のことが頭にありました。私は彼の人柄を知っていたから一いつ旦たんは否定しましたが……」

　ライラから確証を与えられては、信じるしかないだろう。

「ですが、そうなるとルスタム様もイブン・スィーナー様もファリドの姉を捜していた、ということになる」

「そうなの。それでファリドに両親のことを聞いてみたんだけど、何も知らないって」

　ザインは黙り込み、ふと思い出したように顔を上げた。

「そういえば、ファリドはもう部屋に戻りましたか？」

「いいえ、私の部屋にいるわ。今夜は私の部屋で寝たいって言うから」

「──」

　ぴたりと口をつぐまれ、ライラはおずおずとザインを見上げた。

「やっぱり子供でも男の子が後宮にいるのはよくない？」

「いいえ、そうではありません。むしろいい判断です。彼は本当に賢い」

　微かに安堵の息を吐き、ザインは腕を組んで欄干にもたれる。

「しかし、あの二人に狙われるとなれば、ファリドの姉はよほど重要な少女なのかもしれない」

　王弟と当代一の魔術師。どちらもシルワンの町に住む一人の少女を狙い、イブン・スィーナーの方が一足早く攫ってしまった。そして、今も何かに形を変えて持ち歩いている。

　ライラは視線を落とし、考え込んだ。

（でも……）

　マリクの部屋で見たイブン・スィーナーの表情や声こわ音ねに、邪よこしまなものは感じなかった。

　彼は自国の太子を護るために太古の鬼神を止め、結界を張って闘たたかい続けているのだ。

ホスローに対して二に心しんがあるようにも見えず、むしろ信頼され、忠ちゅう義ぎを尽くしているように見えた。そんな人物が、悪あく事じのために少女を攫うとは思えない。

　その気持ちはザインも同じなのだろう。

　ライラの表情を読み、元気づけるように微笑んだ。

「私もイブン・スィーナー様を信じたいですよ。もしファリドの姉を攫ったというのなら、何か深い事情があるのかもしれません」

「うん、私もそう思うわ」

「ですからライラ、あの方を怖がらなくていいんですよ」

「えっ!?」

　言い当てられ、うろたえながら顔を上げればくすりと笑われた。

「イブン・スィーナー様は一見怖いですが、意外に優しい人ですよ。あの顔の傷から分かるように、若い頃は鼻持ちならない天才として敵も多かったそうですが。それに彼は炎の魔術を得意としますからね。そのせいでホスロー王に仕えるまでは冷れい遇ぐうされていました」

　炎は地獄ジヤハンナムに通じ、また火を崇あがめる異い教きようにも通じる。力が強大になればなるほど忌き避ひされるだろう。

「イブン・スィーナー様は、あなたが魔術を使い慣れていないから怒ったわけではないですよ。あなたのような力を持つ魔術師が、自分の才能に気づかず世に埋うもれていたことに腹が立ったのだそうです。当代一を名乗りながらも、あなたを見いだせなかった自分が情けない、と」

「そんな……！」

　まさかイブン・スィーナーの怒りがそんな思いからだったとは知らず、ライラは呆然と立ち尽くす。

　そしてすぐに、例えようもない情けなさに襲われた。

（────何をしているの、私は……！）

　理解できない魔術が出てきただけで怯えて、助けを渇かつ望ぼうしている人をがっかりさせて。

　恥ずかしさのあまり目の奥が熱くなり、ライラはきつく目を閉じる。

（行かないと）

　力を見込まれたのだから、自分はそれに応えないといけない。

　ライラが意を決して顔を上げた途と端たん、見越したような声が聞こえた。

「まだ起きていますよ」

「え!?」

　どきりとして見上げれば、ザインは優しくライラを見つめている。

「仕事が終わった後は、いつも警けい護ごを兼かねてマリク殿下の寝室にいるそうです。おそらくまだ眠っていないでしょう」

　心の動きが全て読まれているようで、ライラは顔を赤らめ困こん惑わくした。

「ど、どうしてそんなに分かってしまうの？」

「あなたが素直で分かりやすいからですよ。行くのなら案内しますよ？」

　本殿の道を覚えていないことまで見抜かれているらしい。

「いいの？　ついてきてもらっても……」

「もちろん。あなたのためになろうと来たんですから」

　面と向かってハッキリ言われては、どうすればいいのか分からなくなる。

　優しい笑顔を直視できず、ライラはたまらず耳まで赤くしてうつむいてしまった。

（ずるいわ……）

　ときに怖いかと思えば徹てつ底てい的てきに甘やかしてくれる。

　ザインのこういう優しさに弱く、翻ほん弄ろうされていると分かっていても惹ひかれてしまうのだ。

「あの、その、……ありがとう、ザイン。嬉しいわ」

「どういたしまして。心が弱っているときは寄りかかってくれればいいんですよ」

「うん。ザインって本当に優しくてお兄さんみたいね」

「…………………………………………………………お兄…………」

　石化したザインに、ライラははにかみながら微笑んだ。

「私、あなたの優しいところが大好きよ。あまりドキドキしないもの」

「あまりドキドキしないもの!?」

「ええ、むしろ全然！」

　とても落ち着ける。ずっと側にいたいと思ってしまうほどだ。

　ザインの真剣な表情には、鼓動が速くなりすぎて苦しくなってしまう。息もできないほどで、逃げたいのに逃げたくない、というわけの分からない感情に引きずられてしまうのだ。

　だが、優しい面には安心できるし胸苦しさに悩まされたりしない。

（やっぱり、すごく好きだわ）

　なんだか心が温かくなり、ライラは自分からザインの手を取った。

「じゃあマリク殿下のお部屋に……」

「手を繫ぐんですか!?」

「ご、ごめんなさい、駄目だった？」

「い、いや、いいですよ？　いいですけど、なんだこれ？」

「ザ、ザイン？」

　駄目らしいから手を離そうと思うのだが、しっかり握りしめて離してくれない。

　混乱して足が鈍にぶるザインを先せん導どうするように、ライラは本殿へ戻った。
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　きっと、イブン・スィーナーは気づいていたのではないだろうか。

　真夜中であったがホスローに謁えつ見けんし、ここまで送ってくれたザインと別れたライラは、一人でマリクの寝室に向かった。

　ライラは他人に掛かった魔術の気配を感じられる。だからイブン・スィーナーが人を何かの姿に変えて所持していると見抜けた。おそらく、他のどんな魔術師でも同じように魔術の気配を察さつ知ちできるのではないだろうか。

（それならイブン・スィーナー様は、私がファリドのお姉さんに気づいた、ということに気づいているはずだわ）

　だがイブン・スィーナーはライラを放置している。口止めもせず、危害を加えようともしない。

　今はまだ、マリクを救うためにライラが必要だからなのか。それとも露ろ見けんしてもかまわないと思っているのか。

　理由は何も分からない。だが──。

（きっと、マリク殿下を救うことで見えるものがある）

　扉の前に立ち、ライラは深呼吸する。

　扉につけられた白金の環わを打てば、すぐに返事があった。

　絨毯の上に座していたイブン・スィーナーは、驚くこともなく、入ってきたライラを迎えてくれた。

「眠れなかったか？」

「はい」

　手で示され、ライラはイブン・スィーナーの向かいに腰を下ろした。

　両手を床に置き、深く叩こう頭とうする。

「イブン・スィーナー様。昼間は申し訳ありませんでした」

　うろたえ取り乱し、呆れ果てられても仕方のない有あり様さまだった。

「どうか、私にイブン・スィーナー様のお時間をください。絶対に失敗できない術を成功させられるよう、私に殿下をお救いするために必要な魔術を教えて頂きたいのです」

　そんなことは自分で勉強して来いと言われればそれまでだが、書物からでは学び取るものに限界がある。読んで理解するのと実践するのとでは全く違うからだ。

　怒ど鳴なられるぐらいは承知で懇願したライラだったが、聞こえたのは意外な言葉だった。

「……まさか今夜中に来るとは。私は明日謝ろうと思っていたのだが」

「え？」

　顔を上げたライラに、イブン・スィーナーは微かに真一文字の唇の端はしを上げる。もしや笑ったのかと愕がく然ぜんとすると、さっと引っ込められてしまった。

「君はすぐ顔に出るな。そんなに私の笑顔に驚くとは」

「し、失礼いたしました！　すみませんごめんなさいっ、違うんです！」

　違うといっても説得力がないらしく、イブン・スィーナーは今度こそ口許を綻ほころばせて笑った。顔の中心を走る大きな傷跡が引きつれ歪だったが、不思議と怖くはない。意外なほど温かみを感じる笑顔だった。

「ザインから君の話を聞いた。どうやら私の説明が一足飛びだったようだ」

「！　いいえ、違います」

　もう村にいた頃と同じではない。

　ライラがルーダイナ達についてきたのは、自分にも力があり、皆と一緒にいられるのではないかと思ったからだ。

（それなのに、私はいつまでも自分の力を知ろうとせずにいる）

　できるはずのことに怯え、躊ちゆう躇ちよしている。

「私が、何も知らなすぎたからなんです」

　まだまだ知識も使える術も少ないのに、鬼神を倒して「これだけできれば充じゆう分ぶんだろう」と進むことをやめてしまった。

　最初にこの部屋を訪おとずれたときとは全く違うライラの顔に、イブン・スィーナーは大きな息を吐いた。

「よかった。──来てくれて、感謝する」

　イブン・スィーナーはおもむろに長衣をさばいて立ち上がった。

「来なさい。一つずつ説明しながら進めよう」

「は、はい……！」

　突然の指し導どうに及および腰ごしになったが、そんな自分を叱しつ咤たして立ち上がった。ライラにできることは、やるべきことを全力でやることだけだ。

　マリクの寝台の側に並んで立ち、イブン・スィーナーは気き負おうライラにぽつりと言った。

「君は私と正反対だな」

「え？」

　集中しようとしていたライラは、驚いて顔を上げた。

「私が君ぐらいの年のときは、自分の力に自信があった。若かろうが経験が少なかろうが、力のある者が長を務めるべきだ。私が権けん限げんを握って当然であり、そういう立場は私が任されるべきだと思っていた。──そして、過か信しんしすぎて顔に傷なんか作った」

「……」

「何が怖かった？　君の力はもう目に見える形で証明されていたのに」

　理知的な鳶色の瞳に見つめられ、ライラは視線を落とした。

「……たくさんです。マリク殿下の命が懸かっていたからとか、経験の少なさとか、知らないことが多いと気づいてしまったこととか……いろいろ理由はあります。何が一番怖いのかは分からなくて──」

「では私が教えてあげよう」

　弾はじかれたように顔を上げたライラを、イブン・スィーナーは真っ直ぐに見下ろした。

「君は、魔術が成功し、これができる人間だと他人に認められるのが怖いのだ」

「────！」

　心臓を槍やりで、貫つらぬかれたかのような衝しよう撃げきを受けた。

　皆から「当代一の魔術師と同等だ」と言われても半はん信しん半はん疑ぎだった。

　心のどこかでそんなはずはないと思い、自分はそこまでの存在ではないと思っていた。

　魔女神ジンニーアの呪のろいを解いても、鬼神と戦っても、まだ自分はそれほど強い魔術師ではない────。

　そう思っていた。

　だが、イブン・スィーナーと共にマリクを救うことによって、ライラはライラ自身の力を認めなければならなくなる。

　自分が、当代一を超える魔術師だと思い知らなければいけなくなる。

「ライラ。誰かにあなたは強い魔術師だと称たたえられたら、そうだ、と答えなさい」

　臆おくさず、謙けん遜そんもせず。

　受け止め、認めていかなければならない。

　目を見開き無言で問いかけたライラに、イブン・スィーナーは微笑んだ。

「何かが起こったとき、君が自分の責任から目を逸そらさないように」

　どうしようもなく強大な何かとぶつかったときに、自分には無理だからと逃げてしまわないように。

　──もしもこうして倒れたのが月の丘の皆なら……？

　シャールカーンやルーダイナ、ジャスミン姫、マルジャーナ、ザイン──。

　そんなときも自分は「できない」と尻しり込ごみして逃げるのだろうか。

　ライラは目を閉じ、深呼吸した。

（──いいえ、皆を守りたい。後こう悔かいはしたくないの）

　自分は、力に見合った全てを知らなければいけない。

　目を開き、当代一の魔術師を見上げた。

「イブン・スィーナー様。よろしくお願いします」

　マリクを救うこと。それはきっと、今後の自分を助けることになるだろう。

　頭を下げたライラに、イブン・スィーナーは微かに安堵の表情を見せてうなずいた。

「始めよう」

　どこか喜びに満ちた声が合図となり、ライラとイブン・スィーナーは手を重ねた。
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「成功すると思うか？」

　不安げなホスローの声に、ザインは低く笑った。

「イブン・スィーナー様が死病の鬼神イフリートに敵えば」

「……あれが敵わんなどあるはずがない。私はライラがイブン・スィーナーの力に耐たえられるかどうかを」

「ライラがイブン・スィーナー様の力に耐えられないなどあるはずがない。彼女は鬼神ラーフの炎さえ防いだんですよ？」

　ホスローの部屋でライラとイブン・スィーナーを待ちながら、ザインは絶対の自信を持って答えた。

「ライラができないのは単純に経験の少なさです。やり方が分かれば確実にできます」

　イブン・スィーナーも今度はやり方を丁てい寧ねいに教えるだろう。その上でライラが失敗するとは思えない。

　差し向かいでクッションに座ったホスローは、鬼神ラーフの姿を思い出したのか複雑な表情で押し黙る。ホスローはシャールカーンの婚礼に招まねかれた帝スル王タンの一人だ。ジャスミンを攫って行った強大な鬼神の姿を目にしている。

「もちろん疑うわけではない。しかし、この世にイブン・スィーナーと並ぶ魔術師がおるとは……」

「そうでしょうね」

　そんなことはザインも想像したことがなかった。ホスローはふーむと深く考え込む。

「おまけに若く可愛らしく従じゆう順じゆんそうで優しい。十七歳か。マリクは二十歳だから……」

「………………」

「ふむ、ふむ。頭の中で並べてみると中々似合いの気もする。マリクは暇ひまがないなどと言って妻を迎えなかったが、命の恩おん人じんとなれば心持ちも違うだろう。そうは思わんか？」

「そうですか？」

「…………おぅ……」

　にっこりと微笑み返したザインに、ホスローは大きく頰を引きつらせた。

「『なぁにが似合いだ、そんなわけねーだろこの馬鹿！　ふざけたことぬかしてんじゃねぇぞ耄もう碌ろくじじいが!!』……とな？」

「そんなことは一言も申しておりませんが」

「心の声が聞こえたのだ」

「そんなに口も悪くありません」

「ふむ、内容は否定せんか。シャールカーンでなくともこの年になれば分かるものよ。そういえばシャールカーンはどうした？　お前が側を離れるとは珍しい」

　このクソジジイ……と思った瞬間に話題を変えてくるのはさすがだ。

　否定や抗議はあきらめ、ザインはため息をついた。

「バスラムで婚約解消の話し合いですよ。私よりも優秀な護ご衛えいが側にいるので後を任せました。シャールカーン様の婚約は私には関係ありませんから」

「さっさと逃げてきおったか。誰に会いたくなかった？　ムスナド帝王か、ハールーン殿下かヤハヤーか？　お前とシャールカーンはエルサムに会いたくない者が多すぎる」

　説教に無視を決め込んだザインの横顔を見つめ、ホスローはやや口調を変えた。

「──それとも、バスラムで妃セツト・アズィーザにお会いするのが後ろめたかったか？」

　ザインは黙り込み、無言を貫く。

　無表情に見えるその顔をホスローはじっと見つめていたが、ふいに頰を緩めた。穏やかに微笑む。

「お前が本当にライラのことを好きになったのなら、それはとても素晴らしいことだ。アズィーザ妃もお喜びになるだろう」

「…………」

　沈黙が流れ、やがてザインは重い口を開いた。

「……気にして頂く必要もありません。バスラムの太たい子し妃ひとなられたからには、もう私とはなんの関係もない。縁が切れています」

「あの方はまだ、お前のことをたいそう気にかけておられるよ」

「アズィーザを安心させるためにライラを好きになったわけではありませんので」

　そっけなく話を打ち切り、ザインはホスローを真っ直ぐに見返した。

「ホスロー王。ファリドをこの宮殿に置くつもりなら、彼の身を守ってあげてください。なるべく私かマルジャーナが側にいるつもりですが、食事や衣服、寝台の中に毒どくが仕込まれたりしないように」

「なに!?」

「もしかすると彼は殺されるかもしれません。今は後宮ハリムのライラの部屋にいるそうですが、明日からはどうか気をつけてあげてください。ファリド自身が危険を感じ、自主的に用意された部屋を出たようですから」

　──彼は本当に賢い。

　行動も早い。確かにファリドの話が全て真実であるとすれば、敵は宮殿に滞在する彼を今夜中にも殺そうとするだろう。自分のことを思い出されては困るからだ。

　幼い少年の先を読む力に舌を巻き、ザインは驚愕の表情のホスローに申し出た。

「それと、もう一つお願いがあります。私はあなたの弟ルスタム様と会ったことがありません。一度、本人に気づかれないように姿を見させてもらえませんか？　声も聴きかせてください」

　先ほどライラが話してくれた、ファリドの話が脳のう裏りを巡る。

　王弟ルスタムがシルワンへ行っていた──。

　浮かぶのは織物街での競せ売りの敵手、大外套で身を隠した姿と濃い茶色の鋭い瞳だ。

　憶おく測そくでしかないことをまだ口にするつもりはなかったが、ザインの視線を受け止めるホスローの瞳は穿うがつように強い。

　そこには暗い静けさもあり、まるで何もかも察したような覚悟に満ちていた。

　長い長い沈黙が続き、身じろぎ一つしなかったホスローはやがて大きな息を吐く。

「──いいだろう」

「ありがとうございます。あと、あなたが捜してくださると言ったファリドの姉のことなんですが」

「知っているよ」

　簡潔に遮られ、ザインは驚いて口を閉ざした。

　せいぜい「信用のある人物のもとにいる」程度のことを言おうとしたザインへ、ホスローは微び笑しようする。

「姿を変えられたと聞いて、思い浮かべないはずがないだろう。知っているよ」

「それは、まあ、そうですが……」

　ザインですら真っ先に予想したのだ。ホスローならば当然かもしれない。

　しかしライラから話を聞いた自分と違って、決め手になる要素は少なかっただろう。

　それなのに、ホスローは自身の考えを疑う様子もない。

「今になってよく分かったのだよ」

「……あの方が、ファリドの姉を攫った理由ですか？」

「いろいろだ」

　ホスローはほろ苦く笑い、優しい目を伏せた。

「マリクが救われれば、きっとイブン・スィーナーも話してくれるだろうよ」







　やがて、知らせを待つホスローとザインのもとへ魔術師の少女が駆け込んできた。

　涙と笑顔を浮かべ、彼女は太子マリクが目を覚ましたことを伝えてくれた。
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　陽ひの光が少し橙だいだいがかってきたのを感じ、本を読んでいたライラは顔を上げる。

　薄うすい紗しやの掛かった窓の外は、もう夕暮れのようだ。

（明るいうちに油をもらいに行った方がいいかしら）

　マルジャーナが戻ってきたら行こうかと考えたとき、祈き禱とう部べ屋やの石の扉とびらが静かに開く。

　マルジャーナかと口を開きかけ、だが、ライラは目を丸くした。

「まあ！　どうしたのザイン、その格かつ好こう」

　思わず大きな声を出してしまい側そばの寝しん台だいを窺うかがったが、ぐっすりと眠る人物が目を覚ます気配はない。ライラがほっと息を吐はくと、ザインは足音を立てずに近づいてきた。

「政務所デイワーンに入れてもらっていたんですよ。少し、確認しなければいけないことがあったので」

　小声でそう言って、一方に房ふさ飾かざりを落とした深しん紅くの縁ふちなし帽ぼうを外はずす。

　きっちりと襟えりと袖そでの詰つまった黒の上じよう衣いに、ゆったりとした黒の下した穿ばき。左肩から深紅の肩掛けを斜ななめに掛け、金の帯を締しめたその恰かつ好こうはまるで宮きゆう殿でんの警けい備び兵へいだ。

　反そり身みの太た刀ちを提さげた姿を足元までしっかりと眺ながめ、ライラは高鳴る胸を抑おさえ息を吞のんだ。

（すごい……！）

　ザインの品がよく精せい悍かんな顔立ち、上うわ背ぜいもあり、細身でもしなやかな筋きん肉にくを感じさせる体格、そして何よりも鋭えい利りで涼すずやかな眼まな差ざしが黒の装しよう束ぞくにピタリとはまっている。

　頰ほおを紅こう潮ちようさせると、太刀を置いたザインは嬉うれしそうに口くち許もとを綻ほころばせた。

「あなたにそんな顔をしてもらえるとは思いませんでしたね。たまには装よそおいを変えてみるものだ。似合ってますか？」

「ええ、見ているだけで斬きり殺ころされそう……！　私が罪ざい人にんで、あなたみたいな人に追われたら絶対に逃げられないわ。怖こわすぎて！」

「……………………………………ええ──と、褒ほめ言葉……でいいですか……？」

　もちろんっ、とライラは全力でうなずく。あまりにも有ゆう能のうそうで、やってもいない罪つみを白はく状じようしたくなるほどだ。

　ザインはちらりと寝台に視線を向け、「まあいいですけどね」と積まれた本を無む造ぞう作さに押しのける。

　場所を確かく保ほしてごろりと寝ね転ころぶと、ライラの膝ひざに頭を載のせてきた。

「ザ、ザイン！」

　またしても大きな声を出してしまい、慌あわてて声を落とす。

「駄だ目めよ、マリク殿でん下かがいらっしゃるのに寝転がるなんて」

「そっちですか……。いいんですよ、殿下は寝てますから」

　不ふ貞て腐くされたような声で寝返りを打ち、ライラの腹にすり寄ってくる。

「殿下の具合はどうですか？」

「とてもお元気よ。先ほどまで起きていらしたけど、あまり長くお話ししても疲れてしまうでしょう？　眠るようにお勧すすめしたの」

　せっかく助かった命なのだ。元気になってもらいたい。

　マリクが目覚めたときのホスローやイブン・スィーナーの喜びを思い出し、ライラは優しい気持ちでザインの茶色い髪を梳すいた。

　見た目より柔やわらかい髪は指どおりがよく、触ふれていると不思議に心が落ち着く。

（イブン・スィーナー様のお力になれてよかった……。ご迷めい惑わくをおかけしてしまったもの）

　ライラがイブン・スィーナーと共に死し病びようの鬼神イフリートを消しよう滅めつさせてから、三日。

　ベルガ王国の太たい子しマリクは無事に意識を取り戻し、正常な生活を取り戻しつつある。

　まだ全てが解決したわけではないのでホスローの祈禱部屋に籠こもっているが、身体からだに異常もなく、いたって健康だ。

　かなり退たい屈くつしているようで、ライラとマルジャーナは護ご衛えいと身の回りの世話を兼かねて日々マリクの相手をしていた。護衛役は忙いそがしいイブン・スィーナーの助けになっているようで、ライラとしてもとても嬉しい。

（イブン・スィーナー様は怖そうに見えるけど、本当に素敵な方だわ。ずっと一人で戦ってこられたんですもの、私が代わりにできることなら……）

「ライラ」

　ふに、と唇くちびるに何かが触れ、思考を中断されたライラは目を瞬またたく。見下ろせば膝の上のザインが腕うでを伸ばし、指先でライラの唇に触れていた。

　その顔が若じやつ干かん恨うらめしげになる。

「イブン・スィーナー様のことを考えていますね？」

「え!?　え、ええ！　えーと、魔術のことを思い出していて！」

（鋭するどい!!）

　後ろめたいことは何もないはずなのに、うっかり心臓が口から飛び出そうになった。

　ザインはじ────っとライラを見上げていたが、ふいと目を伏ふせる。

「全然反応しないんですね」

「え？」

「膝ひざ枕まくら」

　またライラが慌てふためくと思っていたのだろう。拗すねたような口く調ちように、ライラは胸を張って笑った。

「村の子供達によくしていたのよ」

　もちろん成人男性を相手にしたことはないが、膝に載のせてしまえば案外一緒だ。

　慣れた姿勢に得意になると、ザインは束つかの間ま黙だまる。

「その、頭を撫なでるのもですか？」

「あ！　ごめんなさい、嫌いやだった？」

「いいえ？　もっとやってください」

　うっかり子供に対するときと同様にしてしまっていたが、引っ込めた手を取られ、ぽんと元通り頭の上に置かれた。

　撫でて、と手の下に潜もぐり込んでくる猫ねこみたいだ。

　甘えた仕し草ぐさにライラは微笑ほほえみ、またザインの髪を優しく梳いた。普段は頼たよりになる年上の男性なのに、ときどき妙みように子供っぽい振る舞いをする。

（可か愛わいい、なんて思っては駄目かしら）

　言うと嫌がりそうだ、とますますおかしくて笑ったとき。

「ライラ」

　ふいに名を呼ばれ、「え？」と答えようとした口が柔らかいものに塞ふさがれた。

　温かいものが唇に触れ、ちゅっと音を立てて離れる。

（え……？）

　いつの間に起き上がったのか、鼻先が触れ合うような距きよ離りでザインがにっこりと笑っていた。

「ぼーっとしてると口づけますよ？」

「────────ッ!!」

　慌てて口を覆おおったときには遅い。寝台を背に、両腕と足、全身を使って囲い込まれていた。

「猫か子供だと思われているようなので、ちゃんと自じ己こ主しゆ張ちようしておこうかと」

　人間の年上の男ですよと宣言され、「ひいいいっ」と叫さけんで逃げたくなる。

　なんとか距離を置こうと身をよじれば首くび筋すじに口づけられ、仰のけ反ぞってしまった。うなじに熱い息がかかり、くすぐったさに全身から力が抜ける。

「ライラ」

　簡単に床に転がされ、どんな魔術だと思うような自然な流れで口づけられていた。

　強引なように見えて、その手も唇もやたらと優しい。違う、自分が受け入れてしまっているからか。抵てい抗こうしなければ、と思うのだが骨ばった指で撫でられるのが気持ちよくて力が抜けていく。

（だ、駄目よ、このままじゃ……っ）

　ああああもう気持ちいい…………

（じゃないっ、よくないよくない！　気持ちよくなんてないしっかりしてライラ!!）

　カッと目を見開き、微かすかに息を継ついだその隙すきを狙ねらってライラは唇を引き離した。

「待って、ザイン！」

「!?」

　肩で息をしながら距離を置き、ライラは牽けん制せいのために両手を前に突き出す。

「お、落ち着いて話し合いましょう！」

　まずは包ほう囲い網もうから抜け出さなければならない。

　きっちり腕一本分後ずさったライラに、ザインは悔くやしさと切なさが入り交まじったような、なんともいえない表情で唇を覆った。

「あ、あなた、ものすごいところで我われに返りますね……！　この後私にどうしろと!?」

「ご、ごめんなさい、どういうところかは分からなかったんだけど！　お願いだから私を翻ほん弄ろうするのはやめて！」

「それはこっちの台詞せりふだ！　ああもう、なんだこれは!?」

　嘆なげいて床に突つっ伏ぷしたザインに、ライラはおそるおそる近づく。

「その、違ちがうのよ、あなたのことが嫌きらいなわけじゃなくて……！」

「……あなたどうしてこんなに難むずかしいんですか？」

「む、難しい？」

　自分で言うのもなんだが、わりと分かりやすく単純な性格をしている。それは他でもないザインがよく知っているはずだ。

　しかしザインは頭を抱かかえ込こんだまま、虚うつろにつぶやく。

「真剣に迫せまれば怖がって逃げるし、優しくすればドキドキしないとか言われるし、適度に優しく強引に迫ればいいところで止められるし。膝枕でもすれば意識してくれるかと期待したのに、余裕で和なごんでくれてしまって。いったい何をすればドキドキしてくれるんでしょうね、あなたは」

「し、してる！　してるわ！　今まさに！」

　しすぎて心臓が止まりそうなのに、ザインは疑わしげに身を起こす。

「なんか恐きよう怖ふっぽいんですよねー……。あなたの私に対するドキドキって」

（きょ……っ!?）

「恐怖だって!!」

　ぶはっと堪こらえきれなくなったかのような笑い声が聞こえ、ライラはぎょっとして振り返った。

　寝台で眠る青年が背を丸め、肩を震ふるわせながら笑っていたのだ。

「マリク殿下!?」
















　今になって、ザインと二人きりではないことを思い出してしまった。

（いつから起きて──!?）

　すっかり存在を忘れて大おお騒さわぎしていたのだ。このうるささの中で眠れというのも無理な話だろう。

　声を上げて馬ば鹿か笑いしていたマリクは息を整え、寝台の際きわににじり寄る。

　透すき通るほど白い肌はだ、サラサラとした金色の髪の太子は立てた肘ひじに頭を載せ、ライラとザインを見下ろした。

「ごめんねライラ、邪じや魔ましちゃって。なんか面おも白しろいことが始まったなーと思って、じっとしていたんだけど」

　ホスローによく似た濃こい茶色の瞳ひとみが、優しく細められる。

　母親が北ほつ方ぽうの女おんな奴ど隷れいだったというマリクは、まさに白はく皙せきのという言葉が似合う美青年だ。

　心底楽しそうに、ぱっと輝かがやくような笑顔を見せた。

「ひょっとして僕は出て行った方がいいのかな？」

「と、とんでもございません！　騒がしくして申し訳ありませんでした！」

　あまりの恥はずかしさに顔が上げられない。いつから起きていたのか。せめて最後の「恐怖」だけにしてもらいたいと切せつに祈いのるライラの耳に、ザインの衝しよう撃げきの言葉が入る。

「寝たふりなんてするからですよ。最初から起きていたんでしょう？」

「なんだ、やっぱりザインは気づいていたんだね」

「!?」

　声も出せずにぎょっとしたライラをおいて、ザインはうんざりと半はん眼がんになった。

「気づきますよ、身体が震えてたじゃないですか」

「うん、『斬り殺されそう』の時点でかなり苦しかったんだけど、〝恐怖〟で我が慢まんできなくなっちゃった。ライラは面白いね」

「興味を持たせるためにやったわけじゃないですよ」

「知ってるよ。父上に何か言われたの？　大丈夫、取り上げたりはしないよ。ザインがここまで頑がん張ばっているんだから」

「でも彼女が僕のことを好きになったら知らないけどね、って言うんでしょうあなたは？」

「そこまでは考えてなかった！」

　マリクはまたしても声を上げて笑う。気安い友人のような会話に、ライラは感じていた羞しゆう恥ちも忘れ聞き入ってしまった。

（なんて仲がいいのかしら……）

　ベルガとエルサムは大祭イードごとに教主カリーフアに拝はい謁えつすると聞いていたが、おそらく似たような国力なのだろう。会う機会もそれだけ多いに違いない。ザインの口調に、他国の王子に対する堅かた苦くるしさはなかった。

　マリクはひとしきり笑い、嬉しそうに半身を起こす。

「やっぱりザインはいいね。シャールカーンじゃなくて僕のところにおいでよ」

「動きが読めない主あるじだと気疲れが倍ばい増ぞうしますので結構です」

「君は本当にシャールカーンが大好きだね！」

「……。別に好きなわけじゃありませんよ、読みやすくて楽なだけです」

　ザインがややムッとしたのを見て、ライラは思わずくすりと笑ってしまった。

（図ず星ぼしなのね）

　マリクも承しよう知ちの上のようで、ザインが何かを言う前にさりげなく話題を変える。

「しかし僕が起きていると分かってて、堂どう々どうとライラに迫るとは。あんまり強引なことをしてると嫌われるよ？」

「言われなくても分かってますよ。私だって、できれば怖がらせずに好きになってもらいたい。どうすればいいのか頭を悩なやませているんです」

　途と方ほうに暮れたような声でぼやかれ、ライラは一気に赤せき面めんしてしまった。

（怖がらせずにって、べ、別に……そんな…………！）

　全部が全部……恐怖、というわけでは………………。

（だ、駄目だわ!!　ない、とか言ったら即返事になってしまう!!）

　言げん質ち以外の何ものでもない。絶対に笑顔で「あのときこう言いましたよね？」と部屋に連れ込まれるに決まっている。いいや、むしろこの場で押し倒される。

　真っ赤になった直後真っ青になったライラに、ザインは笑顔でこめかみをひくつかせた。

「考えが丸分かりなんですが……！　お望み通り行動に移しましょうか？　なぜ律りち儀ぎに返事を待っているのか自分でもよく分からなくなってきましたよ本当に！」

「あ、じゃあ僕はお邪魔だから部屋を出ようかなっと」

「マリク殿下────ッ、お願いします！　お願い、出ないでください!!」

「ええ～、そんな涙目で言われると困っちゃうなぁ」

　立ち上がったマリクの足に縋すがりつけば、無む情じようにもザインに引っぺがされる。それでもめげずに長ちよう衣いの裾を摑つかめば、軽く扉が叩たたかれた。

　室内の大騒ぎをよそに優ゆう雅がに入室してきたのは、金の盆ぼんに水差しと杯はいを捧ささげ持ったマルジャーナだ。

「まあ、何をなさっていますの」

　立ち上がったマリクとその長衣の裾すそを放すまいと握にぎりしめるライラ、更さらにはそのライラを後ろから抱だきしめるザインの姿に、呆あきれた声を上げる。

「マリク殿下、寝台にお戻りくださいませ。ザイン様、またライラをいじめていらっしゃいましたのね？　嫌われますわよ」

　さくっとザインの脳のう天てんに斬り込み、マルジャーナはてきぱきと三人を引ひき剝はがした。涙目のライラを救い出して背後に庇かばい、金の盆を床に置いて注そそいだ薬やく湯とうをマリクに差し出す。

「殿下。今晩ホスロー陛へい下かがこちらへ参られますわ。ご夕食を一緒にと仰おおせです」

「……父上が？」

「はい。殿下がお元気なようですから是ぜ非ひと」

「…………」

　ついさっきまで上じよう機き嫌げんで遊んでいたマリクの表情が一変した。

　無言のままマルジャーナから杯を受け取り、寝台に腰を下ろす。

　マリクの表情がどんどん冷たくなっていくのを見て、ライラは徐じよ々じよに落ち着かない気持ちになった。冷たいどころか、張りつめた、刺さすような鋭い雰ふん囲い気きを感じる。

（……ホスロー王とのお食事は嬉しくないのかしら？）

　ライラから見てもホスローはマリクを非常に愛し、大切にしていた。この三日間政せい務むの合い間を縫ぬっては付つき添そい、マリクもホスローを父としても王としても信頼しているのだと思えた。

　それなのに、マリクは今、ホスローへ明らかな怒いかりを向けている。

「──ザイン。君は何を確認しに政務所デイワーンへ行った？　僕に関することか？　それを父上に言ったのか？」

　冷ややかな口調に、ザインも先ほどまでとは打って変わって真剣な表情になった。

「シルワンの競せ売りでライラを買おうとした男の姿を確認しに行きました。ベルガの高こう官かんだろうと予想していましたが、ファリドが情報をくれたので」

　マリクはすでに、自分の身に起こったことをホスローやイブン・スィーナーから知らされている。

　当然、自分を殺そうとした人物とザインがシルワンで競せり合ったことも承知だ。

　無言でマリクに促うながされ、ザインはやや迷うように口を開いた。

「王弟ルスタム様ではないかと。ただ、ファリドほど確信が持てたわけではありません。陰かげながら拝見させて頂きましたが、私とは真正面から会う方が早いでしょう。ただその場合、白しらを切られればそれまでですが」

　強引にルスタムを捕とらえてみたところで、もしも他に黒幕がいればマリクは狙われ続けることになる。

「一番いいのは自じ白はく、それと盗ぬすまれた妖霊ジヤンの指輪を持ってきてもらうことか……」

　難しい顔をしたマリクに、ライラはずっと気になっていたことを尋たずねてみた。

「あの、その妖霊の指輪とはどんなものなのですか？　イブン・スィーナー様でも止めきれないような、強い妖霊が現れるんでしょうか？」

　一般的にこの世に生きる精せい霊れいの中で、一番力が弱いとされているのが妖霊だ。魔霊マーリド、鬼神、悪霊シヤイターン、魔ジ神ンはどれも強大で、力の差ではなくその性せい質しつによって呼び名が変わる。

　しかし妖霊は明らかに格が落ち、上位の精霊に使し役えきされる立場だ。

　それほど怖おそれることもない気がするのだが、マリクは否定した。

「確かに君やイブン・スィーナーなら負けないだろうね。僕だって実際に見たわけじゃないけど、妖霊というからには力自体は強くないはずだ。ただ、あの指輪の厄やつ介かいなところは主の願いが達成されるまで従い続けるところにある。持ち主の死か指輪の破は壊かいができない限り妖霊は何度でも現れ、間かん断だんなく命令を遂すい行こうし続ける」

　新たに現れ続ける妖霊相手に、人間が昼も夜もなく長期間戦い続けるのは難しい。

「ただ、所しよ詮せんは妖霊だからね。願いを達成するなら主と対象、両方が側にいないといけない」

　遠えん隔かく操そう作さができない、ということだ。

　精霊について多少知識のあるライラは納なつ得とくする。

「妖霊は命令を忘れることがあるからですね」

　もし願いを叶かなえるのが強い魔神であれば、たとえ主が地の果てにいても「ベルガ王国のマリクを殺せ」と命めいじれば速すみやかに従うはずだ。しかし知ち能のうも忠ちゆう誠せい心しんも低い妖霊は、よほど主が強大でない限り思い通りに動かない。

「そう。だからベルガ王都で指輪を使おうとすれば、イブン・スィーナーは波は動どうを読んで持ち主を特定する。敵にとってもそこで策さくが尽つきるというわけだ」

　いたって簡単なことのように軽く言われ、ライラはごくりと唾つばを吞み込んだ。

（ベ、ベルガ王都といってもとんでもなく広いのだけど……！）

　しかしイブン・スィーナーなら確実にやってのけるだろう。脅きよう威い的てきすぎて、尊敬と畏い怖ふのあまり鳥とり肌はだが立ってしまった。

「なるほど。なぜ敵が指輪の妖霊にマリク殿下を殺すよう命じないのか、その謎なぞが解けました。それは確かに迂う闊かつに使えませんね。絶対確実にあなたを殺せる場面でないと」

　ザインの率そつ直ちよくな言葉にうなずき、マリクは大おお仰ぎように足を組む。

「僕は人の恨みを買うような人間じゃないからね。目覚めて、誰かに鬼神をけしかけられたって聞いたとき、真っ先にルスタム叔お父じ上うえが浮かんだよ。ただ、僕を殺して何の意味があるのか分からないんだ」

「人の恨みを買う性格じゃない、には存分に物申したいところですが、概おおむね殿下の仰おつしやる通りですね。殿下を殺したところで帝てい位いが転がり落ちてくるわけでもなし」

　次の帝位といっても、それはバスラムの教主が命じることだ。一国の元副ふく王おうごときが世界の王を動かせるはずもなく、はたまた自分が選ばれるように誘ゆう導どうすることもできないだろう。

　悩む二人に、控ひかえていたマルジャーナが静かに言葉を挟はさんだ。

「教主様ではなく、もう少し身近で考えてみてはいかがでしょうか」

「身近？」

　聞き返され、マルジャーナは口をつぐむ。

　ややあって、琥こ珀はく色いろの瞳を上げた。

「もし、ホスロー陛下のお子が生きていらしたらどうでしょうか？」

「……父上の子？　僕の異い母ぼ兄弟きようだいってことか？」

　マリクの表情が変わった。

　だがそれは驚おどろきでも途と惑まどいでもない。

　どこか思い当たるような、むしろ思い出すような表情だった。

「一人なら心当たりはある。弟か妹かは知らないけど、その子が生きていると？」

「あくまで仮定でございますわ。ザイン様から殿下に鬼神を放ったのが宦かん官がん長ちよう様だったと伺うかがい、後宮ハリムで失しつ踪そうされたザヒア妃ひの話を思い出したのです」

「マルジャーナ、ザヒア妃ってどなた？」

　ライラにとっては初めて聞く話だ。

「マリク殿下のお母様がお亡なくなりになった後、妃きさきに上がったご側そく室しつ様ですわ。妃に上がってすぐにご懐かい妊にんなされ、その後失踪されました。ちょうど十二年前のことになるそうで、お亡くなりになったとされておりますが……」

　マルジャーナは言葉を切り、念を押した。

「私個人の考えですが、ご無事だったのではないかと。女官長様と宦官長様、ホスロー陛下は実は行方ゆくえをご存知で、お子様もお生まれだったのかもしれません」

「あ────────……なるほど。なるほど。それで宦官長が殺されたことが気になったわけか」

「更に生まれたのが娘だったとすれば繫つながりますね」

　マルジャーナ、マリク、ザインが納得したようにうなずき合い、一人取り残されたライラは必死に頭の中を整理する。

（え、えーと、お子を身ごもられたまま失踪したお妃様がいて、その行方を宦官長様が知っていた。それが殺されておしまいになった、と）

「そうです。マリク殿下を狙った男が、宦官長からホスロー王の私し生せい児じの話を入にゆう手しゆしたということです」

「ザ、ザイン、自然に私の頭の中と話を繫げないで……っ！」

「すみません、会話並に分かりやすくて。ちなみにマリク殿下を狙ったのが王おう弟ていルスタム様。ファリドの姉を捜さがしにシルワンへ現れたのもルスタム様。ということは？」

「ということは……ルスタム様はマリク殿下を邪魔に思っていて、ファリドのお姉さんが欲しい……」

　しかしファリドの姉は、ベルガの重じゆう鎮ちんイブン・スィーナーに攫さらわれ手に入れることはできなかった。

（いいえ、イブン・スィーナー様に〝攫われた〟というより……）

　これまでの話を考えれば、むしろ〝守られた〟と言うべきなのかもしれない。

　ライラは目を見開いて顔を上げた。

「まさか……、ファリドのお姉さんがホスロー王のお子様……!?」

「かもしれない、ですね。あくまで。まあ私もおかしいなと思うことはありましたが」

「え？」

「いえ……」

　ザインは微び妙みように言葉を濁にごし、真顔になった。

「たとえば……ホスロー王がファリドをすぐシルワンに返さなかったことです。養父母を宮殿へ呼ぶと仰いましたが、本来なら平民の子供相手にそんな必要ないでしょう。話は終わったのだから、ファリドをシルワンへ送り届ければ済む話だ」

「あ！　い、言われてみれば……」

　全く気づかなかった。ライラは単純に優しい帝王だと思ってしまったが、ホスロー自身がファリドを保ほ護ごしたいと思い、養父母に話があったと考える方が自然だろう。

「なるほど、父上は最初から、ファリド少年の姉が何者か気づいていたということか。ふーん。それでちゃんと僕が生き返ったところで夕食を一緒に、ね」

　不ふ穏おんな響ひびきでつぶやいたとき、祈禱部屋の扉が開かれた。

「マリク──、おお、なんと賑にぎやかだな！」

　機嫌よく入ってきたのは、イブン・スィーナーを連れた帝王ホスローだった。

　ライラだけでなく、ザインやマルジャーナまで揃っている様に笑みを浮かべる。

「マリク、身体の調子はどうだ？」

「すこぶるいいね」

「それはいい。夕食の用意をさせたから来なさい、久しぶりに一緒に食べようではないか」

　平へい伏ふくした三人の前で、マリクの裸足はだしの足が絨じゆう毯たんに下りる。

　そのまま身を屈かがめ、何かを拾い上げ────。

　微かな金属音がした瞬間、地に額ひたいをつけていたザインとマルジャーナが同時に跳はね起おきていた。

「マリク殿下ッ!!」

　マルジャーナがホスローの眼がん前ぜんに両腕を広げ立ちはだかり、ザインの蹴けりがマリクの右手を直ちよく撃げきする。一いつ拍ぱく遅おくれ、ライラがマリクの腰にしがみついたときには、ザインに蹴り飛ばされた太刀が乾いた音を立てて床に転がっていた。

　突然太刀でホスローに斬きりかかったマリクは、全員に止められ軽く肩を竦すくめる。

「何をなさるのかッ、マリク殿下!!」

　マルジャーナと共にホスローを庇ったイブン・スィーナーは、青ざめた顔でマリクを睨にらみつけた。わけが分からない、という顔だ。

「何って」

　マリクは本気できょとんとし、蹴られた右手を撫でる。

「一言でも遺ゆい言ごんめいたことを言ったら刺してやろうと思ったけど、さすがに皆の前では言わなかったね」

「…………」

　ホスローは無言で息子むすこと見つめ合った。

　マリクは完全に落ち着いているようだが、ライラはしがみついた腰から腕を離すことができない。

　あまりにも静と動の移り変わりがなさすぎる。全く熱ねつ量りようを感じさせずホスローに斬りかかったマリクを、放すに放せなかった。

　マリク以外の全員が極きよく度どの緊きん張ちよう状態で構える中、やがてホスローが力を抜いた。

「……遺言を言わなくても刺すとは思わなかったぞ」

「みんながいてよかったね。でもどのみち死ぬんだし一緒じゃないかな」

　面白くなさそうに肩を竦め、マリクは冷ややかに顎あごを上げる。

「最さい期ごの夕食の席で僕に何を言う気？　叔父上と一対一で話をつけようって考えているんだろ。どうして殺されるって分かってて行くのさ」

「──殺されるとは思っておらんよ。ただ、真実を知りたいだけで」

「甘いね。素直に吐いてごめんなさいをするようなら、こんなことやらかしていない。あの人は父上が思う以上に馬鹿で下げ衆すなんだよ。弟だからって甘い目で見てないで、いい加減気づきなよ」

　たった一人の太子として揺ゆるぎない地位を持ち、成人前から国政に携たずさわってきた王子はさすがに言うことが違う。遠えん慮りよも気き遣づかいも、帝王の怒りを買うかもしれない怯おびえも一切なしの辛しん辣らつさだ。

　あけすけな物言いに一同が凍こおりつくと、マリクはわずかに口調を変えた。

「……たった一人で乗り込んで話をつけたって、父上が責任を取ったことにはならない。叔父上を罰ばつさず王都に戻したことを悔くやんでいると言うのなら、帝王として別の形で責任を取りなよ」

　ホスローのした覚かく悟ごは、むしろ帝王として無責任だと言える。

　反論できずにうつむいた父に、マリクは諭さとすように言った。

「父上はまだ、この国からいなくなってはいけない人だから」

「マリク……」

　ゆっくりとホスローが顔を上げ、ライラは静かにマリクの腰から腕を解ほどいた。

（マリク殿下……）

　帝王にとって、そう思ってくれる臣下がいるのはなんと嬉しいことだろう。

　聞き入る皆に向け、マリクはふわりと瞼まぶたを下ろす。

「大丈夫、僕が叔父上に『私が犯人だ』って言わせてみせるよ。ちょっとザインが死ぬかもしれないけど」

「嫌ですよ、なにをしれっと馬鹿なこと言ってるんですか」

「ライラがいれば問題ないよ。イブン・スィーナー」

　進められる話についていけず眉をひそめていたイブン・スィーナーに、マリクはオアシスの泉のような清すが々すがしい笑顔を向ける。

「お前はもういらない。出て行け」

　返事をしそこねた当代一の魔術師へ。




「──国外追放だ」




　晴れやかに人差し指を突きつけた。
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　太子マリクが人々の前に姿を見せなくなって早三み月つき──。

　ついに、ベルガ宮殿に動きが起こった。




　ベルガ宮殿の庭園の片かた隅すみには、花か崗こう岩がんを積み上げてできた大きな円えん蓋がい屋根の建物がある。

　そこにひっそりと石の棺ひつぎが運び込まれ、ここ数日政務所デイワーンに現れなかった帝スル王タンホスローが喪もの装束に身を包つつみ、閉じこもってしまったのだ。

　そんな王の姿に、宮殿の人々は皆悲鳴を上げ、男は我が身を叩き、女は髪を振り乱し嘆き悲しんだ。

　なぜならその建物は、大寺院マスジツトに移す亡なき骸がらを安置する殯ひん宮きゆうだったからだ。

　怖れていた通り、太子マリク様がお亡くなりになってしまった──。

　噂うわさは風のように宮殿を駆かけ巡めぐり、知らぬ者はいないようなありさまとなった。




　また、帝王の側にかの偉い大だいな魔ま術じゆつ師しイブン・スィーナーの姿はなく、彼も宮殿から姿を消してしまっていた。

　衛え士じの話ではイブン・スィーナーは一頭の騾ろ馬ばに乗り、供も連れずに何処いずこともなく去ったという。

　ホスローと仲なか違たがいをしたのだ、怒りを買って追放されたのだ、というまことしやかな噂が流れ、人々は沈ちん痛つうな思いで帝王の言葉と葬そう儀ぎの日を待った。
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「なに!?　マリク殿下がお亡くなりになっただと!?」

　窓辺の長なが椅い子すで奴隷娘の話を聞いていた王弟ルスタムは、叫び立ち上がった。

　目の前に跪ひざまずくのは、黒くろ繻しゆ子すの大面紗ハバラーで全身を隠したベルガ宮殿の女奴隷だ。

　薄い黒の顎布リサムで口許を覆っているが、美しい琥珀の瞳には見覚えがある。確かに最近後宮ハリムに入ったというあの娘だ。

　娘は涙にむせびながら額ぬかずく。

「真まことでございますわ。二日ほど前にお亡くなりになられ、明日にはもう大寺院マスジツトに亡骸をお移しになるそうです……」

　美しい琥珀色の瞳を涙に濡ぬらし、なよやかにうなだれた。

「わたくし、マリク殿下の妃候補として後宮に入ったのですが、まさかこんなことになるなんて……！」

　それはそうだろう。ルスタムは心中で得意気にうなずいた。

　この娘が商人の紹介で後宮に入ったと聞き、もう死ぬ男のために無む駄だなことをと思っていたのだ。予想通りの結果になったではないか。

「マリク殿下はやはりご病気だったのか？　ここ数か月お姿を見なかったが」

「はい、実は……」

　娘は言いよどみ、怯えるように声を潜ひそめた。

「実は、殿下は魔ジ神ンに憑とりつかれていたようなのです。死病を操あやつるという怖ろしい鬼神イフリートで、魔術師のイブン・スィーナー様がなんとか防いでいらしたのですが」

「どうなったのだ？　もしや防ぎきれなかったのか？」

　前のめりになってしまい、ルスタムは唾を吞み込み逸はやる心を抑える。

　焦あせってはいけない。マリクが死んだということは、つまりはそういうことなのだから。

　はたして、娘は深くうなずいた。

「三月ほど堪えていらしたのですが、ついに鬼神の力に屈くつしておしまいになり……。ホスロー陛下はそれはもうお怒りになって、先日イブン・スィーナー様を故こ郷きようであるマグリブに退たい去きよするよう命じられました。追って処しよ罰ばつを申しつけるとのことですわ」

「なんと！」

　ルスタムは歓かん喜きの表情を表に出さぬよう、心中で快かい哉さいを叫んだ。

（──────ついにやった……！）

　殯宮にホスローが入り、もしやと思っていたが噂は噓うそではなかったのだ。

　マリクの死とイブン・スィーナーの追放。

　その知らせは、実はこの娘より一足早く、宮殿に置いた自分の奴隷からもたらされていた。現在イブン・スィーナーの足取りを追わせているところだが、王都を出たことだけは確かだという。マリクの死の真しん偽ぎを確かめようと急ぎ出しゆつ仕しの用意をしていたところへ、この娘がホスローの伝でん令れいとしてやって来たのだ。

（こんなにも早く邪魔な二人が消えるとは──！）

　宦官を使って死病の鬼神を放ったはいいが、一向にマリクの死の報告がない。イブン・スィーナーが術で留とどめていることは容よう易いに想像がついたが、ついにそれを破ったのだ。

（まだザヒア妃の娘むすめは見つかっておらんが、マリクさえ死ねば難しいことではない。あとはホスローの死までに娘を見つけ出すだけだ……！）

　まだ時間はある。

　ルスタムは興奮の震えが抑えられず、何度も咳せき払ばらいをした。

「ではイブン・スィーナー殿どのはもう宮殿にはおられないのだな？」

「はい、昨日のうちに身一つでマグリブに向かわれましたわ。つきましては、ルスタム様。陛下が最後にマリク殿下に会ってあげてほしいと仰せです」

「ああ、悲しいことだが最後にお顔を見させて頂こう」

「はい、そのときに後こう継けいを紹介したいとも仰せですわ。なんでも亡きお妃様の姫君が見つかったとか」

「──!?」

　その不意打ちのような言葉に、危うく長なが椅い子すから落ちかけた。

　あまりの衝撃に愕がく然ぜんとしたルスタムを置いて、娘は更に続ける。

「十二年前、お子を宿されたまま行方知れずになった妃セツト・ザヒア様のことです。どうやらシルワンでお暮らしに」

「それはどうでもいい！　後継とはどういう意味だ!?」

　ありえない。あの娘は魔神に攫われたはずだ。

　血けつ相そうを変えて詰つめ寄るルスタムに、娘は怯えたように身を引いた。

「はい、姫君は魔神に攫われたようなのですが、それをとある裕福な商人様が見事お助けなさったそうですわ」

「商人だと!?」

「はい、とてもお若くご立りつ派ぱな商人様だとか。陛下がいたくお気きに召めされて、マリク殿下の葬儀が終わり次第、姫君の婿むことしてお認めになると」

「馬鹿なッ!!　娘は本物か!?　偽にせ者ものではないのか!?」

「姫君の養よう父ふ母ぼである商人様が証明なさいましたわ。なんでもザヒア様が後宮にいた頃に親しくされていた小物商の夫ふ妻さいで、後宮を出たいというザヒア様にご協力なさったそうです。見つかった姫君はファリザード様というお名前で、蜂はち蜜みつ色いろの髪に鳶とび色いろの瞳をしたお可愛らしい方でしたわ」

　全身の血が音を立てて引いていき、ルスタムは混乱する頭で必死に考えた。

（まさか、本物なのか……!?）

　後宮の古い宦かん官がん二人を使って調べ上げた情報と完全に一いつ致ちしている。

　太子マリクの母である妃セツト・バドルの死後、側室ザヒアは妃に上がり懐妊したが、その直後後宮から失踪した。下したっ端ぱの女によ官かん達は殺されたと思っているようだが、本当は違う。ザヒアは親しくしていた小物商の夫妻の助けを借りて自みずから姿を消したのだ。

　ホスローはすぐに人を繰くり出だし、ベルガの町で彼女を発見する。

　そこでどんな話し合いが行われたかはさすがのルスタムにも分からないが、ザヒアの後宮に戻らないという意志は固く、ホスローは彼女をあきらめたのだ。

　その後しばらくホスローは金を送って市し井せいでの生活を支えていたようだが、それを厭いとったザヒアは再び姿を消した。

　月満ちて、娘が生まれたという情報だけを残して。

（──それをやっとシルワンで見つけ出したというのに……！）

　ザヒアの娘を見つけるのは、何が何でも自分でなければならなかったのに──！

「その、姫君を助けた商人というのは確かな人物なのか？」

「ええ、長く旅に出ていらっしゃいましたが、今はシルワンでお暮らしだとか。陛下はルスタム様に紹介しておきたいと仰せですので、本日もお側にいらっしゃると思いますわ」

「────」

　明日にはマリクの亡骸が大寺院に移され、葬儀が始まる。

　ルスタムは険けわしい表情で顔を上げ、おもむろに、長椅子から立ち上がった。

「すぐに用意しよう。お前は案内に来たのか？」

「はい。陛下から、ルスタム様をお連れするようにと遣つかわされました」

「ならばしばらく待て。すぐに着替えて戻ろう」

　かしこまりました、と娘が平伏する側を通り過ぎ、ルスタムは足早に自室へ向かった。

（後継の承しよう認にんを葬儀後に行うだと？）

　人を入れないようにしている私室の奥に入り、戸と棚だなの隠し扉を乱らん暴ぼうに開く。

　中には更に小さな扉があり、ルスタムは肌はだ身み離さず身につけていた首飾りの鍵かぎを取り出した。鍵を差し入れ回すのももどかしく、激はげしく音を立てながら隠かくし棚だなを開く。

　中には象ぞう牙げの小さな箱が納おさめられており、ルスタムは箱の中から一つの指輪を取り出した。

　大きな緑玉石エメラルドを削けずり出して作られた、滑なめらかな緑の指輪だ。台だい座ざにはカドル神の印いん璽じである六ろく芒ぼう星せいが彫ほり込こまれている。

（後継として正式に承認されては面めん倒どうだ）

　ルスタムの人差し指に通されるや否いなや、大きかった指輪は水銀のようにその形状を変え、ぴったりと肌に吸すいつくように寄り添ってきた。

　指輪の主となったことを確信し、その手を黒い布で覆い隠す。

（イブン・スィーナーがいないということは、おそらく宮殿の結界も消えているだろう）

　感じ取れずとも、あの男が宮殿に厄介な結界を張っていることは知っていた。魔術の力を感知するというそれを警けい戒かいし、この指輪を使うことができずにいたのだ。

（婿むことなるその商人を、今日中に殺すしかない──）

　機会は一度きりだ。邪魔者を消し次第、指輪を壊こわせばいい。

　妖霊を操る指輪を手に、ルスタムは決意を込めて部屋を出た。
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　殯宮に一歩足を踏ふみ入れた途と端たん、先ほどまで満ちていた乳にゆう香こうが消え、冷ややかに澄すんだ香りが漂ただよった。

　黒の大だい外がい套とうを着ていても感じる肌寒さは、決して気温のせいではない。

　死者を浄きよめるために香らせたそれは、樟しよう脳のうだ。

　案内の娘に導みちびかれ、ルスタムは中央に据すえられた石の寝台に近づいた。側には巨大な花か瓶びんが置かれ、故こ人じんの周りを飾っている。

　太子マリクは死者の衣を着せられ、その足を聖地に向けて横たえられていた。ターバンは外して枕元に置かれ、もともと白い肌は更に白く、眠っているかのような安らかな死に顔だ。

　中にいたのはたったの二人だった。黒衣に身を包んだ下働きの娘が悲しそうに黒い瞳を伏せ、すぐ側では疲れた顔のホスローが息子の髪を撫で、声を震わせる。

「見ておくれ、ルスタム。マリクはただ眠っているだけのようではないか？　本当に明日には墓に入ってしまうかと思うと私は悲しくて……！」

「兄上。死を悲しんではいけない。マリク殿下はカドル神の慈じ悲ひの内に入られたのだ」

　すでに死んだマリクも兄の嘆きもどうでもいい。

　亡くなった甥おいには目もくれず、ルスタムは早口で悔やみを述のべた。

「人はいずれ死んでしまうものだ、嘆かなくていい。それよりも兄上、あなたの後継の話だが──」

　性せい急きゆうに本題に入ろうとした、そのとき──。




「その通りです。死とはどのような人の上にも過あやまたず置かれるもの。どうか、至し高こう者しやカドルが故人の失った歳さい月げつを陛下の上に移し賜たまわんことを」




　聞き覚えのない爽さわやかな男の声が響き、驚いて振り返ったルスタムは「あっ！」と大きな声を上げた。

　殯宮の入り口には一人の若い男がいる。

　茶色い髪に透き通る茶色の瞳。弔ちよう意いを表す黒の装束を纏まとい、厭いや味みったらしいほど涼やかな面おも立だちをした青年だ。

（こいつは……ッ!!）

　ルスタムは愕然として後ずさった。

　忘れもしない。

　一ひと月つきほど前の競売で、イブン・スィーナーを打ち破る魔術師を十億ディナールでかっさらっていった、あの忌いま々いましい若い商人だった。

　明らかに表情を変えたルスタムに、男は柔らかく目を細める。

「なんだ、私のことを覚えてくれていたんですね」

　寝台の側にいた下働きの娘が微かにうなずくのを受け、若い商人はその茶色の瞳をルスタムの左手に向けた。

「ごきげんよう、王弟ルスタム様。あなた様の上に平安とカドル神の祝福あれ。どうやら宝ほう物もつ庫こから盗んだ妖霊ジヤンの指輪をお持ち頂けたようですね」

（なに!?）

　思わず全身が揺れた。動どう揺ようを堪えるルスタムに向け、男はにっこりと微笑む。

「シルワンの競売ではどうも。密ひそかに拝見して予想はしていましたが、こうして前に立ってみて確信できました。身長、体格、声、口調、そして瞳の色。驢馬になった奴ど隷れい商しようゾライクを使い、イブン・スィーナー様を超える魔術師を捜していたのは間違いなくあなただ。どうせその魔術師を使ってマリク殿下を殺すつもりだったんでしょう？」

「な、何を馬鹿な──」

　ことを、と続けようとした声が途と切ぎれた。

　ここまで案内をしてきた琥珀色の瞳の娘──、後宮ハリムに入ったただの女が目にもとまらぬ速さで細剣を抜き、ルスタムの左手の布を切きり裂さいたのだ。

　鋭い切っ先に裂けた布が引きずられ、ルスタムが抵抗する暇ひまもなく覆いが取り払われる。

「────ああ！」

　露あらわになったその左手を見て、ホスローが声にならない呻うめきを上げた。

　ルスタムの人差し指には美しい指輪が嵌はめられていた。

　台座に六芒星の刻まれた、深い輝きを放つ緑玉石の指輪が。

　ルスタムはとっさに手を隠し後ずさったが、次の瞬間、明るく潑はつ剌らつとした声が殯宮に響いた。

「だから父上は甘い。僕はちゃんと大臣ワジール職しよくなんて与えず追放しろと言ったのに」

「──!?」

　身体ごと振り返ったルスタムは、信じられないものを見て文字通り飛び上がる。

「ひ────ッ!!」

　冷たい石の寝台の上で、横たえられた死人がゆっくりと身を起こしたのだ。

　天国ジヤンナへ向かうための純じゆん白ぱくの絹の長衣を纏い、金色の髪の太子は目も覚めるような素晴らしい笑顔を見せた。

「指輪を着けて来てくれてよかったです、叔父上。あなたが死んだ後誰かに渡っても困る品なので」

　乙女おとめのような長い睫まつ毛げの奥で、父親によく似た濃い茶色の瞳が美しく煌きらめく。誰もがハッとするその玲れい瓏ろうな微び笑しように乗せ、マリクは冴さえ冴ざえと言い放った。

「本当に父と双ふた子ごとは思えない。顔は似てても中身は正反対だ。欲深くて浅はかで、いつまでたっても反省しない。ここまで誰かの恩おん情じようを踏みにじる人も珍めずらしいが、さすがにもうお終しまいだ」

　ルスタムは返事をするどころではない。

　よろめき、後ずさる血の気の失うせた弟の姿に、ホスローはあきらめをもって目を閉じた。

「ルスタムよ──。やはりマリクを殺そうとしたのはお前だったのだな」

　覚悟も予想もしていた。

　ファリドとザインの話を聞き、ルスタム以外にいないだろうと思った。

　──決して、マリクが案ずるほど心から信じていたわけではなかった。

「シルワンでザヒアの娘を捜していたそうだな」

「…………」

「副王を務つとめるお前の息子と結婚させ、民たみに帝位の継けい承しようを納得させようとしたのか」

　ルスタムとて、今更自分が帝スル王タンになれるとは思っていないはずだ。

　だがハマーの町で副王を務める息子は違う。父の悪評を払ふつ拭しよくとまではいかないが、ハマーの統とう治ちを無ぶ難なんにこなし、そこそこ認められている。

　だが、それはルスタムの支配があまりにひどかったため、比ひ較かくして良いように見えているだけだ。

　ルスタムの息子には帝王になる人じん徳とくも資し質しつも才能もない。太子マリクを差し置いて帝王を望むなど失しつ笑しようもので、身の程も知らずに名乗りを上げれば民の反発は必ひつ至しだ。

　そんな息子に帝位を継承させる策は一つ。

　太子マリクを殺し、ホスローの血を引く娘と結婚させることだけだ。

　身ごもったまま失踪したホスローの妃を見つけ出し、その娘を妻に迎えさせる。ホスローの実子を妃にしたとあれば、今の副王に対する民の目は確実に変わる。

「確かに、私の娘を妻にしたとあれば民は納得するだろう。ただし、それが本当に血を分けた娘であれば──だ」

「なに？」

　予想外の言葉に、ルスタムは思わずというように反応した。

「今、その娘は実の父親のもとにいるよ」

　怪け訝げんな顔をしたルスタムに、ホスローは淡たん々たんと告つげた。

「お前の捜している娘は私の子ではない。その娘の父親は私ではないのだ。あれは他の男とザヒアとの間にできた、不ふ義ぎの子だ」

「ば、馬鹿な!!　ホスロー、お前は自分の後宮の女が不ふ貞ていを働いていたと認めるのか!?」

　礼をかなぐり捨て叫ぶルスタムに、ホスローはいささかもためらうことなく肯こう定ていした。

「ああ、認めよう。私はこの事実をすでに大臣達に伝えている。たとえマリクが亡くなり、お前がザヒアの娘を連れて来たところで無意味なことだ。万が一にもマリクが亡くなれば、私は在位中であっても教主に帝位をお返しするだろう」

　怒りに震えだしたルスタムに、ホスローは哀かなしげに目を伏せる。

「ずっと、お前でなければと思っていたよ」

　同じ血を分ける以上の絆きずなを持って生まれた双子だ。

　最後まで信じたい気持ちは強かった。だが、それでもやはり、真実を覆くつがえすことはできない。

「肉親の情に負け、お前を裁さばかなかった私の罪だ。他でもないマリクが命の危機に晒さらされた以上、私はお前を許すわけにはいかん。さあ罪を認め、妖霊の指輪を返しなさい。これが最後の通告だ」

　マリクがこうして助かった以上、極きよつ刑けいだけは──と、ホスローが一歩踏み出したとき。

「おのれ────！」

　ルスタムの手の中から激しい光が逬ほとばしり、殯宮に雷らい電でんが轟とどろいた。

　掲かかげられた妖霊の指輪が緑に輝き、次々と四つの影が現れる。

　ルスタムを守るように取り囲むそれは、一体一体が巨大な犀カルカダンほどもある黄おう金ごんの獅し子しだった。しなやかな全身から立ち上のぼる金色の炎ほのおに鬣たてがみが揺らぎ、地を這はうような唸うなりが響く。

　ルスタムは一歩一歩後ずさり、青ざめた顔で震える指を突きつけた。

「ホスローよ、イブン・スィーナーを手放したことがお前の運の尽きだ！　行け、指輪の妖霊よ！　ここにいる者共を血の一いつ滴てきも残さず喰くらい尽くせ!!」

　ルスタムが狂きよう喜きしたように叫び、ザインとマルジャーナが外套を脱ぎ捨て一いつ斉せいに剣を抜く。

「ルスタムよ──」

　もはやこれまでか──、とホスローは目を閉じた。

「これでもう、お前を救うことはできなくなった────！」

　四頭の獣けものが次々と地を蹴り、ルスタムの哄こう笑しようが響いたその刹せつ那な。




「唯ゆい一いつ神しんカドルよ、我は汝なんじに乞こう！　光満みてる手を持ち、汝の信徒を護まもり賜たまえ！」

「唱となえよ、我らがため！　至高全能のカドルの名において、宿命に定められたる道を進み敵手を討うつべし！」




　高低、二つの声がほぼ同時に響き、殯宮を轟かせた。

　向かってくる妖霊達が輝く光の結界に弾はじかれ、大地から噴ふき上がった炎に巻かれ断だん末まつ魔まの叫びを上げる。

　瞬またたく間に一体の獣が煙けむりとなって消え去り、危機を察さつした残りの三体が素早くルスタムのもとに帰る。

「なっ、……ッ!!」

　何が起こったのか分からず瞠どう目もくするだけだったルスタムは、ホスローの左右に二人の人影を認め後ずさった。

　一人は先ほどまで沈黙を守り、気配さえ感じさせなかった黒衣の娘。

　だが、もう一人は────。

「──イブン・スィーナー……ッ!?」

　巻き上がる熱ねつ風ぷうに、ターバンも着けず晒したままの長い黒髪が揺れる。鋭い切っ先のような視線でルスタムを見据えるのは、当代一の魔術師イブン・スィーナーだった。

　先ほどまで、確かに存在していなかった。

　それどころか王都から出たことをハッキリと確認し、戻って来たという情報も受けていないのに。

「な、なぜ……！」

　愕然とするルスタムに寝台に腰かけたマリクが笑う。

「本当にいなくなったと思ったの？　馬鹿だな」

　場違いなほど明るい声に呼応して、青い肌の魔神が中空に姿を現した。

「ちゃんと魔術師様を運びましたよ～。私は戦いを手伝ったりなんかしませんから、ごゆっくり」

「充分だ、魔ジ神ンダハナシュ殿」

　月つきの丘おかの泉せん水すい盤ばんの部屋から、この殯宮まで。

　泉水盤で状況を窺うかがっていたイブン・スィーナーは、花瓶の水を伝って送り届けてくれたダハナシュに礼を述べる。

　そして、ルスタムにひたと目を合わせた。

「──ルスタム殿。あなたが指輪の力を使わないなら私も静せい観かんするつもりだった。しかしあなたは……、最後まであなたを信じようとしていた陛下を殺そうとしてしまった」

　イブン・スィーナーは重く告げ、その鋭い鳶色の瞳を怒りに染めた。

「お覚悟を──！」

　恐きよう慌こう状態に陥おちいったルスタムは狂くるったように妖霊に手を振りかざす。

「私以外の全てを喰くらい尽くせ！　行け！　それが私の命令だ!!」

　次々と襲いくる妖霊だが、マルジャーナとザインは護りを魔術師達に任まかせ果か敢かんに前線へ飛び出して行った。黄金の尾を引いて駆け回る獅子に翻弄されないよう、背を合わせ互いを庇う。

　力量の差は百も承知のマルジャーナはザインに主しゆ導どう権けんを渡し、攻こう撃げきしやすいよう援えん護ごに徹てつする。力はそれほど強くないが動きに対する視野が広く、勘かんの鋭いマルジャーナは誰かを補ほ助じよすることにかけては超一流だ。ザインにとってはこれ以上ない相あい棒ぼうである。

　妖霊相手に全く怯ひるまないザインとマルジャーナに、ルスタムは理解不能というように激しく頭かぶりを振った。

「な、なぜ向かってくるのだ!?　なぜ！　なぜだ!!」

　通常の倍はあろうかという獅子の首を、ザインは振るった半はん月げつ刀とうで力任せに斬り落とす。血ち飛沫しぶきも上げず煙へと還かえっていく妖霊に、戦場とは思えない清々しい笑みを見せた。

「甘いですね！　妖霊ごときで勝てるとでも思いましたか？」

「私達と戦うなら鬼神ぐらい従したがえればよろしいわ！」

　容よう赦しやなく斬り進むザインとマルジャーナはもう背後など見ていない。

　ライラとイブン・スィーナーが揃そろっていて、傷きずを負おわされるなど微み塵じんも思っていないのだ。

　剣士二人を護りながら、ライラは次から次へと現れる妖霊にぐっと眉まゆ根ねを寄せた。

（このまま戦い続けるのは無理だわ！　先に指輪を取らないといけない──！）

　消しよう耗もう戦せんになれば、先に力尽きるのはどう考えても人間の方だ。

　おそらくザインとマルジャーナもそれに気づいたのだろう、妖霊をイブン・スィーナーとライラに任せ、一直線にルスタムに向かっていく。

　前方に飛び出したマルジャーナが妖霊を蹴散らし、距離を詰めたザインは一点目掛け切っ先を構え床を蹴った。

　宮のぎりぎりまで後こう退たいし、逃げようとしたルスタムを一足で追い越し、その眼前に回る。

　絶ぜつ望ぼうの表情を浮かべた王弟に向け、深く身を屈め上方へ向けて半月刀を振り上げた。

「ギャアアアアアアア──────ッッ！」

　的てき確かくに狙った一いち撃げきだった。

　鋭い切っ先が、胸元にあったルスタムの人差し指に突き刺さる。緑の光を帯びる指輪が衝撃に砕くだけ散り、宙ちゆうを舞う。

「優しいなあ、ザインは！　腕ごと斬り落とせばいいのに！」

　場違いなほど明るいマリクの声が聞こえ、指輪が主から離れたのを見たイブン・スィーナーが足を踏み出す。

「妖霊を一いつ掃そうするぞ」

　え？　と顔を上げたライラに、イブン・スィーナーは簡かん潔けつに言った。

「後ろは任せた」

「──はい！」

　何をするつもりなのかライラは正しく理解した。

　マルジャーナが残った妖霊を相手にする間に、ザインが床に転がったルスタムをこちらに向けて蹴り飛ばしたのだ。ルスタムが寝台に腰かけるマリクの足元に転がり込んだところで、ザインとマルジャーナの二人が一気に後退し、ライラの背後に回る。

　全員が一所に集まったことを知り、ライラは大きく息を吸い込んだ。

「寛かん仁じんにして慈じ悲ひ深ぶかきカドルの御み名なにおいて！　汝の望み賜うごとく祈禱いのりと安あん泰たいのあらんことを！　祝福されし者へ恵みあれかし！」

　想像力だ────。

　魔術によってどういうものが作られ、何が起こるのかをはっきりと頭に思い浮かべる。

（ただの平面の結界ではいけない──！）

　ライラは目を閉じ、感覚を研とぎ澄まし、マリクを中心に全員を包み込むように球形の障しよう壁へきを作り出す。

　ライラの生み出す黄金の光は水のように滑らかに流れ、隙間なくぴったりとくっつき合う。まるで宝ほう玉ぎよくのように輝く強きよう固こな結界ができあがったとき、一人その外へ踏み出したイブン・スィーナーは向かいくる妖霊の群むれへ力強く手を掲げた。

「正義者、永えい劫ごうなる者の御名において。力と権利の主カドルよ、星ほ辰しを読む者に信仰の力を与え、光こう芒ぼうをもって火の流星を降くだし賜たまえ────！」

　詠えい唱しようが終わると同時に、噴き上がった火柱が花崗岩の円蓋屋根を吹き飛ばした。

　眩まばゆいほどの光こう焰えんが部屋を満たし、怒ど濤とうのように燃え上がる。

　鬼神ラーフと戦ったザインやマルジャーナですら思わず目を見張り、ホスローとマリクが驚きよう愕がくに息を吞んだ。

　蹴り飛ばされた痛みに呻いていたルスタムの顔からは血の気が引き、呼吸すら忘れたように凍りつく。

　鬼神の劫ごう火かに勝まさるとも劣おとらないすさまじい炎だったが、護りを一手に引き受けるライラは凪ないだ心でイブン・スィーナーの作り出す炎を見つめていた。

　見ずにはいられない。目を奪うばわれずにはいられない。

　瞬まばたきすら惜おしかった。

（なんて綺き麗れいな炎──……！）

　それは赤々と輝く命の炎だった。

　強さや恐怖より、その美しさに魅みせられる。

　ライラは炎の中に消えゆく黄金の獅子を見つめ、自問した。

（この方の力を、私が上うわ回まわっているですって──？）

　こんなにも美しく、力強く、自信に満ち溢あふれ、敵かなう者なしと自ら名乗りを上げるようなすさまじい力を。

　そんなことはありえない。

（私にこれができる？）

　思えば魔女神ジンニーアとの戦いも、鬼神ラーフとの戦いも、指示をくれる誰かがいてこそだった。

　自分で判断し、動いたことはなかった。

　自分はもっと魔術を知り、自分で動けるようにならないといけないのではないのだろうか──。

　それだけの経験と、知識が必要なのではないのだろうか。

（それができてこそ……）

　そんなことが、もしできる日が来るなら。

　きっと、そのときこそ、イブン・スィーナーを超えたと胸を張って言える日になるだろう────。




　やがて見事に妖霊の一掃された部屋で、座り込んだままのルスタムは虚ろな目をホスローに向けた。

「なぜだ……なぜ、なぜ同じ日に生まれ……私ではなかった……？」

　血を吐くような声でささやき、寝台に手を掛けて立ち上がる。

「なぜ私ばかりが──……！」

（──あっ！）

　その膝ががくんっと落ち、側にいたライラはとっさに手を伸ばしていた。

「ルスタム様！」

　抱きとめるように胸に飛び込み支えれば、驚きよう愕がくしたルスタムと目が合う。

　焦しよう点てんの揺らいでいた濃い茶色の瞳がハッと力を取り戻し、ライラを映す。

「ライラ!?」

　悲鳴を上げたマルジャーナやザインが動くより早く、我に返ったルスタムは乱暴にライラの肩に腕を回し、後ずさった。

「ライラ！」

　とっさに剣を抜いたザインの腕を、だが、マリクが素早く摑む。飛び出そうとしたマルジャーナを目で制せいし、手を翳かざしたイブン・スィーナーを止めた。

「──皆、動くな。叔父上、言いたいことがあるなら聞きましょう。もうあなたと父上が差し向かいで話す機会などないでしょうから」

　ひやりとルスタムの体温が下がった気がして、ライラは回した腕にぎゅっと力を込める。

（マリク殿下……！）

　残ざん酷こくではない。マリクは最後の恩情を示したのだ。

　その証しよう拠こに、ゆっくりとルスタムの背筋が伸びる。ライラはまるで娘のようにルスタムに寄り添い、その身体を支えた。

「ルスタムよ」

　細いライラの肩に縋るルスタムを見つめ、ホスローは懺ざん悔げするようにつぶやく。

「お前に対し良かれと思いしていたことが、全て余計なことだったのだな。幼おさない頃から私ばかりを優ゆう遇ぐうし、お前を蔑ないがしろにする父上を諫いさめるつもりで庇い続けてきたが──……」

　悔かい恨こんに満ちた兄の言葉に、ルスタムは乾いた声で笑った。

「ああホスロー、お前は本当によく憐あわれんでくれた。双子といえど全く出来の違う、素晴らしい兄上ができそこないのこの弟にな」

　優位に立つ者が「なんと可か哀わい想そうに──」と憐れみ、気を配ること。

　それが、どれだけ下でもがく人間を傷つけることか────。

　想像できない人間には一生理解できないだろう。

　周囲の人間にはルスタムが、心のねじ曲がった、優しい兄の好意を素直に受け取らない弟だと映ったかもしれない。

　ルスタムの怒りや苦しみ、屈くつ辱じよくと苛いら立だち──。強こわ張ばった身体からそれらを感じ取り、ライラは目を閉じる。

　兄の憐れみに屈辱や怒りを感じること自体、ルスタムの心がねじくれているのか？

（──いいえ、私はそうは思わない）

　一人も理解者はいなかったのか。誰もルスタムを顧かえりみなかったのか。

　帝王である父や、その父に認められた出来のいい兄の優しさばかり褒ほめ称たたえられ、ルスタムは周囲から孤こ立りつし軽かろんじられ続けたのだ。

（なぜ────）

　なぜ、ルスタムを理解しようとするただ一人の人間がホスローだったのか。

　ルスタムに苦しみをもたらす元げん凶きようだけが、常つねに彼を守ろうと努力し、気にかけてくれたというのに────！

「なぜお前が悲しむ」

　呆れと途惑いの入り交じった声が落ち、ライラは弾かれたように顔を上げた。

　見上げれば、ルスタムが「わけが分からん」とでも言いたげな顔をしている。

　武ぶ骨こつな手つきで頰を拭ぬぐわれ、初めて自分が泣いていたことに気づいたライラはぎょっとして頭を下げた。

「失礼いたしました！」

「おかしな娘だな」

　なんとなく見つめ合ってしまったが、ルスタムの表情にもう狂きよう気きや執しゆう念ねん、復ふく讐しゆうの色はない。あるのは毒どく気けを抜かれたような、不思議な困こん惑わくだけだった。

　身体が離れたのを機に、ばつが悪そうにライラの肩から腕を下ろす。

「……人ひと質じちに取ろうかと思ったが、魔術師だったな」

「は、はい！」

　馬鹿正直に返事をすると、ルスタムは軽く眉を上げ、やがて鼻で笑った。

　そして、さばけた表情でホスローに向かって顎を上げる。

「外に警備兵がいるのか？」

「……ああ。控えさせているよ」

「それは重ちよう畳じよう」

　沈しずんだホスローの返事に片手を上げ、さっさと歩を進め出て行ってしまったのだ。

　崩くずれた殯宮からルスタムの姿が消える。

　目を閉じたホスローと共に見送ったライラだが、突然強い力で抱きすくめられた。

　驚いて見上げれば、頭ず上じようから絞しぼり出すようなザインの声が落ちる。

「危ないことはしないでください……！」

「ご、ごめんなさい！」

　傍かたわらに寄り添うマルジャーナにも同じようにうなずかれ、ライラは素直に謝罪した。

「ルスタム様が倒れておしまいになりそうだったから、つい……」

　支える相手がどんな人物かとか、危険を考えるより先に身体が動いてしまったのだ。

「……ただ、ルスタム様は帝位が欲しかったわけではないのだと思って──」

　双子の兄弟の事情など知ろうともせず、権けん力りよく欲よくだと思い込んでいたことがやるせない。

　彼が欲しかったのは、きっと全く違うものだったのだろう。

　そんな気持ちで顔を上げたライラは、力のこもったマリクの視線にぶつかり呼吸を止めた。冷ややかに、突き刺すような視線がライラの動きを止める。

　どうか、ルスタム様の心情を汲くんで恩おん赦しやをお与えください──。

　お前はそう口にするつもりなのだろう、と先手を打たれた気がしたのだ。

　視線が逸そらせない。

　助じよ命めいを願い出るつもりなど全くありません、とは言えなかった。

　できるなら、マリクにルスタムを救ってほしい。

　だが──。

（それは私に言えることではない……！）

　部外者、ましてや国外の人間が一時の関わりで安あん易いに口にしていい願いではない。

　瞬きを忘れた目から涙が滑すべり落ち、ライラはたまらずうつむく。

　そのとき、呆れた声が響いた。

「……すごい目だ。口以上に物を言う」

　びくりと身体を震わせ顔を上げたライラの目に、盛せい大だいに脱だつ力りよくするマリクが映る。

「──分かったよ」

　降こう参さんとばかりに肩を落とし、マリクはホスローに向きなおった。

「いいよ。極刑だけは許す。その代わり叔父上の管理は僕がする。それが条件だ」

「マリク……」

　ホスローはしばらく内容を反はん芻すうしていたが、徐々に表情を変えた。

「マリク……！　本当か!?」

　驚きから、喜びへ。歓喜に包まれたホスローとライラを見て、ザインは少し眉を上げる。

「いいんですか、マリク殿下？　あなたは命を狙われたのに」

　太子殺しとなれば極刑は免まぬかれない。許すということは、マリクが表だってルスタムを庇うということだ。

　マリクはちらりとライラに視線をよこし、仕方がないと小さく笑った。

「今の話を聞いて、叔父上と父上のすれ違いが僕にも理解できただけだ。僕はこの通り生きているし、叔父上を救うのは難しいことじゃない。それに、あまり身分の高い方を処しよ刑けいするのは国にとってもよくないからね」

「マリク……！　感謝するぞ！」

　ホスローの涙にくれた瞳を見て、ライラはぎゅっと胸元で両手を握りしめた。

（マリク殿下……！）

　ルスタムは、おそらくどこかに幽ゆう閉へいという形になるだろう。

　──それでも、死という形で永遠に別れてしまうよりはずっといい。

　どこかで生きていると思うことができれば、ホスローにとって充分なはずだ。

　嗚お咽えつを堪えるホスローを穏おだやかな眼差しで見つめていたマリクだが、おもむろにその表情を引き締めた。

「とにかく、これで僕の命の心配はなくなったわけだ」

　もうマリクを狙う人物も、妖霊の指輪もない。本当の意味で日常に戻ることができるだろう。

　皆が安あん堵どにうなずく中、マリクはゆっくりと当代一の魔術師を振り返った。

「そうだね？　──イブン・スィーナー」

　太子の呼びかけに、立ち尽くしていたイブン・スィーナーは鳶色の目を閉じる。

　そして──。




「心よりの謝罪を申し上げます。────陛下」




　ホスローの前に膝をつき、静かにその両手の間の地に額をつけた。
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　ファリドと手を繫つないで王の私室に通されたのは、簡素な身なりの年老いた男女だった。

　宮きゆう殿でんへ招まねかれたファリドの養父母は、中にいたライラ、ザイン、マルジャーナ。そして太子マリク、魔ま術じゆつ師しイブン・スィーナーの姿に驚いたようだが、すぐに深々と腰を折った。

　繫いでいた手を離し、ファリドはホスローに駆かけ寄る。

「王様、お姉ちゃんが見つかったって本当ですか？」

　顔を輝かがやかせるファリドを見つめ、微笑ほほえんだホスローは静かにその小さな肩を抱だき寄せた。

「王様？」

　目を閉じた帝スル王タンの前に、シルワンに住む小物商サアド夫妻がおもむろに膝ひざをつく。

「ホスロー王に平安とカドル神の祝福をお祈いのりいたします。私共の顔を、今でも覚えておいででしょうか」

「覚えておるとも。後宮ハリムに出入りしていた小物商人だろう」

　ホスローは答え、そして、納なつ得とくしたかのようにうなずいた。

「そなたらが妃セツト・ザヒアの手助けをし、後宮から抜け出させたのだな」

　ホスローの二人目の妃きさきであり、十二年前に行方ゆくえ知れずになったザヒア。

　現在では比ひ較かく的てき出入りが自由なベルガ後宮だが、幼おさない太たい子しマリクや妃が暮らしていた頃はもちろん違う。幾いく重えにも封ふうじられ、宦かん官がんが出入りを厳しく管理する後宮で、誰だれの助けも借りずに身み重おものザヒア妃が抜け出せるわけがない。

　夫妻は観かん念ねんしたように平へい伏ふくした。

「私共はザヒア様にはたいそうよくして頂きました。恐おそれ多いことながら、本当の娘むすめのように思い、お助けしたい一心から後宮を出ることに力を貸してしまったのです。誰かが捜さがしに来ることを怖れ、ベルガを出ると言うザヒア様の救いになればと、私共もシルワンへ移りました」

「孫としてお子様方を見守らせて頂きましたが、この通りなんのお役にも立てず……」

「そんなことないよ！」

　ファリドは慌あわてて涙声の養よう母ぼを遮さえぎった。

「母さんや僕達をずっと助けてくれたし、奴ど隷れいとして売られても仕方ないのに、二人共養子にしてくれたんだ。僕もお姉ちゃんも全部知ってるよ」

　夫妻はベルガに店を構え、後宮に出入りするほどの商人だったのだ。

　それがシルワンに移ったことで商売が立ち行かなくなった。困こん窮きゆうの中でファリド達を恨うらむことなく、見捨てることなく、ここまで寄り添そってきたのだ。

　誰もが口を閉ざし、沈ちん黙もくの気配を感じたマリクが先せん導どうした。

「で、結局その娘、ファリザードだっけ？　その子の父親は父上ではなかったってことでいいのかな？」

　核かく心しんに切り込んだマリクに全員がひやりとしたが、ホスローは苦笑し、重い口を開いた。

「姿を消したザヒアをベルガの城下で捜し当てたとき、あれは私に『腹の子は陛へい下かの子』だと言い張ったよ。だが違ちがうのだろうとなんとなく分かっていた。私の子ならそもそも逃にげる必要などない。当時は自分の名めい誉よを守ろうとしているのかと気分が悪く、もうザヒアを無理やり後宮に戻そうという気もなくなっていた。私の子だということは忘れ、好きに生きろと別れたが──」

「殺さなかったんですか？」

　マリクだけでなくザインの声まで重なり、ライラはぎょっと飛びあがる。

「な、なんてことを言うの、ザイン！　マリク殿でん下かまで！」

　ここにはファリドという小さな子供もいるのだ。だがマリクは大おお真ま面じ目めだった。

「ライラ、生かしていては駄だ目めだよ。帝王の血を引く私し生せい児じなんて、後こう継けい者しや争いに担かつぎ出す輩やからが絶対に現れる。今回の出来事がいい例だ。父上は本当に肉親に甘い」

「…………」

　実際に事が起こってしまった以上反論できなくなったライラに、ホスローも肯こう定ていする。

「私も自分のこういうところがよくないのだと思うよ。だがな、ファリドが来て全てが分かった。ザヒアが懐かい妊にんと同時に後宮から逃げ、それでも私の子だと言い張ったのはなぜなのかが」

　ベルガ宮殿の人間なら、『何かに姿を変えられて』と聞けば一人の魔術師を思い出すだろう。それが精せい霊れいであったり、ベルガから遠く離れた国でもない限り。

（ホスロー王は、もしかすると私よりも先に確かく信しんしていらしたのかもしれない）

　ライラのようにはっきりと、姿を変えられた人間の気配を感じずとも。

　ファリザードがいったい誰に攫さらわれたのか。

　なぜシルワンに住む貧まずしい一人の少女が、その人物に攫われなければいけなかったのか。

　それらを全て考えたとき、ホスローにとって最後に行きつく答えがあったのだろう。




「──お前が、ザヒアの恋人だったのだな」




　ホスローは立ち尽つくす当代一の魔術師に向きなおった。

　シルワンに帝王の私生児が暮らしていることを知っていて、太子マリクが誰かに殺されかけたことから、帝位争いの可能性にいち早く気づくことのできた人物。

「なぜ名乗り出なかった？　お前の恋人だと知っていれば、私はザヒアを下か賜しすることもできただろうに」

「名乗り出るなど……」

　寛かん大だいな帝王の言葉に、イブン・スィーナーは力なく首を振った。

「私とザヒア妃ひは恋人などと呼べる関係ではありません。殿下の母君バドル妃の侍じ女じよであった頃から私が一方的に想いを寄せ、陛下の妃に上がると決まったとき、たった一度彼女に情けを頂いただけです」

　たった一度──。

　思いもよらない真実に、ホスローだけでなく誰もが息を詰つめる。

　イブン・スィーナーは掠かすれた声で、まるで懺ざん悔げのようにホスローの前でうなだれた。

「陛下の御ご側そく室しつに想いを掛けるなど恐おそれ多いこと──。一度も口にせず、態度に表したつもりもありませんでした」

　だが、ザヒアは気づいた。

　向けられる視線の強さや、ふとした仕草、交かわされる挨あい拶さつの中に隠かくれた想いを。

　ライラはイブン・スィーナーを知らない。寡か黙もくで多くを語らず、自分の力に確かつ固こたる自信を持つ人、というぐらいの印象だ。

　だがおとなしい人だとは思わなかった。ザインが教えてくれた通り、強さや高い矜きよう持じ、激げき情じようを秘めた人なのだろうと思う。

（そんな方が恋をするなら、お相手の女性が気づかないはずがないわ──）

　いくらイブン・スィーナーがホスローを敬うやまい、気持ちを抑おさえたところで無む駄だなことだ。

　きっと、隠せるような恋ならあきらめている────。

「ザヒア妃が陛下のお子を身ごもられたことも、後宮からいなくなったことも私は全て後から知りました。何も知らなかった。知らされなかった。もしも私の子だから逃げたというのなら、私を矢や面おもてに立たせてくれればよかったのに、一度も頼られず、一言の非ひ難なんや糾きゆう弾だんもなかった」

　お前のせいだ、お前が悪い、とザヒアに詰なじられれば、イブン・スィーナーは真しん摯しに受け止め罰ばつを受けただろう。助けて、と言われればきっとどんな助力も惜おしまなかっただろう。

　だがザヒアはイブン・スィーナーに何も訴うつたえなかった。

「所しよ詮せんは一時の気まぐれで相手をしただけのこと。ザヒア妃は私のことなど何も──」

（それは違う──！）

　思わずライラが声を上げようとしたとき。

「お待ちくださいませ、イブン・スィーナー様！」

　凜とした声が遮さえぎり、イブン・スィーナーは驚おどろいたように声の主に目を向けた。

　沈黙を守り控ひかえていたマルジャーナは、イブン・スィーナーの視線を受けてホスローに頭こうべを垂たれる。

「ホスロー陛下、どうか今から私の申し上げる無礼をお許しくださいませ。たとえご気分を害がいし、罰ばつせられようとも、イブン・スィーナー様にこれだけはお分かり頂きたいのです」

「かまわぬよ。私も同じことを思っておる」

　ホスローは穏やかに許しを授さずけ、マルジャーナは寛かん容ような帝王に深い謝しや意いを示した。

「では──。イブン・スィーナー様」

　強こわ張ばった表情のイブン・スィーナーをひたと見つめ、美しい唇くちびるを開く。

「これは私の推すい測そくでしかございません。ですが、私もザヒア様と同じ、後宮で生きてきた女でございます。その女の意見としてお聞きください。ザヒア様がイブン・スィーナー様の想いに応こたえたのは、決して戯たわむれや憐あわれみではございません。あなたがザヒア様に想いを寄せていたのと同じく、ザヒア様もあなたを愛していらっしゃったのではないでしょうか」

「馬ば鹿かな！」

　鋭するどく制せいしたイブン・スィーナーに、マルジャーナは目を伏ふせた。

「私には……ザヒア妃が保身をはかるために子の父親を偽いつわったり、戯れでイブン・スィーナー様のお相手をするような方とは思えません。そんな方がご懐かい妊にんなさったからと逃げるはずがありませんもの」

　野心があれば、父親が誰であれ堂々と帝王の子だと偽いつわればいい。後宮で帝王の子を成なした女として、現在の太子の義ぎ母ぼとして権勢を振るえばいい。

（でも、ザヒア様にはそれができなかった）

　ザヒアの秘めた恋や逃げた理由について、ライラもマルジャーナと同じように思っていた。

　いや、むしろ分からないのはイブン・スィーナー一人だけだったかもしれない。

「陛下のお子だと言い張ったのも、お相手が他ならぬあなた様──、当代一の魔術師、イブン・スィーナー様だったからではありませんか？」

　ベルガにとっては国の宝ともいえる人物であり、なくせない人物だったから。

　もし子供の父親がイブン・スィーナーであると露ろ見けんすれば、ホスローとイブン・スィーナーの間、ベルガ王国とイブン・スィーナーの間に埋うめようのない亀き裂れつが走るかもしれない。

「違う」

　だがイブン・スィーナーは頑かたくなに遮さえぎった。

「ザヒア妃がいなくなったことを私が知ったのは、すでに彼女がベルガ城下からも姿を消した後だった。それから三年近く捜さがし続け、やっとシルワンで見つけたときにはこの……弟である少年も生まれていた。ザヒア妃にはすでに想う方がいたのかもしれない」

　イブン・スィーナーはファリドに目を向けた。

「君の父親が側にいるのなら、もうザヒア妃は幸せになっているのだろう。今更私が出て行ったところで困こん惑わくさせるだけだ。そう思い離れたが──」

「あの！」

　突然、ファリドが声を上げた。

　全員の視線を浴あびて身を縮めたが、やがて、真まっ直すぐにイブン・スィーナーを見上げる。

「イブン・スィーナー様。僕のお姉ちゃんを連れて行ったのは、イブン・スィーナー様なんですね？」

　飾らない、素直な問いかけにイブン・スィーナーは怯ひるむ。

　だが、覚かく悟ごを決めたようにファリドや養父母である商人夫妻に頭を下げた。

「ああ、その通りだ。あなた方には本当に心配をかけ、申し訳ないことをしてしまった。許されるとは思わないが、あなた方の娘が無事であることは確かだ」

「なら、お姉ちゃん──、ファリザードをここへ呼んでください。僕のお父さんのことをお話しします」

　ライラは微かすかに身じろいだ。

（ファリド、お父さんのことは知らないんじゃ……？）

　内心の疑問を吞のみ込むライラの前で、イブン・スィーナーの手が躊ちゆう躇ちよするように震ふるえた。

　だが、すぐに胸元に隠された首飾りを取り出す。

　それは年月を経へた琥こ珀はくのような、深く透すき通る黄おう金ごんの石がついた小さな飾りだった。

　対象が確定されたことで、ライラは強きよう烈れつともいえる波は動どうを感じ息を吞む。

「こんなに完かん璧ぺきな……物体に姿を変えていらしたんですね……」

　感覚や記き憶おくの残る生物への変化と違い、無生物への変化はその人物の一切の感覚を止めてしまう。変えられた本人が意思表示をできない怖おそろしい技だが、それだけに並の魔術師には扱あつかえない。

　大切そうに首飾りを掌てのひらに載のせ、イブン・スィーナーは目を伏せた。

「早く人の姿に戻し、安全な場所へ逃がさないといけない──。そう思っていたが、私がマリク殿下から離れられず三み月つきも経たってしまった」

　申し訳ない、とささやき、イブン・スィーナーは言葉を継ついだ。

「唯ゆい一いつ神しんカドルの名において。今の形を出いでて、汝なんじの最初の姿に還かえれ」

　黄金の宝石が鮮あざやかな光を放ち、見る間に姿を変えていく。

　滑なめらかに動く光が小さな人間を形作り、細かな黄金の粒りゆう子しが消えたとき、そこにはイブン・スィーナーに支えられた一人の少女が現れていた。

　日焼けした細い身体は粗そ末まつな綿の長ちよう衣いで包まれ、蜂はち蜜みつ色いろのふわふわとした長い髪が背中に落ちる。

　鳶とび色いろの大きな瞳ひとみをぱちくりとさせた少女に、ライラは身を乗り出した。

（え？　こ、これは……）

　ホスローが驚きよう嘆たんの声を上げ、マリクとザイン、マルジャーナが目を見開く。驚かなかったのは、おそらくお産から世話をしてきたであろう商人夫妻だけだった。

　男女であることと、髪の長さ。

　それらをのぞけば、顔立ちや背せ丈たけまで、一歳年上だという姉のファリザードは驚くほどファリドに似ていたのだ。いや、似ているどころか酷こく似じに近い。

「ファリド？　ここは……？」

　彼女の記憶はシルワンの家で眠っていたときから止まってしまっているのだろう。何が起こっているのかよく分からない、という顔で見知らぬ大人達を見上げている。

　ファリドは少し笑って、顔立ちも背丈も変わらない少女の隣となりに並んだ。

「紹介します。この子が僕の双ふた子ごの姉、ファリザードです」

「双子!?」

　そうだろうと思ったが、ファリドの断だん言げんに一同は声を揃えて叫さけぶ。

「双……子、……？」

　呆ぼう然ぜんとしたイブン・スィーナーだが、ホスローは歓喜のような声を上げた。

「なんと、ファリドもイブン・スィーナーの子であったか！」

　分かりやすく断言されても、イブン・スィーナーは混乱が収おさまらない。

　何度もファリドとファリザードに視線を移し、困り果てたように口くち許もとを大きな掌てのひらで覆おおった。

「私はよ、よく似た姉弟だと、ばかり……！」

「馬鹿じゃないか、イブン・スィーナーは！　一目見りゃ分かるよこれは！」

　マリクが呆あきれたように叫び、マルジャーナがさりげなく咳せき払ばらいする。

「ですが、弟だと言われればそう思ってしまうものかもしれませんわ」

「そ、そうよね。かなり似すぎた、年もほぼ同じに見える姉弟だと思えば……」

「ライラ、庇かばっているつもりかもしれませんが、とどめを刺さしてますよ」

　ザインの指摘にうっと息を詰めてしまったが、確かにマルジャーナの言う通りかもしれない。

　他でもない、産みの母親からこの子達は姉弟だと言われればきっと誰もが信じるだろう。

　皆の驚きように、ファリドは楽しそうに笑った。

「きっと、もう言っても大丈夫なんだと思います。僕達は母さんから双子であることを隠すように言われていました。ファリザードが姉、僕が弟。会う人にはそう説明し、そう振る舞うようにと。なぜそうしたのか僕達には分からなかったけど……女の人が帝王になるには旦だん那なさんが必要だって聞いて、これが理由だったのかなって思ったんです」

（あ……！）

　ライラはあの夜のファリドの質問に納得した。

　ファリドは、なぜ自分達が双子ではなく、姉弟でないといけないのかを聞きたかったのだ。

　母であるザヒアが二人を姉弟にしたのは、ひとえに権力争いから守るためだろう。

　ザヒアが懐妊したことは女官達に知れ渡っていた。本当の父親を知るザヒア亡なき後、第一子は当然ホスローの子として扱われる。

　ホスローが生きていれば継承を認めないだろうが、もしも彼や自分の死後に双子の存在が知られるようなことがあれば──。

　産まれたのが男児であれば間違いなく帝位継承の権利を有ゆうし、起こらなくてもいい争いごとを招いてしまうかもしれない。

　だが女じよ児じならばどうか。

　女児には婿むこが必要になり、多くの人物の利り害がいを一いつ致ちさせることが難しい。内部で婿の権利を巡めぐる争あらそいが起こり、一大勢力の旗はた印じるしとしては格かく段だんに弱くなる。

　今回は王弟ルスタムの息子という王族がいたが、もしもそれがなければ、果たしてファリザードの婿に帝位が継承されたかどうかも微び妙みようだ。ちゃんと宮殿で育っていればまだしも、突然見つかった姫では民たみも反発するかもしれない。

　それならば、双子よりも姉弟の方が安全だ。

　ファリドについてひとたび「弟」という言葉が出たからには、それはもうホスローの子とは認められないのだから。

（ザヒア妃は自分の死後のことまで考えていらっしゃったんだわ）

　これ以上、ホスローやベルガという国に害を与えてはいけないと思ったのかもしれない。

　ファリザードは状況が全く分からないながらも、おとなしく黙だまったまま皆の話が終わるのを待っている。ファリドに負けず劣おとらず賢かしこそうな少女の前に身を屈かがめ、ホスローは優しく視線を合わせその蜂はち蜜みつ色いろの髪を撫なでた。

「私はベルガの帝王、ホスロー・シャーと申す。急にこのような場所に連れて来てすまぬな。そなたらに会わせたい者がおったのだ」

「……ベルガの、王様……？」

　ささやくような可か愛わいらしい声に微笑み、ファリドとファリザードの手を取る。

　そして、未いまだ立ち尽くすイブン・スィーナーに向き合わせた。

「さあ、そなたらの本当の父親だ」

　ファリドとファリザード。二に対ついの澄すんだ鳶とび色いろの瞳に見上げられ、イブン・スィーナーが硬こう直ちよくする。その右足が後ずさるかのようにわずかに動くが、なんとか踏ふみとどまったらしく持ちこたえた。

「……お父さん……？」

　理解しようと繰り返すファリザードへ、ファリドがにっこりと微笑んだ。

「お姉ちゃん。僕達二人は魔術師イブン・スィーナー様の子供なんだ。悪い人に狙われていたから、イブン・スィーナー様がお姉ちゃんを首飾りに変えて守ってくれていたんだよ。もう大丈夫になったから、王様がこうして会わせてくれたんだ」

　よい解釈すぎてイブン・スィーナーは言葉もなくうろたえるが、ゆっくりと話を吞み込んだファリザードは、徐じよ々じよにその頰を薔ば薇ら色いろに輝かがやかせた。

「お父さんって、本当にいたんだ…………！　はじめまして、お父さん！」

「う──！」

　きらきらした瞳と呼びかけに耐たえきれず、イブン・スィーナーは攻こう撃げきでも喰くらったかのように後こう退たいする。

　小さな双子に敗はい北ぼくしそうな当代一の魔術師を見て、ホスローは呆れながらその背をどやした。

「しっかり返事をせんか、せっかく娘が挨拶してくれておるのに！」

「陛下！　ですが、私は……」

　まさかこうして我が子に名乗りを上げる日が来るとは、想像もしていなかったのだろう。本気で焦あせるイブン・スィーナーに笑いを堪こらえ、ホスローはしたり顔で告げる。

「よしよし、では双子達は実の父であるイブン・スィーナーと共に暮らすと」

「お待ちください、陛下!!　私はこの子達の父としてはとても……！　い、いえ、責任があるのは重々承しよう知ちしておりますが、しかし……！　二人、双子で、男女……!?」

　これ以上ないほど狼ろう狽ばいしたイブン・スィーナーに、思わず全員が吹き出した。

「分かっておるわ、この朴ぼく念ねん仁じんが！　お前に預けては双子達が苦労するぞ！」

「君はほぼ宮殿にいるのに、双子だけで家に住まわせるのは可か哀わい想そうだね」

　マリクにまで笑われ、イブン・スィーナーは身の置き所を失なくしたように赤面する。

　取り乱す当代一の魔術師を面おも白しろそうに眺め、ホスローは双子に視線を合わせた。

「さて、ファリドとファリザードよ。聞いてもらえたか？　そなたらの父はベルガの宝とも言える男でな、この宮殿で暮らしておるようなものなのだ」

　帝王の言葉に、子供達がこくりとうなずく。

「そこで提案なのだが、そなたら二人は私の養子としてこのベルガ宮殿で暮らさぬか？　また何があるとも限らぬし、私はそなたらを守りたいと思う。もちろん、このまま戸こ籍せき通りにサアド商人夫妻の子として生きるもよし、だ」

　どちらにしても援えん助じよは惜おしまない、という姿し勢せいのホスローにファリドはおずおずと顔を上げる。

「僕達が決めてもいいんですか？」

「当然のこと。その権利はそなたらのものだ」

　養父母にもうなずかれ、しばらく黙もつ考こうしたファリドは言った。

「ファリザードは女の子だから、この宮殿で暮らす方がいいと思います。でも僕はこのまま今のお父さん、お母さんと暮らしたいと思います」

「ファリド！　どうして一緒じゃないの」

　ファリザードの驚きに、商人夫妻も同意した。

「ファリド、せっかく本当のお父様が見つかったのだから、あなたも行きなさい。宮殿ならイブン・スィーナー様もお近くにいらっしゃるし、寂さびしいけれどそれが一番だわ」

　二人は跪ひざまずき、目に涙をため、ファリドと視線を合わせる。

「陛下やイブン・スィーナー様にお前達をお返しできれば、これほど嬉うれしいことはない。私達の役目は終わりだ」

「あなた達みたいな可愛らしい子をここまで見守ることができたんですもの。もう充じゆう分ぶんよ」

　養父母の優しい言葉に、だがファリドは譲ゆずらなかった。

「たとえ養子でも僕が宮殿へ入るのはよくないと思います。僕はマリク様に王様になってもらいたいし、ファリザードも守りたい。だから、僕は王様の子供にはなりません」

「────！」

　ホスローとマリクが息を吞むようなことを言い、ファリドは笑顔で続ける。

「それに、僕は商人になりたいんです。見たこともない土地に行ったり、色んな売り物を探してみたい。だから今のお父さんとお母さんの子供でいたいんです」

　誰もが感かん嘆たんの息をつき、小さな少年を見下ろした。

　ファリドの覚悟と希望に反対できる者はなく、ホスローは大きく手を打った。

「よかろう！　ならば夫妻よ、もう一度このベルガに戻り、後宮商人として商いを始めるがいい。屋や敷しきも商品も入いり用ようのものは全て私が揃そろえてやろう。そうすれば後宮に出入りもできるし、姉弟が会うこともできるだろう」

「陛下……！」

　夫妻が頭を下げる中、ホスローはファリザードの小さな手を取った。

「ファリザードや。そなたは私の姫、マリクの妹として、この寂しい後宮を明るくしておくれ。ああ、もちろんサアド夫妻とよく話し合ってからでかまわんぞ？」

「歓かん迎げいするよ、ファリザード」

　優しい帝王と美しい太子に微笑みかけられ、ファリザードは深々と礼をする。

「ありがとうございます、陛下、殿下。お父さんやお母さん、ファリドと話をして、ちゃんと考えます。ファリドと離れないといけない理由が私に理解できれば、きっとここへ来ます。だって、本当のお父さんとも会えるから」

　優しくも賢い娘の言葉に、イブン・スィーナーはただただ息を吞む。

　未だ途と惑まどいの中にいる父へ、ファリドはにっこりと微笑んだ。

「最初、ベルガの魔術師様が犯人なんじゃないかって言ったとき、ザインお兄さんに否定されたんです。ザインお兄さんはイブン・スィーナー様を知っていて、信しん頼らいしていたからだと思います」

「……そうか」

　信頼を裏切ってしまったと沈むイブン・スィーナーに、ファリドは緩ゆるく首を振った。

「違います、責めたいんじゃないんです。僕はやっぱりお姉ちゃんを攫ったのはイブン・スィーナー様だとしか思えなくて、ルスタム様がお姉ちゃんを狙ねらっているって知って、そこから考えたんです。イブン・スィーナー様はお姉ちゃんを守ろうとしたんじゃないかって。────だから」

　言葉を切り、ファリドは背の高いイブン・スィーナーを真っ直ぐに見上げる。

　そして、はっきりとした声で言った。




「ずっと、この人が僕達のお父さんなんじゃないかって思っていました」




　イブン・スィーナーは呼吸を止め、小さな少年を見下ろす。

　鋭するどい鳶色の目が大きく見開かれ、同じ色の瞳を持つファリドは晴れやかに笑った。

「会えてよかった。もちろんこれからも会いに来ます、お父さん」

「…………ファリド……！」

　名を呼んだのは、これが初めてだろう。

　それ以上の会話はなかったが、気持ちは伝わったに違いない。

　大きな手で顔を覆おおったイブン・スィーナーに、ライラは涙を堪えて深呼吸した。

（よかった……！　イブン・スィーナー様も、皆も……！）

　誰ともお別れせずにすむという結果ではないが、これが皆にとって最大限幸せな選せん択たくだったのではないだろうか。

　目め尻じりを拭ぬぐったライラに気づき、ファリドが明るい笑顔を見せる。

「ライラお姉ちゃんやマルジャーナさん、ザインお兄さんに逢あえたおかげだよ。ここまで連れて来てくれてありがとう」

「そんな、私達は何も……！」

「ええ、少しお手伝いしただけですわ」

　慎つつしみ深ぶかいライラとマルジャーナだが、ホスローもファリドの言葉にうなずく。

「まさに、ファリドの言う通りだ。そなたら三人と出逢えなければ、マリクが救われることもこうして親子が邂かい逅こうすることもなかっただろう」

「まあ巻き込まれ損ぞんにならず、よい方向に決着できてよかったですよ。面めん倒どう事ごとだけで終わったらどう文もん句くを言おうかと思ってましたから」

「ザ、ザイン────っ！」

　遠えん慮りよのない言葉にライラが慌てるも、ホスローは笑っただけだった。そのままライラを見つめる。

「ライラよ、このホスローの魔術師にならぬか？　そなたなら大歓迎だ」

「え!?」

　驚き、言葉をなくしたライラの前に、すぐさま二つの人ひと影かげが立ちはだかる。

「勝手な勧かん誘ゆうはやめてください、ホスロー王」

「陛下、ライラは私達の魔術師ですわ」

　ザインとマルジャーナの背に隠され、ホスローは声を上げて笑った。

「なんと、先約があったか。それならば致し方ない。ライラ、気が向けばいつでも私のところへ来なさい」

「ありがとうございます……！　ホスロー王！」

　ライラは感謝を込めて、一礼する。

　やがて、気を落ち着けたのかイブン・スィーナーがゆっくりと口を開いた。

「ライラ。君は、決まった師はいるのか？」

「！　いいえ、いません……！」

　胸が苦しいほど高鳴る。

　息を詰めて言葉の先を待つライラに、イブン・スィーナーは厳おごそかに告げた。

「毎週金曜の礼れい拝はいの後、よければ私のもとへ来なさい。君が、先に進むことを望むなら」

　自分の力を怖れず、受け入れていく勇気があるのなら。

　ライラは大きく息を吸い込む。

　たとえ今日立ち止まったとしても、この先も同じように力を必要とされるときが必ず来るだろう。

　どんなに背を向けていても、それらはきっと何度も訪おとずれる。

　────なぜなら、それだけの力が自分にはあるのだから。

（きっと、もう始まっていたんだわ）

　ルーダイナ、シャールカーン、ザインと一緒に村を出たあのときから、何もできなくてよかった時間は終わっていたのだ。

「イブン・スィーナー様。私、皆と出逢うまでとても小さな世界にいました。でもこうしていろいろな人や物事を経て、本当に知らなかったことが多いと感じます」

　きっと、このままではいけない。

（広い世界へ出ていくために、もっともっと知らなければならないことがある──）

　ライラは師となる人へ深く頭を垂れた。

「これから、よろしくお願いします。イブン・スィーナー先生」

　満足そうにうなずいたイブン・スィーナーの隣で、マリクがにこやかに微笑む。

「これからも会えるね。嬉しいよ」

「マリク殿下、ライラがこちらへ来る際には私も同行させて頂きますので」

「えー、邪じや魔まだなぁ！」

　素直に言ったマリクに一同は笑い、ザインはやれやれと目を細めた。

「とにもかくにも、これにて一件落らく着ちやく、ですね」

「ええ！」

「本当によかったですわ！」

　喜ぶライラとマルジャーナに、ザインも晴れやかに笑う。

「では月の丘に帰り……」

　言いかけ、ふと考え込み──。

「そういえば、一つ仕事を忘れていました」

　にっこりと笑った。
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　シルワンの町の中央、寺院マスジツトに近い大きな館やかたには裕福な織物商が住んでいる。

　ほんの数日前まで郊外の貧ひん民みん街がいに粗そ末まつな家を構えていた男だが、突然の幸運から莫ばく大だいな金きん子すを手に入れ、大きな屋や敷しきと大おお勢ぜいの奴ど隷れいを買い入れたのだ。

　そんな幸福な商人の館へ、その日、町の人々が続々とつめかけていた。







　満月の明るく輝かがやく夜、シルワンの町の入り口からその織物商の屋敷へと、豪ごう奢しやな装よそおいを凝こらした奴隷達が列をなして集つどい来る。

　行列の先頭を行くのは琥こ珀はくの瞳ひとみに褐かつ色しよくの肌はだ、闇やみ夜よのように波打つ黒髪の﨟ろう長たけた美女。

　そして真っ白な装しよう束ぞくに身を包み半はん月げつ刀とうを佩はいた、立ち姿も容よう貌ぼうもすらりと涼すずやかな、美しい茶色い瞳の青年だ。

　二人の背後にはたくましい六人の奴隷達に担かつがれた、金きん襴らんの輿こしが続く。

　やがて輿は織物商の館に下ろされ、中から青年に手を取られた一人の乙女おとめが現れた。
















　深い青に金銀の刺し繡しゆうを施ほどこした、美しい天鵞絨ビロードの大だい長ちよう衣いを纏まとった乙女だ。

　長衣の中には絹きぬの緩ゆるやかな下した穿ばきと純白の紗しやが覗のぞき、幅広の帯には目も眩くらむような金剛石ダイヤモンドが散りばめられている。耳飾りはどんな王族も手に入れられないような大粒の真しん珠じゆ、巡めぐらされたルビーとエメラルドの首飾りは人々の分別を奪うばうほどに美しい。

　頭には宝石で飾った透すける金の面紗ヴエール、顎布リサムで慎つつましく口くち許もとを覆おおい、優しげな黒い瞳だけが面おもてに顕あらわれていた。

　古いにしえの女帝スルターナのように着飾った乙女に、見物に集まった町民から次々と驚きよう嘆たんの声が上がる。

「なんとまあ、満月のようにお美しい姫君だ！」

「羚羊かもしかのように優しい黒い目をしていらっしゃる！」

　一行に先立ち、青い装束を纏まとった美青年──人間に化けた水の魔ジ神ンダハナシュが館の主あるじの前に優ゆう雅がに膝ひざをついた。

「栄さかえ満みてる大商人様。カドル神があなた様を祝福なさいますように！　わたくし達の女主人、夜の女王セツト・エル・ライラがご挨あい拶さつに参りました！」

　迎えに出た織物商の一家は、大おお慌あわてでダハナシュよりも低く低く地面にひれ伏ふす。

「ご主人様においで頂き、私共の館は光り輝いております！　この館はあなた様の家、私共はあなた様の僕しもべと思おぼし召めし、心ゆくまでおくつろぎくださいますよう！」

　進み出たザインは笑顔で織物商の一家を立ち上がらせ、背後の長い行列を手で示した。

「大変長らくお待たせいたしました。ここに残りの代金をお持ちいたしましたので、どうぞお確かめください。金貨以外の物は遅おそくなったお詫わびの品でございます」

　まだ支払いが済まされていない七億枚の金貨に加え、溢あふれんばかりの宝石や真珠、沈じん香こうや竜りゆう涎ぜん香こうなどの貴重な香料、更さらには黄おう金ごんの鞍くらを置いた純じゆん血けつ種しゆの馬が何頭も続いている。

　この日のために呼ばれた数十人の法カー官デイがてんてこ舞いで進しん物もつを預かる中、ザインは恭うやうやしく一つの巻物を取り出した。

「あとはこちらを……」

　高価な羊よう皮ひ紙しの巻まき軸じくには、群ぐん青じようの墨すみで流りゆう麗れいな文字が記されてある。

「ライラ姫が懇こん意いになさっているベルガの帝王スルタン、ホスロー陛へい下かよりあなた様をシルワンの太たい守しゆに取り立てるようにと」

「のおおおおおっ!!」

　白しろ目めを剝むいて倒れた絹織物商に、奴隷達がこぞって「ご主人様！」「お気を確かに！」と薔しよう薇び水すいを振り掛け正気に返らせる。

　月の丘の妖霊ジヤン達は見物の群ぐん衆しゆうへ惜おしげなく喜き捨しやの金貨を撒まき、差し出される舞妓アルメツトのタンバリンにもどっさりと金貨を乗せていく。人々の歓かん声せいや歌姫、舞妓の華はな々ばなしい奏そう楽がくを引き連れ、ザインとマルジャーナはライラを先せん導どうして炬たい火まつの輝く大広間へと入っていった。

　美しい卓たく布ふの上には山海の珍ちん味みが並び、ザインは上じよう機き嫌げんでライラを上かみ座ざに座らせる。

「やっぱり私の見立て通り、あなたにはこういった上品な衣装の方がよく似合う。あんな安っぽい、下町の舞妓のような格かつ好こうはあなたには相応ふさわしくありませんからね」

「ザイン……」

「もっと時間があれば月つきの丘おかの宮殿を探し回って、一番高価な宝飾品を見つけられたんですが。まあ、また次の機会にでも」

「ですが装そう飾しよくはもう少し派は手でに、多めに着けてもよろしかったかもしれませんわ。ライラはおとなしやかな顔立ちですから、飾りすぎるぐらいでも品をなくしたりしませんもの」

「マルジャーナ……！」

　震ふるえる声で呼べば、いそいそとライラの面紗と顎布を外していたマルジャーナとザインがにこやかに顔を上げる。

「はい、どうかなさいまして？」

「何か食べたい物はありませんか、私達のライラ姫。雛ひな鳥どりの丸焼きを持ってこさせましょうか？　それともバターで揚あげた魚や、蜜みつのかかった菱形菓子ハルワはいかがですか？」

　笑顔でかいがいしく世話を焼く二人に挟はさまれ、ライラは強きよう烈れつな眩暈めまいに倒れ込みそうになった。

　月の丘からここまで疑問も持たず、命じられるまま輿に乗せられ運ばれてきた。買い上げた金額を売主に払いに行くのだ、と言われ納なつ得とくしてここまで来たが、これは尋じん常じようではないことが起こっている。

　続々と広間に集まるシルワンの町まち衆しゆうに気け取どられないよう、ライラは小声でザインに詰つめ寄った。

「ザイン、あなたいったい私をいくらで買ったの……!?」

「もちろんあなたに相応しい値段で」

「ご、ごまかさないで！」

　身体からだの震えが止まらない。

「いくらなの!?」

　懸けん命めいに食い下がれば、ザインがすっと首を傾かたむけた。

　耳元に唇くちびるが触ふれ、思わず身を竦すくませたライラの耳に、低くささやく声が落ちる。

「じゅ……ッ」




「十億ディナ──ル────────────────ッッ!?」




　美しい星空に、タンバリンの音と共に賑にぎやかな絶ぜつ叫きようが響ひびき渡った。


了
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　こんにちは、小お椋ぐら春はる歌かです。

　月つき夜よる二巻をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。他人の金をパーッと使って笑顔で人を生いき埋うめにし、子供相手にも容よう赦しやなく、ヒロインの弱みにつけ込むチャンスは逃のがさない男がヒーローの第二巻です。途中で「しまった、ヒーロー間違えた」と思ったけど、遅かったですね。もういいや。続きがありますので、最後までお付き合い頂ければ幸いです。

　それでは謝しや辞じを。まち先生、今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。シャールカーン不ふ在ざい申し訳ない。つ、次は出ますので！　いつもお世話になっております担当Ｉ様、校正様、デザイナー様、印刷所様と本作に関わって下さった全ての方々に厚く御おん礼れい申し上げます。本当にありがとうございました！


小椋春歌









参考文献　『完訳　千一夜物語』豊島与志雄・渡辺一夫・佐藤正彰・岡部正孝　訳　岩波書店　／『バートン版　千夜一夜物語』大場正史　訳　筑摩書房　／『アラビアン・ナイト』前嶋信次・池田修　訳　平凡社
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小椋春歌

Haruka Ogura




12月30日生まれ。山羊座。Ｏ型。

長年使っていたシュレッダーが壊れたので、今度はオートフィードの物を買ってみました。

…………便利すぎてびびった。




二巻目です。ありがとうございます。

一巻では何も思わなかったけど、二巻を書いていてヒーローが危ないと気づきました。

遅かったですね。







イラスト

まち

Machi




12月23日生まれ。山羊座のＯ型。

一巻でも多かった人物がさらに増えて、大盛り上がりの二巻です。まさかのお気に入りキャラの不在に「あれ？（笑）」っとなりましたが、新たにお気に入りが増えたので良かったです。キャラが多いと描いててにぎやかで楽しいですね！

http://machi.ciao.jp/








電子版　ビーズログ文庫



月つきと夜よるの物もの語がたり




流る浪ろうの双そう児じと炎ほのおの魔ま術じゆつ師し













著者／小お椋ぐら春はる歌か

イラスト／まち









2014年11月15日電子版ver.1.0発行









発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-060-555（ナビダイヤル）

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　島田絵里子









(c)2014 Haruka OGURA





本電子書籍はビーズログ文庫『月と夜の物語　流浪の双児と炎の魔術師』（2014年11月27日発行　初刷）を元にして制作しております。















item/image/p000-00-5-1.jpg
! ! \\

P
AF—R-\ G 0 | { NANGEES

PICRVPETER 7  f N K NGHK®

K

m PRIV —RG y
N NS R H?
NYZIRZNCKI<?

[






item/image/p000-00-17-1.jpg





item/image/p000-00-59-1.jpg





item/image/p000-00-36-1.jpg





item/image/p000-00-55-1.jpg





item/image/p000-00-30-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-60-1.jpg





item/image/p000-00-76-1.jpg
% 1< Q8K





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p000-00-29-1.jpg





item/image/p000-00-48-1.jpg





item/image/p000-00-25-1.jpg





item/image/p000-00-23-1.jpg





item/image/p000-00-44-1.jpg





item/image/p000-00-65-1.jpg





item/image/p000-00-40-1.jpg





item/image/p000-00-93-1.jpg





item/image/p000-00-84-1.jpg





item/image/p000-00-101-1.jpg





item/image/p000-00-84-2.jpg





item/image/p000-00-86-1.jpg





item/image/p000-00-6-1.jpg
r NN /
nuwZ/Qﬁ_,,L
D SHRAOK®

\\w :
—AR—NR2PAK—R
3 HARJSHMN-° g

(%
Eq

N2 A/

SO, K5 K25 W/,,,‘
AR

m NN RE—h—
[ ML | 025 L <ne

BREMRER






item/image/p000-00-8-1.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		導師バシュラは──



		序章　シルワンの姉弟



		第一章　月の丘の魔術師



		第二章　奴隷市での戦い



		第三章　当代一の魔術師



		第四章　力と責任



		第五章　二人の結末



		第六章　父と子と



		終章　夜の女王



		あとがき



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-10-2.jpg





item/image/p000-00-14-1.jpg





item/image/p000-00-33-1.jpg





item/image/p000-00-10-1.jpg





item/image/p000-00-52-1.jpg





item/image/p000-00-73-1.jpg





item/image/p000-00-79-1.jpg





item/image/p000-00-28-1.jpg





item/image/p000-00-26-1.jpg





item/image/p000-00-66-1.jpg





item/image/p000-00-20-1.jpg





item/image/p000-00-71-1.jpg





item/image/p000-00-50-1.jpg





item/image/p000-00-100-1.jpg





item/image/p000-00-104-1.jpg





